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平沼赴夫通商産業大臣の祝辞 井川博 情報化月間推進会議議長の式辞

情報 化 月間 は,情 報化社 会 の健 全 な発展 を

推 し進 め てい くため,広 く国民 各層 に情 報化

に対す る正 しい認識 と理解 を深 め るこ とを 目

的 に関係9省 庁(総 務 庁,経 済 企画 庁,科 学

技術 庁,大 蔵 省,文 部 省,通 商産業 省,運 輸

省,郵 政省,自 治省)に よる政府 行事 と して,

毎年10月 に行 われ てい ます。昭和47年 に10月

第1週 を 「情報 化 週 間」 と定 め発 足 しま した

が,昭 和57年 か らは10月 を 「情 報化 月間」 と

改 め,本 年 度 で29回 目を迎 え ま した。

今 年 もメ インテー マの 一拡が るネ ッ トワー

ク社 会 ～ 「安 全 と信頼」 が キー ワー ド～ 一の
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もとに,10月 を中心に全国各地で,関 係省庁,

地方自治体,諸 団体等により様々な行事が開

催 されました。その冒頭を飾る行事 として,

10月2日(月)に 政府主催の 「情報化月間記

念式典」が情報化月間推進会議(議 長:井 川

博 財団法人日本情報処理 開発協会会長)に

より,東 京全 日空ホテルにおいて挙行 されま

した。

記念式典は,井 川議長の挨拶 に始 まり,平

沼通商産業大臣をは じめ,総 務庁,運 輸省,

郵政省の各省庁か ら来賓が ご列席 され,そ れ

ぞれご挨拶があ りました。 ひきつづき情報化

の促進に多大の貢献があった個人,企 業等の

皆 さんへの各大 臣表彰 と優秀情報処理システ

ムへの情報化月間推進会議議長表彰がそれぞ

れ行われました。

また,21回 目を迎える 「全国高校生 ・専 門

学校生プログラミング ・コンテス ト」の入選

者に対 して,通 商産業大臣か ら通商産業大臣

表彰が行なわれました。

情報化 月間記念式典特別行事

記念式典当日は,東 京全 日空ホテルにおい

て情報化月間を記念 した特別行事 として以下

の催しがありました。

①情報化月間記念講演会

「ITから何 を学ぶか」

主催 働 日本情報処理開発協会

②ITSSP(ITソ リューション・スクウェア・フ.ロジェ外:戦略的

情報化投資 活性化事業)シ ンポジウム

～ITSSP活 動の成果 と今後のITコーディネー

タ制度の展開～

主催 情報処理振興事業協会,経 営情報

化推進協議会

③ 「情報セキュリティ」シンポジウム

～IT革命 と情報セキュリティ～
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主催 情報処理振興事業協会,電 子商取

引推進協議会

④ 「医療情報の国際標準化動向」シンポジウム

主催⑱医療情報システム開発センター
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・平成s=化 鳥蹄 、

さらに,情 報化月間記念式典併設行事 とし

て,側)日 本情報処理開発協会 の主催 により,

「全国高校生 ・専 門学校生 プログラミング ・

コンテス ト入選作品展示 ・デモンス トレーシ

ョン」が開催されました。各行事とも満員の

参加者を集め,熱 心 に聴講 される受講者や展

示 ・デモを見学される人々で盛況な催 し物と

なりました。

なお,記 念式典終了後,情 報化月間の開始

を祝 し,情 報産業関係 団体の主催 による記念

パーティが催 され,主 催者 を代表 して井川博

情報化月間推進会議議長のご挨拶および来賓

として野呂田芳成自由民主党情報産業振興議

員連盟会長からそれぞれご丁重なご挨拶をい

ただきました。ひきつづ き,平 沼赴夫通商産

業大 臣の乾杯 の音頭により記念パーティが開

会されました。 また,今 回は森 善朗内閣総

理大臣 もご出席され,ご 挨拶 をいただきまし

た。

関係各方面からの多数の参加者をはじめ,

記念式典において表彰 を受け られた方々も加

わり,盛 会裡に記念式典を締め くくることと

なりました。

　

、
晒

へ

壕 ＼
¶

野呂田 芳成 自由民主党情報

産業振興議員連盟会長挨拶

・欄 ,

車

駕
,ノ

φ ・

〆

i?
平沼赴夫通商産業大臣乾杯の音頭

`
＼

∵
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ご

森 喜朗内閣総理大臣挨拶
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1.平 成12年 度情報化促進貢献個人受賞者一覧
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個人表彰風景
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通商産業大臣表彰

氏 名 所 属 業 績

浅田隆治

ウッドランド㈱

代表取締役社長

(61)

中小企業向けの業務用パッケージの開発を中心に活動 し,数 々
の中小企業向けの支援ソフトを開発,評 価を得ている。さらに,

ITベ ンチ ャー企業支援のため東京エンジェル㈱(情 報関連VB

投資会社)の 設立以来,同 社の評議会議長に就任 しベンチャー

企業育成に注力 し,我 が国の情報化の促進に多大な貢献をした。

石川 准

静岡県立大学

国際関係学部教授

(43)

全盲という視覚障害をもつ同氏は,視 覚障害者の情報化に必要

な音声化技術や点字化技術 を研究開発 し,こ れらは視覚障害者

分野のコンピュータ技術のガイ ドラインとして多 くの企業や団

体に導入される等視覚障害者に対するソフトウェア製品の開発

に多大な貢献をした。

礒山隆夫

㈱東管

取締役社長

(61)

経団連情報通信委員会情報部会長として産業界の情報化推進の

普及に努めるとともに,産 業構造審議会情報化人材対策小委員
会委員及び情報処理技術者試験評議委員会委員として情報化推
進事業の推進に多大な貢献をした。

一一4-一



平成12年度情報化月間

前㈱ インテ ック 情報産業関係9団 体2000年 問題委員会委員長,政 府の西暦2㎜

年問題に関する顧問会議 ・作業部会委員,(肋 原子力発電技術機
河野隆一 相談役 構の原子力発電2㎜ 年問題調査委員会委員を務め,政府の2000年

(67) 問題対策の的確な遂行に多大な貢献をした。

㈹ パーソナルコンピュータ
24年 間の永 きにわた り,無 報酬 で一般 のパ ソコ ンユ ーザ ーか ら

櫻井 孟 ユーザ利用技術協会理事 の質問 ・相談を受け,特 にパソコン初心者の情報化への取組に

(75)
著 しく貢献 し,情 報処理技術,利 用技術の向上に尽力した。

東洋大学工学部
我が国とドイツとの情報技術分野における交流 を深めるため設

菅野卓雄 教授 置された,日 独情報技術交流 フォーラムの日本側議長として両

(68)
国間の情報技術の交流に大きく貢献 した。

働機械振興協会
多年にわた り情報化推進各団体の役職 また,情 報化月間推進

照山正夫 副会長 会議幹事会委員にあって情報化の普及,啓 発の推進役として尽

(64)
力 し,我 が国の情報化の促進に多大な貢献をした。

総務庁長官表彰

氏 名 所 属 業 績

西原弘道

新大阪税務会計事務所

代表

(69)

源泉所得税オンラインシステムの開発等を通 じ,税 務行政の情

報 システム化の発展に貢献するとともに,政 府全体の情報化推

進の基盤となる共同利用施設の創設に貢献 した。

運輸大臣表彰

氏 名 所 属 業 績

中小企業が太宗 を占める トラック運送業界にあって,事 業者の

情報化推進は困難な状況であったが,氏 は(社)全日本 トラック

協会の情報化部門の中心的職員として,EDI(電 子データ交換)

㈹全 日本 トラック協会
の トラ ック運送業界への導入のため,永 年 にわた り数多 くの講

演会,研 究会 を実施 し,ま た,EDIを シ ミュ レーシ ョン体験で き

大沼廣洲 企画部調査室長 るCD-ROMを 作 成 ・配布 し,事 業者へ の啓 蒙 ・普 及に努 めた。

(64)
また,危 険物輸送のタンクローリー事故の多発に対処するため,

危険物貨物の取 り扱い方法に関するデータベースを作成 して事

業者に提供 し,輸 送の安全性向上に貢献 した。更に,全 国の ト

ラック事業者や研究機関,関 係省庁からの問い合わせの多い同

協会の資料,図 書の閲覧要望に迅速に対応可能な資料管理シス
テムを構築 し,利 用者利便の向上に貢献 した。

、

郵政大臣表彰

氏 名 所 属 業 績

大山永昭

東京工業大学工学部

フロンティア創造共同研究

センター情 報系研究機能教授

(46)

情報通信技術の研究開発において指導的役割を果たす とともに,

高度情報通信社会推進本部の有識者会議(現IT戦 略会議)メ ン
バーとして政府の情報通信政策に重要な提言を行っているほか,

同本部の電子商取引等検討部会座長 として電子商取引推進方策

をまとめるなど,我 が国の情報化に多大な貢献をした。
、

一5一
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清水康敬

東京工業大学大学院

社会理工学研究科教授

(60)

著作 ・講演を通 じて教育の情報化に関する関心を高めるととも

に,「 学校における複合アクセス網活用型インターネットに関

する研究開発」において,大 規模ネットワークの構築技術の研

究等の指導を行 うなど,教 育の情報化の推進に多大な貢献をし

た。

仲井真弘多

沖縄電力㈱

代表取締役社長

(60)

沖縄国際情報特区構想の具体化に向け,情 報通信ハブ実現のた
めの方策,国 内外の情報通信関連企業等の誘致 を促進するため

の方策等について取 りまとめ,情 報化の促進に多大 な貢献をし

た。

2.平 成12年 度情報化促進貢献企業等受賞者一覧 企業等表彰風景
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通商産業大臣表彰

企業等の名称 代表者 業 績

NECソ フ ト㈱

代表取締役社長

関 隆明

NECグ ループのホス トコンピュータACOS関 連 ソフ トウェア開

発のほか,近 年はXML等Web関 連の技術 開発 をも積極的に実

施 している。 また,我 が国の高度情報化推進のための研究開

発 にも積極的に取 り組んでお り,業 界の技術向上 と我が国の

情報化の促進に多大な貢献 をした。

㈱大一器械

代表取締役

大下 一

ITを 活 用 したBPR(BisinessProcessR㏄ngineering)を 実行 。米

国製SFA(SalesFor㏄AutomaUon)シ ス テ ムを基 幹 システムと

連動さ也 日本の商慣行に合わせてシステム化を実施している。

㈱ ホテルオークラ
代表取締役社長

松井幹雄

ホテル業界初のISO9001取 得。常に顧客ニーズを汲み取ったシ

ステム開発 を積極的に推進 し,ホ テル業界情報化の先導的な役

割を果た している

岐阜県教育委員会
教育長

日比治男

県全域の小 ・中 ・高等学校のインターネット化 を他の都道府

県に先駆けて実施 し平成9年 度末までに100%の 接続率 を達成。

また,岐 阜大学等地域の情報拠点 を有機的に結 び,教 育の情

報化 に関する支援 を積極的に実施 している。

一6一



平成12年度情報化月間

システムの導入により間接部門では事務量の削減 を図 り,直

代表取締役社長 接部 門では生産工程を管理す る独 自の資産管理システムを開

㈱日東電機製作所 発 し,業 務全体の効率化 を図った。また,自 社 内の取組 を積
青木和延 極的に外部へ公開 し,企 業見学 を受け入れることによ り情報

化の普及に貢献 している。

メルコムサービス㈱

東京支社カストマ+ビ ス

保守グルーフ.代表者

大石浩司

KDDの 基幹ネットワーク,新 幹線運行システム等,社 会基盤を

支 えるシステムの保守サービスを広 く手がけているが,同 グ
ループは各 システムの稼働開始以来,最 新の保守ツールの採

用や万全な保守体制構築により長年にわた りシステムの安定

第 二 グ ルーフ. 稼働に多大な貢献をした。

代表取締役 司法書士 ・行政書士等,法 律業務 を行 う中小事務所の情報化

㈱ リーガル
山岡昭子

が進んでいなかった市場 に対 し,廉 価なソフ トウェアを提供

したことにより法律業界の情報化に多大な貢献をした。

運輸大臣表彰

企業等の名称 代表者 業 績

山梨交通㈱
代表取締役

小佐野政邦

次世代のカー ドとして注 目されている非接触式ICカ ー ドを用い

た運賃収受システムを広域的に山梨県内の全路線 ・全車両で実

用化 した。このカー ドは回数券,定 期券機能を持つものであり

簡便に運賃精算が可能になり,従 来に比べ乗客の乗降時間が大

幅に短縮されバス利用者の利便性の向上及び乗務員の料金収受,

精算作業の負担軽減など企業の情報化の促進に大きく貢献 した。

郵政大臣表彰

企業等の名称 代表者 業 績

平成5年 に西 日本で一番早 く開局 して以来,他 のコミュニティ

放送局のモデル的存在 として,コ ミュニテ ィ放送の普及 ・促進

代表取締役社長 に大 きく寄与 したほか,コ ミュニティ放送では初の超短波文字

㈱エフエムもりぐち
服部満雄

多重放送局を開局 し,防 災情報の提供による市民の安全性の確

保,視 覚障害者等への情報の提供による福祉の増進,地 域 情報

の多様化 ・高度化に多大な貢献をした。
A

ICカ ー ドを使って地下鉄の乗 り降 り(非 接触型ICカ ー ド)や 物

品調達の見積 り合わせ(接 触型ICカ ー ド)等 ができる実証実験

札幌市
市長

桂 信雄

を提案 し,通 信 ・放送機構 と協力 して当該実証実験 を行ってい
るほか,「 学校における複合 アクセス網活用型インターネット

に関する研究開発」において市内の25校 が参加 し積極的な取組

を行うなど,行 政や教育分野における情報化の促進に多大な貢

献 を した。

障害者等が円滑に電気通信サービスを利用できるようにするた

電気通信アクセス 会長
め,電 気通信設備及びサービスの設計 ・開発 ・提供を推進する

に当たって考慮すべき事項等をまとめた 「障害者等電気通信設

協議会 齊藤忠夫 備アクセシビリティガイ ドライン」 を制定するなど,障 害者 ・
高齢者のための電気通信設備の統一仕様の策定等を行い,情 報
バリアフリー環境の整備に多大な貢献 をした。
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3.平 成12年 度情報化促進貢献優秀情報処理システム受賞者一覧
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情報化月間推進会議議長表彰

システムの名称 企業等の名称 表彰理由

インターネット市民

塾 シス テム

㈱ インテック行政

システム事業本部

生涯学習 に関するコンテンツの流通,学 習,交 流の場をイン

ターネット上に構築 している。従来は公民館な どで催 される

生涯学習講座等を利用 していなかった年齢層の取 り込みにも

成功 している。 また,ASP(ア プリケーション ・サービス ・

プロバ イダー)の ようなサービス を提供す ることによ り,

Webに よる講座運営費用 を大幅に減少させている。

MPEG4共 通 プ ラ

ッ トフォーム検証用

ビッ トス トリームの

開発

㈲日本電子機械工業会

現在国際的仕様策定が進んでいる次世代デジタル映像規格で

あるMPEG-4に 関 し,そ の対応製品の機能検証,性 能検証,互

換性検証 を可能 とす る標準ビットス トリームを開発。実効的

な標準 とするために,デ ジタル家電 に強みをもつ日本企業が

当初 より複数参加 して仕様を策定 し日本発の国際的成果を生

みだした。

隠岐島遠隔医療

支援 システム
㈱ テ クノプロジェ ク ト

隠岐島の病院 ・診療所 と本土の複数の高度中核病院を相互 に

通信回線で結び,遠 隔放射画像の読影を中心 とした支援シス
テム。離島における医療活動の正確性 ・迅速性 を高めること

により,医 療の質の向上を実現 し,地 域医療 に大 きく貢献。

新営業店システム ㈱三和銀行

イメージ処理技術 を活用 して,大 幅な営業店事務処理の合理

化 を実現 した営業店システム。システムの拡張性,信 頼性の

確保のため,独 自のサーバシステム構成を採用 している。
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平成12年度稽喘化月間

新購買契約支払

管理システム
東北電力㈱

従来書類接受で処理 されていた設備部門か ら資材 ・経理部門

に至 る業務処理を自動連係させた一貫処理システム。電力業

界標準 プロ トコルによるインターネッ トEDIを 適用 し,年 間
100万 枚におよぶ伝票のレスペーパー化を実現。

水道情報管理

システム

EinsBird

㈱ 日本 ライフラ イン

水道関係の漏水調査とい う業務で得たノウハウから,水 道管,

メーター,弁 栓 データをベ クター地図上でシステム化 した も

の。従来のGISシ ステムが非常に高価だったことに比 して廉価

にシステム化を実現 している。

繊維業QRシ ステム 帝人㈱

繊維事業のサプライチ ェーン(繊 維事業の川上から川中,川

下まで)に おいて,ERP及 びSCP用 のソフトウェアを駆使 し,

川上企業か ら川下企業 までの情報共有 を実現。これにより,

原材料から製品化するまでの期間を大幅に短縮するとともに,

生産ロスの削減や在庫圧縮 を実現。川上企業か ら川下企業 ま

で含めた繊維業界各企業の経営に大 きく貢献。

電気機器設計

支援システム

JMAGシ リーズ

㈱日本総合研究所

モータ,ア クチュエータ,磁 気ヘ ッド等電磁場 を利用 した機

器設計 を支援するシステム。高度な産業製品設計 に効果を発

揮 している他,常 にユーザー会を通 して意見を集約 し,ソ リ
ューション改善や開発にフィー ドバ ックしている。

ネ ッ トワー ク対応

手書 き個人認証

システム
"C
yberSIGN"

日本サイバーサイン㈱

文字を書 く動作 をセ ンサー機能を内蔵 したボー ドで読み取 り,

サーバ と予め登録 された情報と照合す ることにより本人かど

うかを検証するシステム。照合 されたデータを電子文書に貼

り付 けることにより電子サ インも実現で きる。単 なるサイン

の形状だけではな く個人の特徴 を反映 している 「筆圧」 も認

証で考慮され,非 常にユニークなシステムとなっている。

交通計画支援

システム
日本鉄道建設公団

GIS(地 理情報システム)の デジタル地図デー タを基に新線整

備計画 に必要な路線選定,需 要予測,財 務分析,費 用便益分

の機能 を有するシステムを構築 した。 これによ り,従 来に比
べ多数の代替案の検討が容易にな り,他 の交通機関を考慮 し

た,総 合交通体系 として整合のとれた鉄道整備計画案の策定

が可能となった。

新音声合成技術 を

利用 した音声

コンテン ツ

提供システム

㈱国際電気通信基礎

技術研究所(ATR)

どのような人の声で も合成で きる音声合成技術 を利用 して,
コンテンツ提供者の文字コンテンツを音声データに変換 しウェ

ブサイ ト運用者 に提供するシステムを開発することにより,人

間の肉声に近い様々な音声 でのコンテンツ提供 を可能 にし,

情報化の促進に大 きく貢献 した。

双方向参加型

遠隔教育システム

ア イラ ン ド ・クエ ス ト

実行 委員会

ホームページサーバー,メ ールサーバー及びス トリー ミング

映像配信サーバー等 を組み合わせたシステムを構築 ・提供す
ることにより,遠 隔地の多 くの子供たち(今 回のアイランド
・クエス トIN沖縄&屋 久島では約9万 人が参加)と の間で,
ホご ムページ上の仮想空間において双方円 型の学習 をリアル

タイムで行 うことを可能にし,教 育分野の情報化 に大 きく貢

献 した。

bモ バ イル 日本通信㈱

パケ ットデー タ公私区分機能,ユ ーザ認証機能等 を持つサー

バ ーをベースに して,携 帯電話会社,顧 客企業及びASP(ア

プリケーシ ョンサービスプロバイダ)等 を結ぶ システムを開

発 ・提供することにより,企 業がモバイル ・インターネット

を活用 して業務の効率化やコス ト削減等を図ることを可能に

し,情 報化の促進に大 きく貢献 した。

、
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4.平 成12年 度全国高校生 ・専門学校生プログラミング ・コンテス ト入選作品
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展示 ・デモ会場

全国高校生 ・専門学校生プログラミング ・

コンテス トは,通 商産業省が次代 を担 う青少

年の情報教育の重要性に着 目し,昭 和55年 か
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ら情報化月間の主要行事として 「全国高校生

プログラミング ・コンテス ト」を実施 してい
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ま した。

平 成7年 度 か らは,将 来各 種 の高 度情 報 処

理技 術者 となるため の基礎 的 な知識 ・技術 を

備 え た人材 として期 待 され る専 門学校 生 もコ

ンテス トの対象 に加 え,新 たに専 門学 校生 の

部 を設 け 「全 国高校 生 ・専 門学校 生 プ ログ ラ

ミング ・コ ンテス ト」 と して実施 し,今 回が

21回 目とな りま した。

今 年度 は,7月31日(月)と 応 募 の締 切 が

早 か った に もかか わ らず多数 の応募 が寄せ ら

れ ま した。応募作 品 は 「全 国高校生 ・専 門学

校 生 プ ロ グ ラ ミン グ ・コ ンテ ス ト審 査 委 員

会」 での厳 正校 正 な審 査 に よ り,以 下 の7作

品(プ ログラ ミング部 門4点(高 校 生 の部2点,

専 門学 校 生 の部2点),コ ンテ ンツ部 門3点

(高 校生 の部2点,専 門学校 生 の部1点))が 入

選 され ま した。

入 選 され た方 々 に は,10月2日(月)の

「情 報 化 月 間記念 式 典」 におい て,平 沼通 商

産業大 臣か ら賞状,記 念 の楯 と副賞 のパ ー ソ

ナ ル コン ピュー タ(社 団法 人電子情報技 術 産

業協 会 の協 力)が 贈 られ ま した。

また,入 選作 品は,記 念式典 の併設 行事 と

して,展 示 ・デ モ ンス トレー シ ョンを行 い,

多数 の来場者 に紹 介 され ま した。

全国高校生 ・専門学校生

プログラミング ・コンテス ト

表彰風景
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今年の入選作品

《プログラ ミング部門》 【高校生】

作品名
作成者

学校 ・学科 ・学年

作成者
氏 名

作品の概要

絵 日記 をデー タベースで管理す る ソフ トウェアである。

優
秀
賞

絵 日記 デー タ

ベース

福島県立郡山北工業

高等学校

情報技術科2年

松尾美保

絵 日記 をカレンダーで管理することで,日 常生活 との整

合性がとれて,そ の日の出来事が鮮明に思い起こせる。

処理として,絵 日記をパソコンでつける機能,作 画機能,

予定表機能,写 真 を取 り込み加工,閲 覧機能,デ ータベ
一ス管理機能等がある。撮 った日付で写真を管理するこ
とが可能で写真ネガの管理としても使える

青空文庫(HomePageに 掲 載 されて いる版権 フリーな著

名作家の作品のデー タベース)な どを,利 用 して独 自

優
秀
賞

絵 本屋 さん

forwindows

埼玉県立川口北

高等学校

普通科2年

國分博之

の音声 付 き絵本 をテ ーマ と して 開発 した ソフ トウェ ア

で あ る。 処理機 能 と して は,テ キス トファイルの 閲覧

,グ ラフ ィ ック演 出,演 算処 理,ス ク リプ トの イ ンタ

プ リッ ト処理,EXE単 独 実行 ファイル生 成可能 フルス

ク リー ンマ ルチ メデ ィアフ ァイルの再生,音 声合成,

フォント演出効果等がある。

《プログラミング部門》 【専門学校生】

作品名
作成者

学校 ・学科 ・学年

作成者
氏 名

作品の概要

ネ ッ トワー ク上(主 にイ ンター ネ ッ ト上)で の コミュ

最
優
秀
賞

e-Nec
静岡産業技術専門学校

情報システム研究科3年
青島拓也

ニケーシ ョンはシンプルな文字だけのチャッ トか画像

を貼 り付けたHTML上 でのチャットが多いのが現状であ

る。図をか きなが ら話 しを したいこともあって,簡 単

な線画付 きのチャットソフ トを作成 した。文字,フ ォ
ント,色 まで もが設定で き,同 時に簡単な線画 も送信

でき,い ろいろな活用が考 えられるソフ トウェアである。

中学1～3年 生の基本的な英会話をパソコンで楽 しくわ

か りやす く学 習する ソフ トウェアである。処理 として,

ヒアリング問題,穴 うめ問題,穴 うめ長文問題の中の
優
秀
賞 JONNEYと

あそぼ!

静岡産業技術専門学校

コンピュータ科2年

目黒里実

伏見亜紀子

久野綾子

どれか1つ を選択 し,問 題を解いて,最 後に自分の点

数をみることが出来る。スター ト画面で学習者の名前

を登録 してお くと,成 績が良ければランキング画面の

上位5名 の中にのる。画面に登場するキャラクターは会
杉山智美 話 を しなが ら動 作 し,非 常 に楽 しい,ま た,こ のキ ャ

ラクターはマウスで移動で きる機能 を有 し,技 術的に

追求 された作品である。
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平成12年度情靴 月間

《コンテンツ部門》 【高校生】

作品名 作成者

学校 ・学科 ・学年

作成者
氏 名 作品の概要

自分の足で全国を歩き,自 分の力で収集 したデータを編

集することによって,ラ イブラリ作 りの力量の向上 と多

くの人々に鉄道を知ってもらいたいために作成。HTML

優
秀
賞

鉄 道 図書 館

－Train

library一

福島県立清陵情報

高等学校

情報電子科3年

池沢広行

言語 を利用して,独 自のブラウザで動かす方式をとり,

互換性の問題 を解消 し,ほ とんどのパソコンで見ること

が出来る。機能としては,全 国の駅をしらべることが出

来る 「駅1青報」,車 両のビデオや写真の 「車両情報」,移

Versionl.0 動に役立つ 「きっぷ情報」,鉄 道の歴史からその路線を

探る 「鉄道史」から構成されている。マ ップを使った視

覚的なインターフェースでわか りやす く情報を回覧する
ことが可能である。

小学校中高学年を対象にした内容で,コ ンピュータ初心

者の親子でも楽 しめて,ふ れあいの場になるようなコン
セプ トで作成。作品は操作説明用の動画があ らわれ,操

優
秀
賞

僕の小 さな

冒険

千葉県立一宮商業

高等学校

情報処理科3年

飯干亜季

加藤理絵

渡邉久美子

野村恵美

作に関する一連の動作 「遊びかた」,主 人公の家や町を

探検 ・探索する画面は2つの フレームで構成されてお り

,上 段は家や町の絵 ・動画を表示,下 段はキャラクター
の話 した内容やその他いろいろな言葉 を表示 される 「探

検モー ド」,物 語が進むにつれて,分 岐の選択によって

内容が変わ るマ ルチエ ンデ ィングになっている 「ス トー

リーモー ド」で構成 されている。絵 に関 しては,オ リジ

ナルで奇麗にまとめてお り,音 楽が物語にマッチ して効

果的である。

《コンテンツ部門》 【専門学校生】

作品名 作成者

学校 ・学科 ・学 年

作成者
氏 名

作品の概要

2000年4月 介護保険制度がスター トしました。今までの

老人福祉制度に比べ,良 くなったが,私 たちは混乱 して
いま した。 その混乱 を少 しで も和 らげ,,身 近 に感 じ,

優
秀
賞

これか らの

こと。

静岡産業技術

専門学校

マルチメディア科2年

天野雄介

池邉智美

榎本香織

親 しみを持てるようにまとめてみようという考えのもと
で企画 しました。作品は,メ ニュー画面からエンディン

グを含めた4つ の機能で構成されてお り,各 機能でボタ

ンをクリックすると分岐して内容が変化する。硬いテー

マ なの でイラス ト(す べ て オリジナル)は か わい らしく

親 しみ の持 てる もの,ま た,ボ タジを作 ることで,イ ン

タラクティブ性のあるプレイヤーが参加することのでき

る構成になっている。'

、

なお 、本 コ ンテス トは、来年 度 も今年 度 と同様 の 日程 で実 施 され る予 定 になってい ます。

詳 しくは、下記 まで お問合せ くだ さい。

事 務局 〒105-0011東 京都 港 区芝公 園3-5-8

財 団法人 日本情報 処理 開発協会

情報 化 月間担 当

TEL:03-3432-9381/FAX:03-3432-9389
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子嚢 躍君ρR 、τ 情報化月間講演会

調査部

本年度 の情 報化 月 間は 「拡が るネ ッ トワー

ク社 会 ～ 『安全 と信頼』 が キー ワー ド～」 を

テ ー マ に全 国 で様 々 な行事 が展 開 され ま し

た。10月2日 の情 報化 月間記 念式 典 で は,特

別行事 として,記 念 講演会 を開催 いた しま し

た。 「ITか ら何 を学 ぶ か」 を テ ーマ と して,

ITで 何 が で きるのか,今 の社会 で何 が起 って

いるのか等 について講演 していただきました。

本 稿 で は,ご 講演 され た成 毛 眞氏,竹 中

ナ ミ氏,岡 本 行 夫氏 の内容 をご紹介 します。

「ITから何を学ぶか」

〈プ ログ ラム〉

時 間 講演 テ ーマ 講 師

13:00～13:45 ITと ビジ ネス
㈱インスパイア代表取締役社長

成毛 眞 氏

14:00～14:45 ITを 人が 誇 りを持 って生 きるため に

社 会福祉 法 人 プ ロ ップ ・ステ ーシ ョン

理事長

竹 中 ナ ミ氏

15:00～15:45 シリ コンベ ンチ ャーか ら何 を学 ぶか
外交評 論家 ・ハ.シフィカファンド共 同代 表

岡本 行 夫 氏
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ITと ビ ジ ネ スtx ._担 、
♂ γ

亀 ＼

㈱インスパイア伏線 継 継 輪 編 藩

マ イ クロソ フ トの社長 を退任 してか ら,既

に4ヵ 月 ほ ど経 って お り,そ の間,ITと 企 業

とい う接点 で ビジネスの立 ち上 げ の準 備 を し

て きま したの で,本 日はそ こ につ きま して少

しお話 し します。 したが って,内 容 がか な り

株 式 にまつ わ る件,し か も上場 会社 の株 式 に

まつわ る ビジネスモデ ルです ので,OHP等 は

用意 してお りませ ん。 あ らか じめ,ご 理解 い

ただ きたい と思 い ます。

まず,退 任 に至 る まで をお話 しします。

私 ご とです が,マ イ ク ロ ソフ トに入社 し,

現 在 も社 外役 員です ので,18年 ち ょっ とです。

そ の 中で,こ こ1年 ほ どの間,IT産 業 そ の も

の は既 に成熟 して きてい る印象 を強 く持 って

い ます。伸 びない とい うこ とで は あ りませ ん。

IT産 業 は,無 線 や通信,そ れ以外 の幾 つ もの

ジ ャンル を もって,こ れ以上 さ らに発展 をす

るこ とは間違 い ない と思 い ます。自動車 産業,

す そ野 も含 め た産業 を凌駕す る産業 にな りか

か って,そ れ を さらに抜 き去 る ところまで来

る と思 い ます。私 の感覚 か らす る と,IT産 業

は,オ ール ドエ コノ ミーの一 員 とな ってい る

ので はない か とい う印象が 非常 に強 くあ りま

す。

ビル ・ゲ イ ツが マ イクロ ソフ トを始め ま し

た20年 ほ ど前 とい うの は,IT産 業 の 「あ」 の

字 もない,い わ ゆる マ イ コ ンの 時代 で,8ビ

ッ トのCPUが や っ と出るか 出な いか,こ れが

1年 間 に1万 台 以上売 れ る とは とて も思 われな

か った時代 です 。 その頃の 日本 におい て,コ

ンピュー タ産業,と りわ けパ ソコ ンに対す る

「一
尉国法人

人
S
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1

勢
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にお い と同 じもの をITで はな く,金 融 に絡 む

部分 に強 く感 じる ところで した。したが って,

ITと 金融 を結 びつ ける領 域が今 後 の大 きな ビ

ジネス として拡 大 し,し か も,今 度 は20年 が

か りでは な く,10年 ほ どの間 に非常 に大 き く

成長す るで あろ う と予 測 し,新 しい会 社,イ

ンスパ イアを設 立 しま した。 したが って,マ

イ クロ ソフ ト,そ の他一切合 財 のIT産 業 か ら

みて,競 合す る もの で は決 して ないので,む

しろ協力 を しなが ら新 た な ビジネス を開拓 し

てい きたい と思 って い ます。

ITと 金融 の融 合 の部分 ですが,非 常 に曖昧

模糊 としてい ます 。 フ ァイナ ンス,金 融 業 は

既 に20年,30年 来,恐 ら くコ ンピュー タ産業

が始 まって以来,最 大 のお客様 で した し,最

大 に コ ンピュー タ化 が進 んで い ます。 日本の

銀行 は コ ンピュー タ化,IT化 がお くれ てい る

ので は ないか とい う議論が よ くあ ります 。私

が知 って いる限 り,現 在 も,リ テール に関 し

ます と,イ ンターネ ッ トに対 す る取 り組 みが

若干 お くれ てい る印象 はぬ ぐえ ませ んが,基

一15一



」∬P」9ECREPORT

本 的 に 日本の金 融業 は,実 はITに 非常 に特化

してい た とい い ま しょうか,投 資 してい ま し

た。 ほかの国 の金融業 に比べ,進 んでい た印

象があ ります。逆 に ここ数年,テ ンポが落 ち

た。結果 と して,遅 れた印象 をお持 ち と思 わ

れ ますが,金 融 業 は少 な くともコ ンピュー タ

産業か らみて最 大 のお客 様 で,今 後 もそ れが

続 くと思 い ます 。

一方 で
,金 融 業が本業 の融資 や投資 の分野

でITに 関 し完 全 に遅 れ てい るの は否 め ませ

ん。と りわけ,日 本 の金融業 はその よ うです。

つ ま り,ベ ンチ ャーキ ャ ピタルや投資 銀行部

門等,一 切合 財 の金 融部 門 に関 して言 うと,

オール ドエ コ ノ ミー,例 えばゼ ネ コン,水 産

加工業,自 動車 部 品製 造等 の成熟産業 に対 す

るIT化 支援 をほ とん ど して いない とい う とこ

ろだ と思 い ます。 む しろ,そ うい った産業 が

もってい る不 良債権 や不 良債務 をいか に解消

す るかが注 力 される80%ぐ らいであ り,新 規

投資 と りわけIT投 資 に関 して は若 干遅 れ ぎみ

だ と思 わ れ ます。

後 ほ どお話 しますが,従 来型 企業 のIT投 資

が 遅 れ る1つ の原 因 は,各 社 が 悪 い とい うよ

りも,む しろ金融業 か ら回 って くるお金 が少

ない とい う部分 が あるので は ない か とい う気

が しま した。 したが って,イ ンスパ イアの新

しい ビジネスモデ ル とは,古 くか らあ る産業

に対 し潤滑 油 としての資金 を提 供 し,そ の資

金 でIT化 を進 めて いただ く,こ れ をな りわい

と してい こ うとい うこ とです。

もう1つ の読 み として は,金 融業 その もの

は,恐 ら くは最 大 に伸 び る産業 だろ うと。 と

りわけ,日 本 に関 して は,そ の思いが 強 くあ

ります。 個 人の金融資 産分 の1,200兆 どころ

で はな く,現 実 にはあ と10年 もす る と,さ ら

に1,200兆 円 ほ どの資 金が追 加 的 に生 まれて

くる(幾 つ か の調査 会社 に よって900兆 か ら

1,200兆 ぐらい の ば らつ きはあ る と思 わ れ ま

す)と い うことです し,そ の配分 をめ ぐって

は か な り熾 烈 な競 争 に な る だ ろ う と思 い ま

す。 コン ピュー タが発 展 して きた ときの過程

で,パ ー ソナル コ ンピュー タにかか わる メー

カが,い わゆ るメイ ンク レーマー に対 して挑

戦 を したの と同 じような ことが金 融業 にお い

て起 こるのだ ろ うと思い ます。

さて,イ ンスパ イア の活動 の中 身で すが,

い わゆ る古 くか らあ る産業 に対 し資金 の提 供

を します。対 象 は,上 場企 業 中心 です が ナス

ダ ック,マ ザ ーズは除 いて い ます。株式 の浮

動 の部分が 多い こ と,株 式 の売 買が や りやす

い こと,ま たはオー プ ン制が す ぐれてい る こ

と,も し くはあ る一定 の基準 をクオ リフ ァイ

されて い る とい う意味 で,上 場 企業 の方が公

明正 大 にそ の ような投資 活動 が しやす い とい

うこ とです。具体 的 には,第 三者 割 当増 資 を

決議iしてい ただ き,決 議 に基づ き新株 の引 き

受 け を します 。 ロ ッ トは,大 体5億 円か ら10

億 円程 度 での引 き受 け を し,対 象 企業 の株 式

の 時価 総額 は大 体100億 円か ら1,000億 円程

度 とな ってお ります。

企 業 は,資 金調 達 を しま した5億 円か ら10

億 円程度 の新 しいお金 を利用 してIT化 を して

い た だ くこ とが 骨子 で す。IT化 に関 して は,

私 ど もが コ ンサ ル タ ン ト ・オブ ・コンサ ル タ

ン トとい う形 でア シス トします。具体 的 に は,

どの分野 に どの程 度の お金 を投 入す るべ きか

とい うこ とです。ERPを 入 れ るのが妥 当 なの

か,ま た はERPを 入 れな いで,む しろ今,使

ってい るERPを 中止 して,例 えばSCMな る も

の を入 れ るべ きなのか。 また,そ のた ぐい の

もの は一切 や めて,ほ かの分野,例 えば現業

のCAD/CAMや 生 産等 の部 分 に対 してのみ の
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徹底 的 な注 力 をす るべ きなの か といった,い

わ ゆ る経営 者が本 来判 断す るべ きところのIT

化 のサ ジェスチ ョンを します。

その会社 が,次 に ど うい う会社 に対 し発注

を してい くか は,そ の会社 の 自由ですが,幾

つか のハ ー ドルが あ ります。 もち ろん,現 在

取 り引 きの あ るメーカ との 関係 で もい い と思

わ れ ます が,同 様 に私 ど もの コ ンサ ル タ ン

ト ・オブ ・コ ンサル タン トの担 当者 が,そ の

見 積 も りの 妥 当性 や シス テ ム の 内容 につ い

て,そ の会社 の立場,す なわ ちそ の会社 の株

主 の立場 で査 定 して,発 注 す る とい うこ とを

します。

この場合,私 どもの立場 は,あ くまで もそ

の会社 の株 主で して,そ の会 社 か らの コ ンサ

ル タ ン ト収 入 を受 け る もので はあ りませ ん。

したが って,100%の リス ク を当社 が もって

い ます 。IT化 し,結 果 と して会社 の業 績 が向

上 して株価 が上 が る とい う ように想 定 してお

ります が,も しも株価 が上 が らなか った場 合,

これ は私 どもの100%の リス ク,す なわ ち利

益 が上が らない どころか,含 み資 産 は どん ど

ん低 下 を してい きます。

実 は,出 資 をい ただいて いる会社 が あ りま

す 。私 どもの第1回 目の ファ ン ドの組 成 は62

億 円 ぐらいです か ら,10億 のロ ッ トで考 え る

と6社 程 度 のIT化 とな りますが,出 資 をいた

だい てい る会社 その もの には非常 に深 くご理

解 をいた だ き,フ ァン ドをふやす とい うよ り

は,い か にいい形 でIT化 を してい くか とい う

部 分 でのおつ き合 い をい ただ くことで ご賛 同

をい ただい てい ます。 大変 感謝 を してお りま

す 。その会社 群 は,古 くか らの 産業,企 業 で,

例 え ば 住 友 銀 行 や 住 友 商 事 の 住 友 系 列 と,

NEC,安 田 火 災,NTT-ME,NTT-X,日 立

ソ フ トウ ェア,メ イテ ック とい う,い わ ば本

業が あ り,財 テ クで はな く,む しろ各社 のIT

化 の おつ き合 い をす る よ うな会社群 か らのお

金 をいた だいてい ます。

もちろ ん,出 資 す る会社,私 どもが第三者

割 当増資 の新株 引 き受 け をす る会社 か ら して

も,よ くい われ ます外 資系 のM&Aフ ァン ド

の よ うな ところか らのお金で は とて も怖 い と

い うこ とで もあ りま しょう し,私 ども自身 も,

株式 は当然,上 場 会社 の株 式 ですか ら,一 撰

千 金 とは まい りませ ん。例 え ば,大 体3年 か

ら4年 の投 資 ス パ ンで すが,そ の 間 に当該 の

会社 の株 式 が100倍 にな る とい うことは,絶

対 とい って もいい ほ ど起 こ りませ んか ら,あ

る意味 で はロー リス クだ とは思 い ますが,ロ

ー リター ン
,ミ ドル リター ンの フ ァンデ ィン

グ とい うこ とになってい ます 。

そ の中で,私 ど もここ4ヵ 月 ほ どの 間で,6

社 ほ どの上 場企 業 に対 す る事前 に調査 を行 っ

てお ります。私 ど もの メ ンバ ーの者 が き ょう

の 日経産業 新 聞の 中で,「IT経 営 度調 査」を実

施 し1位 が リコー,2位 が 日立建機 と各社 の情

報化 の ラ ンキ ング を出 してお りま した。 これ

はMSIと い う会 社 で,そ の結 果 と しま して,

幾つ かの各社 のIT化 に対 す る立場 の違 いが明

確 にな って きま した。現実 的 に コンサ ルテ ィ

ン グ を して い る企 業 の例 を少 し申 し上 げ ま

す 。'

第1番 目は製 造 業 です 。 こ こで は劇 的 な こ

とを行 い ます。 その会社 は,年 間売 り上 げが

120億 円程 度 の会社 で,今 年 のIT化 投 資 の総

額 が4億 ぐらいです 。 です か ら,売 り上 げ対

比 でIT投 資 は4%弱 で す。 そ の会社 は,経 常

利 益 が2%ぐ らいで した。 実際 には,会 社 そ

の もの は,ERPを 導入 してい る ため にかな り

大 きな金 額 を こ と し追 加 してい るわ けです。

ERPも ほぼ フルセ ッ トで入 れ る こ とを考 えて
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お られ ま したので,私 ど もの コンサ ルテ ィン

グ部 隊 の結 論 は ただ1つ,ITに 対 す る投 資 の

半 額,減 額 です。 もちろん,メ イ ンフ レー ム

の使用 か らクラ イア ン トサ ーバー に置 きか え

る こと も含 み ますが,ERPの すべ て のパ ッケ

ージ を入 れ ない とい うこ とが メ インです 。社

員数 が600～700名 程度 で,し か も従業 員 の

平均 年齢が43歳 を超 えて い ます。そ の段 階で,

せ いぜ い営 業の顧客 管理,も ちろ ん勘定系 は

動 い てお りますが,こ れ を全 部入 れか え,す

べ てERPに す るの は大 変危 険 です 。 かつERP

を入れ た結 果 と して,リ ス トラを考 えてお ら

れ ま したの で,会 社 その ものの士気 を低下 さ

せ るお それが あ りま したので,ERPの 導 入 を

少 な くと も一 時的 に凍結 す る とい う判 断 を し

ま した。

2%程 度の経常 です か ら,4%の 情報化 を半

額 にす る と,経 常 は4%に 上 が っ て まい りま

す。PERを 一 定 と します と,少 な くとも株 式

は1年 以 内 に2倍 に跳 ね上が る想 定 もして お り

ますが,一 方で,そ れ以上 に私 どもがお それ

たのは,ERPを フルセ ッ トで導入 す る こ とに

よる一般 的 にみ た会社 のモ ラルの低 下 とい う

こ とと,現 実 にそ れが可 能 か どうか とい うこ

とです。現 実 に リス トラ しなければい けなか

ったの は,そ の会社 におい ては工場部 門の整

理統 合 と私 どもは想定 してお りま した ので,

そち らの方 が はるか に早 く必 要 であ る と。少

な くとも,全 国10ヵ 所程 度あ る工場部 門 を5

ヵ所程 度 に整理 統合す るコス ト効果 の方が は

るか に大 き く,そ れ と同時 に情 報 シス テムの

フル の入 れか え をす る と,リ ス クが3倍 増 に

な るだろ う と,ERPの フルセ ッ トの導入 は来

年以 降か再来年 以降 としま した。 とて も情報

化 月間 の記念 イベ ン トの 中で話 してい る とは

思 えない内容 です が,い か に情 報化 を しない

と もうか るか,と い うこ とで は あ りませ ん 。

今,1つ の極 端 な例 か ら始 ま りま したが,本

質 的 にIT化 をす るの は,そ うい うこ とか も し

れ ませ ん。

今現 在 の様 々な会社 の問題 は,ITと 経 営が

分 断 され てい る こ とです 。CIOの 役 目は,メ

イ ンク レーマ ー,も し くはSIベ ンダー を呼 ん

で 「次,私 た ちは何 を した らいい んだ」 と聞

いて,「 あ なたは,も うそろそ ろSCMで す ね」

な どを持 ち込 まれ,そ れ を導 入す るこ とばか

りを してい ま した。経営 とは何 の関係 もな く

や ってお りますか ら,一 方 で経営 の方 は,IT

よ りもはるか に重要 な生 産工程 や顧 客 その も

の に対す る取引 の条件 の見 直 し等 とITを 連動

させ てい ない こ とが最 大 の問題 だ と思 われ ま

す 。 その辺 も含 め第1号 の コ ンサ ルテ ィング

を施 しま した。

この1号 目の案件 は,コ ンサ ルテ ィン グだ

け を して株 式 を取 得 してい ませ ん。今 い くつ

かの ケー スの場合 で言 える こ とは,企 業 の起

業家,の ち ょう ど2代 目,3代 目とい う若 い経

営 者 がや る気 にな って い る とい うこ とと,IT

化 が あ ま りに もお くれてい たが ゆ え に,IT化

が しやすか った とい うケース です。

コ ン ピュー タのOSを つ くる上 で,ブ ー ト

ス トラ ップ とい う言 葉が あ ります 。 ブー トス

トラ ップ とは,Aと い う小 さな プロ グ ラム を

立 ち上 げ ます 。そ のプ ログ ラム はプ ログ ラム

Bと い う 自分 よ りも10倍 ほ ど大 きい プ ロ グラ

ム を動 かす ための ロー ドす るプ ログ ラム を立

ち上 げ る。今 度,プ ロ グラ ムBは,ま た 自分

よ りも大 きい機 能 の高 い もの をどん どん追加

して い く。立 ち上 げるた めの プログ ラム,長

靴 の ひ もを一個 一個組 み上 げ てい くとい うよ

うな こ とを,ブ ー トス トラ ップ といい ます 。

ブー トス トラ ップは,当 然 の こ となが ら,右
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を組 み ます と左 の 方がお くれ ます 。次 に,左

を組 み上 げ ます と右 の方が お くれ ます 。 シー

ソーの原理 になるわ けです 。

こ こ数 ヵ月の 間で,ブ ー トス トラ ップが影

響 してい る ようです。つ ま り,あ る程 度IT化

がお くれ てい る企業 が,政 府 のIT化 の大 合唱

の 中で若干焦 って きた。 その 中で,意 外 とIT

化 が お くれ てい る会社 が その気 にな って,腹

を据 えてIT化 を しよ うとす る と効果 が あ る今

まで訓練 を受 けて ないので,つ ま り,あ ま り

に もIT化 が お くれて いる会 社 は,情 報 シス テ

ム部 門の部長 の権 限が 意外 と低 いのです 。 メ

ー カのいい な りになってい た とい うわ けで は

あ りませ ん。 その お金 す らない。 メー カ は,

面 倒 だか ら提 案 さえ もってい か ない 。1年 間

にせ いぜ い3,000万 か5,000万 しか払 わ ないの

だ った ら,お 客 さん の 中で もA,B,Cの ラ

ンクでZク ラス とい う中,メ ー カ さんが あ る

程 度無視 していた ような ところが その気 にな

って ま と まった資金 の手 当 を し始 め ます と,

CIOが い な い分 だけCEOが や る とい う現 象 が

起 こ りつつ あ る ように思 い ます。私 ど もは,

第三者割 当増資 の引 き受 けですか ら,そ れ こ

そ ソニーや三菱 重工 の ような大 きな会社 の第

三者 割 当増 資 をす る わ け に もまい りませ ん

し,ま た引 き受 ける資 金 もない ので,大 体 の

は中堅企 業 とな りますが,中 堅企業 こそが今

い ってい た事情 でCEO,す なわち社 長,会 長

とい う方 たち と数 回の面談 で会社 を丸 ご と変

える程度 の デ ィシジ ョンを し始 めてい る とい

う強 い実 感が あ ります。

恐 ら くは,か な りの確度 でIT化 が 進 んで く

る と思 われ ます し,そ の間,政 府 として はIT

化 のか け声 を絶 対 に絶 や さない のが 非常 に重

要 だ と思 い ます 。 こ こで1回,IT化 とい う言

葉 をや めて しまう と,や めて もよか った とい

,、 ＼

・
t・ パ 怪 吾1ξジネス

う話 にな って,中 堅企業 が浮 かばれ ない可能

性 が非常 に高 くなって きます。 要 は,ど の会

社 も,極 端 か も しれ ませ んが,社 員 の 能力,

気力 は50%ぐ らいで,そ の経営 者が いか にや

る気 にな ってい るか,や らなけれ ばいけ ない

とい う ように逆 に追 い込 まれてい るか,そ こ

が 日本 のIT化 に対 しま して は非常 に重要 なこ

とだ ろ うと思 い ます。

もう1つ,CIOの 話 ですが,前 回のMSIの 調

査 で も,日 本 でCIOは ほ とん ど役 に立 ってい

ませ ん。数百社 の会社 か ら回答 を得 た ところ,

CIO,す なわ ち情 報 シス テ ム部 門が 出世 の た

めの重 要 なパ スだ と答 えた会社 は0.8%ぐ ら

いで し ょうか,1%に も満 た な い わ けで す 。

つ ま り,CIOに な る と出世 を しない とい う状

況 が起 こ ります 。一般 の メデ ィア も含 めて,

CIOは 出世 させ るべ きだ とい うの を よ く聞 く

わけ です が,こ れ は無理 だろ う と思 い ます 。

急 に 日本 の社 会全体 が,金 融 も取 引 関係 も含

め て,い わ ゆるア ングロア メ リカ型 の経 済体

制 に移行 す る とは思 われ ませ ん。どう して も,

人 間的 な部 分や つ き合 いの部分,歴 史が 引 き

ず る とい うの は間違 い あ りませ んか ら,急 に

CIO,コ ンピュー タベ ン ダー とつ き合 ってい

るの が10年,15年 続 い てい る方 が突如 と して

社 長 に なった ところで,非 常 に難 しい こ とが

起 こるか も しれ ませ ん。 書

私 どもが,出 資者 も含 めた会社 に提 案 を し

てお ります の は2点 で す。1点 目は,CIOな る

もの,い わ ゆる情 報 シス テム部 門の方 はで き

るだ け早急 に社長 室長,企 画室長 にす る こ と。

も う1つ は,営 業 の現 場 の方,営 業 の一 番 す

ぐれ てい る人 を同時 にCIOに す る こ と。 この

組 み合 わせ をお勧 め して い ます。古 くか らこ

れ を うま くや って いたの は,花 王 です。花王

は非常 に有名 なITの 会社 です 。 ケ ミカル の専
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門家 の東 京工場長 だ った方が,突 然,情 報 シ

ス テムの部長 にな るわけです。今 か ら10年 ぐ

らい前 で しょうか,私 は まだマ イクロ ソフ ト

の社長 をや ってお りま したが,花 王担 当 の営

業が毎 日の ように伺 って は,フ ロ ッピー デ ィ

ス クの差 し込 み方か ら教 えてお りま した。 そ

の うちあ っ とい う間 にその方 がCIOと して情

報 システ ム を立 ち上 げ,い わゆ るバ ーチ ャル

フ ァク トリー を立 ち上 げる ところ までい きま

した ので,さ すが にす ごい な と思 い ま した。

逆 にそ こか ら我 々 も学 び ま したが,近 年 です

と,例 えば安 田火 災 は,情 報 システ ムの担 当

の責 任者,部 長が い きな り取締役社 長室 長 に

な られ ま した。今 度 の保 険連合 の統合 に も力

を発揮 され るのだ ろ うと思 い ます。 きの うま

で情報 システムの担 当の方が,保 険会社 同士

の連携,提 携 を演 出す る時代 になった と。 そ

こで演 出 され た提携 は,う が ち過 ぎか も しれ

ませ んが,ち ゃん とした情報 シス テムがお互

い に動 き合 う,そ の辺 をみ きわめ た上 での提

携 が可 能 なのだ ろ うと思 われ ます。

とにか く,第1点 目 と して は,社 内 の並 行

的 な人事異動 を進 め る こ とです。 き ょう もSI

ベ ンダー さん,コ ンピュー タメー カさんがい

っぱい い らっ しゃる と思 い ます が,我 が業 界

として は,各 社 に これ をお勧 めす るのが本 来

非常 にいい と。 コン ピュー タメー カか ら して

も,ユ ーザ企業サ イ ドの事 情が,む しろ今 ま

で生 産部 門,営 業 部 門 をや ってい る方がCIO

になるこ とでわか りやす くなる。 よ り高 度 な

シス テムがつ くれる ことだ ろ う と思 い ます。

第2番 目は,CEO,社 長,会 長 をいか にや

る気 にさせ るか とい うこ とです。 これ に関 し

ては,あ る意味で は通 産省 に対す る期待 の大

な る ところです。社長会 は業界 団体で必 ずあ

る と思 われ ますが,そ こで話 す テーマが,数

年前 まで は,い わ ゆる談合 的 な部分 とマ ス コ

ミで よ くい われ ます 。 ただ,こ れ をいか にIT

化 をす るか とい う部分 の話 し合 い,意 識 の改

革 を して も らうこ とで,日 本 型 のCIO,す な

わ ち社 長 みず か らIT化 を進 め る とい う,あ る

意味 で は実 験 に な る と思 わ れ ます。 そ の2点

セ ッ トを もって,日 本の 中堅企業,大 企業 の

変革 が どう して も必 要 だ と,こ こ数 ヵ月間の

経験 で思 い ま した。

今 後,IT化 を進 め る上 で,各 社 の使 う方 も,

供 給 す る方 も1つ だ け考 え てお か なけれ ば い

け ない問題 が ある と思 い ます 。そ の最 た る問

題 は,マ ス コ ミ(世 論全体)に 踊 らされ ては

な らない

今 か ら10年 先 をみ きわ め な けれ ばい け な

い,と い うこ とです。 きょう現在,世 論,新

聞等 で話 を してい る内容 は,ラ ス トワ ンマ イ

ル?の 光 フ ァイバ ー を どうす るか と。1ヵ 月

幾 ら使 い放題 にす る とい う議 論が あ るわけで

す 。1ヵ 月1万 円で は高 い か ら5,000円 とか,

3,000円 な ら使 うか とか,10メ ガ な らい い と

か,ワ ーワーい ってい ます 。そ の割 には,真

横 で中高校生 が携帯 電話 で月 に1万6,000円 も

払 ってい るのです 。10メ ガの光 ファイバ ー を

引 い て きて,月 間使 い放 題1万 円で は嫌 だ と

い う人の娘 は,i携 帯 電話 に1万6,000円 を払 っ

てい るの ですか ら,全 然理 屈 に合 わないので

す 。別 に光 フ ァイバ ー を高 くしろ とい う必要

はあ りませ んが,み てい る ところが全然 別 で

す 。 問題 は,光 フ ァイバ ー を引 いた と きに,

携帯 電話並 み にお も しろいサ ー ビスが提 供 で

きるか どうか の1点 にかか るに もかか わ らず,

なぜ か安 ければ いい と思 ってい るので,仰 天

しなが ら新 聞 を読 んでい る ところです。

10年 後,少 な くとも日本の主 だ った家 には,

10メ ガな り100メ ガな りの光 ファイバ ーが入
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ってい る ことは間違 い あ りませ ん。全部 携帯

ば か りにな って しまって,マ イクロ ソフ トも,

パ ソ コ ン屋 さん もみん なな くなる と思 われ る

方 もい らっ しゃるのですが,そ れで もまだ年

間,台 数的 に は,現 実 にパ ソコ ンの方が 全世

界の 中で売 れてい るのが現状 です 。パ ソコ ン

メーカーそ の もの は,少 な くとも10年 間た ち

ます と,2010年 時点 で,イ ンテル とAMDと

い ろ い ろ な会 社 が この ま ま競 合 を続 け ます

と,能 力 に して今 の1,000倍 か ら1万 倍 程度 の

ス ピー ドになって まい ります 。そ のパ ソ コン

が,30万 円 ぐらいで買 え るわけです か ら,ど

の程 度 のス ピー ドになってい るか といい ます

と,こ れは推 して知 るべ しです 。 中央 官庁 に

あ るコ ンピュー タを全部足 して も,10年 後 の

1台,子 供 が買 うパ ソ コ ンにか な うか どうか

とい うス ピー ドにな ってい るはず です 。

これ ばか りは100%や って くる時代 です か

ら,そ こに備 える必要が 出て きます。 もちろ

ん,10年 後 の携帯 電話,も しくは携 帯端 末,

自動車 に入 っている もの,フ ァクス に入 って

い る もの,あ りとあ らゆる もの ですが,こ の

能力 も1,000倍 にな ってい る こ とは絶 対 に間

違 いあ りませ ん。 しか も,両 方足 した端 末の

売 れ行 きは,現 在 の1年 間の売 れ行 きの倍 ほ

ど も売 れ る と思 われ ます 。 ゆえ に,先 ほ どIT

産業 は まだ伸 びる と申 し上 げ ま した。そ れが

100%ネ ッ トワー クにつ なが ります 。 これ は

100%起 こる未 来 です 。絶対 に間違 い あ りま

せ ん。1年 間 に少 な くと も2億 台 を超 え る今 の

メ イ ン フ レー ム,も し くは今 のパ ソ コ ンの

1,000倍 ほ どの能力 を もつ ものが 全世 界 で売

られ ま して,最 低 で も累計30億 台 ほ どが10メ

ガ ぐらいのス ピー ドでつ なが ります 。 これ を

防 ぐた め には,第3次 世界 大 戦 を起 こす ぐら

い しか手 があ りませ ん。

た だ,我 々は,こ れ をわかっ ている に もか

かわ らず,き ょうの話 ばか りを してい るの で

す 。先 ほ どの話 どお りです。 き ょうの10メ ガ

はだれが 引 くのか,幾 らにす るのか とい う話

や,ソ フ ト産業 に関 して も,き ょうの対 アメ

リカ の た め のERPの 日本 語 版 は な い のか と

か,携 帯 電話 にお けるブ ラウザーの シェアの

取 り合 い とか,何 の こ となの だ と。 どう考 え

て も,我 々ITに 少 しで もか か わ る者 と して,

今後,日 本 が考 えてい かなけ れば な らないの

は,10年 後 に どうなってい るか とい う推 定 と,

そ の対 策 とい うこ とになって まい ります。

そ こで最大 に重要 なこ とは,家 計 に よる出

費 とい うこ とです。 当然,企 業が受 ける出費

とい うの は,あ る一 定のパ ー セ ンテー ジ,先

ほ ど申 し上 げ ま した ように,こ れか ら下が る

こ とはか な り難 し くな って まい ります。 そ こ

にい か に供給 す るかは コ ンピュー タメー カの

問題 ですか ら,国,も し くは産業,世 論が リ

ー ドした ところで あ ま り変 わ る ことで はあ り

ませ んが,一 方で消 費者各個 人 に対 す る提案

とい うの は,か な りの確 度 で間違 わ ない方 向

に ドラ イブす る必要が 出 て まい ります。家計

の二重,三 重 の投 資が,あ る意味 ではマ ク ロ

経 済 的 に はあ りが た い こ とだ と思 い ますが,

これが あ ま り続 き過 ぎる と,ほ か の産業 に対

します影響 が あ ま りに も大 き くなって きて い

る以上 は,何 らかの計画 が必要 なの か も しれ

ませ ん。 ご承 知 の とお り,通 信,も し くは情

報機 器 に対 す る家計 全体 の支 出がふ えて くる

が ゆ えに,あ る意 味で は,ほ かの産業 の衰 退

を招 い てい る とい うこ ともあ ります。これ は,

仕 方 が あ りませ ん。何 しろ,携 帯 電話 の方 が

お も しろいのです。きれい な服 を買 うよ りも,

携 帯電 話 を買 って使 って い る方が お もしろい

と子供 たちは判 断 してい ます。 それ をや め さ
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せ る必要 はあ りませ ん。 それ は正 しい判 断で

す。 とはいい ま して も,そ この部 門 をいか に

利用 して ほかの産業 を伸 ば して い くのか。 そ

こが非常 に重要 なポ イン トです し,ま たそ こ

を リー ドす る必 要が 出て きます。

最 後 に,ま とめ です が,IT化 にお いて は,

企業 の 中で のIT化 を考 える と,い わ ゆる社 長

のCIO化,ま たは幾 つ もの部 署 を またが るIT

の供用 をす るための人事異 動が重 要です 。一

方 で,必 ず しもコン ピュー タを買 えばいい と

い うもの で もあ りませ ん。 会社 その もの の変

革 に合 わせ た コ ンピュー タ導 入が必 要です 。

全体 をみ てい える ことは,近 視眼 的 な議論

もや りなが ら,一 方 で長 期 的 な計画,す なわ

ち,そ の 中で もと りわけ個 人 に焦点 を当 てて,

個 人 は将 来何 を したい のか,情 報 通信 で本 当

に何 が欲 しい のか,そ れ に対 して我が 国の産

業 として は どうい う もの を提案す るの か。そ

れは 日本 だ けでは な く,世 界全体 の消費者 の

行動 を分析 す る ことで把握 す るのが大 変重要

な ことです 。今,重 要 なの は,光 フ ァイバ ー

を月3,000円 で使 わせ る とい う こ とで はあ り

ませ ん。 お も しろけ れ ば,そ れ が よけれ ば,

通常 の高校 生 が1ヵ 月1万6,000円 を払 う とい

うこ とを大人 は十分 考 えなが ら,新 しいサ ー

ビス をつ くるのが重 要 なの だ と思 い ます し,

また それ を実行 す るいい機会 だ ろ うと思 い ま

す 。

情 報化 月間 とい う こ とで,ITが か まびす し

い中,長 い間 この月 間 を続 け られて い る通産

省 の ご努力 には本 当 に敬意 を表 します 。めず

ら し く省 庁 を褒 め る とい う こ とを してお り

ます けれ ども,そ の意味 では,情 報 化 の定義

を今後 もう少 し拡張 して,国 全 体 とい うよ り

も世 界 の中で の消費 の傾 向 まで把握 す る。そ

こまで ご検 討,そ して話 し合 い を して いただ

け る きっか けに なれば幸 い に思 い ます。
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社会福祉法人プロップ ・ステーション理事長 竹中ナミ

はじめにビデオ上映

NEWS23(TBS・NEWS231999年11月18日)

キ ャ ス タ ー(草 野 さ ん)

シ リーズ"女"の5回 目 ナ ミね え と呼 ば

れ る,そ れ は もうパ ワ フル な女性 の登場 です 。

ナ ミね え

私自身が,中 卒でバツイチで障害児のかあ

ちゃんでこんな体重でこんな年して五重苦な

女ですとよく言うんです…

チャレンジ ドの皆さんに…

主催 財団法人 日一
静
止

日1ゼ;∫a予 一輪 ・t-T

■■■■■一 ■■■■白■■■■■齢、.

ズ＼

「チ ャ レンジ ド」 と呼 び支援 活動 を続 け て き

た神戸 の竹 中ナ ミさん。通称 「ナ ミね え」 で

あ る。

ナ ミね え(エ イボ ン表彰 式 にて)

チ ャ レンジ ドの メ ンバ ーが 自分 の表現 を し

た い… 自分が 表現 して,人 か ら何 か して もら

うだけ じゃな くて,自 分 も社 会 に何 か返 して

い きたい… と言 う,強 い思 いが た くさんの人

を動 か してるのか な あ と思 い ます。

私 自身 は,つ な ぎの メ リケ ン粉 の役 割 をや

ら して も らって ます 。'

(エイボン表彰式の風景 を映 しなが ら)

ナ レー シ ョン

エイボン教育費 「竹中ナミさん」

障害を持つ人を 「挑戦すべ きことを与えられ

た人」 という意味の 「チャレンジ ド」と呼び

就労を支援。社会的に目覚 しい活動をしてい

る女性に毎年贈 られる 「エイボン賞」。

今年その教育費 に選ばれたのは障害者を
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ナ レー シ ョン

中卒でバ ツイチで障害児のかあちゃんでし

かも体重 と年齢のハンディを加えれば5重 苦

と言 うナ ミねえは,持 ち前のパワーで障害者

の社会参加 を進めてきた。

(パ ソコン ・セ ミナー を映 しなが ら)

ナ レ ー シ ョ ン

ナ ミね えの戦 略 は明解 だ。

障害者 の中 には障害が どん なに重 くて も,パ

ソコ ンが使 えれば 自分 を表現 し仕 事が で きる

ようになる人が い る。 それ な ら彼 らチ ャ レン

ジ ドの ため にパ ソ コ ン教 室 を開 こ う!!そ し

て,仕 事 を覚 えて もらい,障 害が あ って も働

きたい人 は,働 ける社 会 を作 ろ う と,チ ャ レ

ンジ ドの就労 を支援 す る運動 の先頭 に立 って

きた。

(ス タジオにて)

草 野 さん

シ リーズ"女"の5回 目の今夜 は,筑 紫 さ

ん と竹 中ナ ミさん との対論 です。

竹 中 さん は,8年 前,大 阪で プ ロ ップ ・ステ

ー シ ョンと言 うNPOを 創
って,障 害者 「チ ャ

レンジ ドを納税 者 に」 とい うス ローガ ン掲 げ

ま した。

その,型 破 りな発想 と,産 ・官 ・民 も巻 き

込 んだ運動 が,福 祉 の世 界 に新 しい流 れ を生

み 出 してい ます。

(筑紫 さん ・ナ ミね え対論

プロ ップ神戸事 務所 の ある 神戸 フ ァッシ

ョンマ ー ト1Fフ ロアにて)

筑 紫 さん

「チ ャ レ ン ジ ド」,つ ま り障 害 者 た ち を

「納税 者 に しよう」 とず っ と竹 中 さんが続 け

て きた 中心 のテ ーマです よね。 これ は,現 状

は どこまで,ど の段 階 まで い ってい ます か?

ナ ミね え

多 くの方が仕事は無理と言う社会の通念の

中で,ま だ仕事がで きる状態になっていない。

まして,企 業 もそ ういう方の中に仕事 の能力

が眠っているとは気づいていないと言う段階

ですよね。

プロップがこういう活動を8年,も うす ぐ9

年 にな りますけど,コ ンピュータを使って自

己表現 としての仕事,あ るいは,自 己実現 と

しての仕事に向か う方がかなり全国で生まれ

てきてますしこういうような活動自身も全国

各地で広まってきていますから,あ と数年で

介護(サ ポー ト)を 人から受けなが らで も,

自分は仕事 と言 う形で社会参加 したり社会貢

献をするんだ,と 言 う時代 になって来るのか

なあと思っているんですけど。
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筑 紫 さん

もっ と具体 的 にい う と,納 税者 にな った人

と言 うのが何 人 いる とか い う…数 で い う と…

まだ… その点 は?

ナ ミね え

一 回
,一 回 の単発 のお仕事(企 業 か らの お

仕事)を 頂 い て,そ れ を皆 さん こな され る と

言 う形 です か ら,納 税 となる と一年 トー タル

にコ ンス タ ン トで なけれ ばいけ ない。今 そ の,

コ ンス タ ン トに な って い く直前 の段 階 で す

ね。

筑 紫 さん

当 人た ちはです ね…,こ れ も少 々言 われ る

んです け ど も…

自分 た ちは人 になにか して も らうだ けでは

な くて,人 にな にか したい とう言 う気持 ちが

強 い と?

ナ ミね え

思 い ます ね え。何 か社 会 か ら して も らって

い るだ け とい う感覚 って言 うの は,そ れ も,

して もらって当た り前 と思 って しま うところ

までい けば別 なんです けれ ども,し て もらっ

て い るだけで はな く,や っぱ り自分 自身が返

す こ とで,も のす ご く"誇 り"を 持 て るんで

す よね。

プロ ップ 自身 は,別 に稼 いで納税 しよう と

言 う納 税 運動 じゃ全 然 ないわ けで,"誇 りを

取 り戻 そ う"と 言 うのが一番大 きなテーマ な

んですね。

フ ロ ッ フ ・ス テ ー シ ョ ン の チ ャ レ ン ジ ド ・ア ー テ

ィス ト達 の作 品

(パ ソ コン ・セ ミナ ー を映 しなが ら)

ナ レ ー シ ョン

"誇 り"を 取 り戻 すため に働 きたい と言 う

障 害者 は少 な くな い。

彼 らが頼 りと したの は,パ ソ コ ンだ った。

チ ャ レンジ ドは自分 でパ ソコ ンを買 い,授 業

料 を払 ってプ ロ ップの講習会 にや って くる。

そ こで,ナ ミね えが した のは,パ ソコ ンをば

らま くこ とで は なか った。

筑 紫 さん

プ ロ ップの(竹 中 さんの)提 唱 してい るこ

とは,一 種 キ ッイので はない か?

つ ま り,ケ ア され る'と言 う側 だけ にいる気
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になれば,居 れ ない こ とはない わけで,そ こ

に,あ る種ハー ドルを もう一つ作 ったわけで…

ナ ミね え

お っ しゃった通 りで,別 にチ ャ レンジ ドだ

か ら,無 理 に働 こ うと思 う人ばか りい るわけ

で もな く,守 られ ているだ けでお りたい って

言 うこ とで もない わ けです よね。 だ け ども,

一 般 社 会 と違 うルー ル み た い な ものが あ っ

て,自 分 が働 こう として も,そ うい う勉 強す

る場所 とか,技 術 を磨 く場所 とか あ るい は,

それ に仕事 をす るチ ャンス とかが ない ところ

で"あ なた たちは,保 護 の対象 よ"っ て言 う

風 に世 の中か ら言 い切 られ た り,自 分 がそ れ

にや も得 ず 納 得 して い るの か って言 う状 況

は,私 は これ は ち ょっ と大 きな溝が あ るな あ

と思 うんです よね。

つ ま り,チ ャンスの平等 ってい うか… とい

うところは,今 の福祉 感 か ら抜 けて いる なあ

…。 ただ,か な り納税 者 みた いな言 葉 も使 っ

て ますか ら,"え らい きつ い事 ゆ うて んな あ",

"い らぬ お世 話 や"と 思
って る人 はお られ る

と思 い ます。

(今 夏,開 催 され た チ ャ レ ンジ ド ・ジ ャパ

ン ・フ ォー ラムinみ や ぎ を映 しなが ら)

ナ ミね え

おか げ さまで,今,世 の 中いろい ろ変 わ り

目とい うか,か わ らざる終 えない ところ に,

日本 も来 てい るのでそ うい う意 味で は,各 階

層 の方が,い ろんな風 に 自分 な りに変 え たい

と言 う気 持 ち を持 っ て られ る と言 うのはお会

い して,ひ しひ しと感 じます よね。

だか ら,変 えたい と思 ってい ない人 は,ナ

ミね え と会 って もそ んな にピ ンピン とお互 い

こない。 だけ ど,変 え ようと思 っ る人 は,ど

んな仕事 の人 で あれ会 う とや っぱ り,"変 え

ない とい けないです よね!!","変 え ま し ょう

ね,自 分 た ちで!!"の よ うな会話 に なっ て,

そ うい う意味 で は,お んな じ夢 が見 れ る って

言 うか…。

筑 紫 さん

そ うい う人 は,例 えば,お 役 人 とか,そ う

い う人 たち を含 め て増 えてい ます か?結 構 い

ますか?こ の 国は?

ナ ミね え

増 えて きま した ね え。今,世 の 中が ち ょっ

と暗 くな った り,不 安 な出来事 が多 いが ゆえ

にみ ん な逆 に,"変 え よう!!"っ て思 って い

る感 じは受 け ます よね え…

(チ ャ レンジ ド ・アー テ ィス ト吉 田幾俊 さん

を映 しなが ら)
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ナ レー シ ョ ン

ナ ミね えと出会 うこ とに よってチ ャ レンジ

ドは変 わ ってい く。彼 らが変 わ る こ とに よっ

て,世 の中 もまた変 わ って い く。

吉 田 さん

た だ,一 人 で描 い てい る と きに比 べ た ら,

や っぱ り作 品の数 も増 え たみた い。

イ ン タ ビ ュ ー ア ー

や っぱ り,お 互 い刺 激 に なるか ら?

吉 田 さん

そ れが,仕 事 になる と言 うこ とが嬉 しい。

まあ,ボ チ ボチです け ど…。

(羽の生 え たマ ウス(3D)を 映す)

筑紫 さん

乱暴な言い方をするとね,男 が元気がない。

女性は元気だ。全部が元気なわけじゃないけ

ど女性の元気さがその中で目立っちゃう,竹

中さんは中で も目立つ存在だけども,ど うい

うわけですかねえ?

1Tを人煽 り・を掃うて生き凝哀めに

私 は,女 性全体 の立場 を語 る立場 に ないん

で…,自 分の ことで言 う といわゆ る既存 の社

会の レール に私 自身乗 れ ない タイプで,い つ

もはみ 出 とったんですが,や っぱ り自分 自身

の娘 が重 症心 身障害 と言 うよ うな障害 を もっ

て生 まれて きて本 当 に彼女 は まった く社会 の

ル ール と言 うか レー ル に乗 れ な い と した ら,
"あ
っ,私 も レール に乗 らんで いい"と"も

うこれで,ほ ん とに乗 らな くってい い"。

そ うい う意 味 では,既 存 の レール に乗 って

ない ことの多 か った女性 たちが元気 と言 うの

は,案 外,私 が そ うい う理 由で ある とす る と,

他 の方 もそ うか も しれない。

筑 紫 さん

そ う な る とね,今 は 「チ ャ レ ンジ ド」=

「女性 」,あ るい は 「ハ ンデ ィキ ャ ップ」=

「女 性」 だ と して もね逆転 しか ね ない ん じゃ

あないか な と思 うんです ね。

今 まで の社 会 をつ くの にはね,男 の あ る種

の攻撃性 と言 い ます か ガ ンバ リ性 み たいなの

が よか ったのか も しれ ない。そ の結 果 こ うい

う社 会 を創 ったわ けです け ど…。創 ったの か

…。 なんて こ とわ ない…。

ナ ミね え

ご くろ う様 で した。

筑紫 さん 、

ごくろう様で したって…。それをうまく使

いこなすのは女性的な部分かも知れないと言

う気がするんですけどねえ…

ナ ミね え

よ くわか らないんです け どね え…。

ナ ミね え

そういう意味では,男 性た ちが うま くそう
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い う女性 の感性 の部分 も取 り入れ る。 で,女

性 もまた既存 の ものの 中で,"こ れ は残 した

方が…"と い うもの を取 り入 れ るって言 う,

そ うい う相 互の や り取 りで うま くい くん じゃ

ないです かね え。

考 えてみ る とひ と時代 前 だ と,今 言 った よ

うな この女が ってい うか,こ のお ば さんが活

動 の 中心 になって,世 の 中に"ワ ァ～ ～"っ

て叫 んでい る とい うようなこ とは,石 が飛 ん

で くる ようなこ とだ った じゃないです か。

あ るい は,"コ ンコ ンコ ン"っ と叩 か れ る

とか…。 い くら関西 が ノ リがい い とい うて も

多分 そ うだっ た と思 うんです け ど。

筑紫 さん

そういう意味じゃあ,竹 中さん自身は今の

世の中結構面白いで しょう?

ナ ミね え

そ うそ う。 か も知 れ ない。

筑 紫 さん

乱 世 だか らこそ,目 が ラ ンラ ンと輝 くみた

いな。

ナ ミね え

思 い ます よ。 あん ま り安 定 した世 の 中 って

言 うの は,私 ら向 かない …。で しょうね…。

ナミねえ と 長女 麻紀(27才)

撮影=永 曽 康仁 さん

ナ ミね え

ごっつ い,イ ンター レス トです よね え。

世 の中が ぐち ゃ ぐち ゃにな って価値 観が もう

ガラガ ラ と崩 れ た りして ますや ん。 それ って

ごっつい,大 歓 迎です よ。煽 るわけ じゃあ な

い んだけれ ど,価 値観 が ガラ ガラ崩 れ てい る

か ら,何 で もあ りや んか っ て言 うほん とに,

今 までの レール だけ にこだわ らん と,自 分 で

い ろん な レール作 ってい って,こ この駅 では

一緒 にな り
,ま た違 うけ どここの駅 で は一緒

に な りみ たいな,い ろん なや り方 をい ろんな

人 同士 で で きるか な あ って思 うんで す け ど

ね え…。安 定 した世 の 中で は,ナ ミね えみ た

い な人 は要 らないか も しれ ない。

筑紫 さん

要らない。

(ス タジオ にて)

草 野 さ ん

産 ・官 ・学 を巻 き込 んだ運 動 って言 う こ

とです け ど,こ の人 にこ られた らか なわ ない

です ね え。相手 はみ ん な男性 で しょう?

筑 紫 さん'

結構,フ ァ ンク ラブに近 い ぐらい,い ろん

な人た ちが彼 女 をサ ポー トした り,一 緒 にや

った りして ます よ。

草野 さん

分かる気がしますねえ…。

筑紫 さん

そういうエネルギーがご本人にもあるんだ

けれども,本 人が言 っているように時代でも

ありますよね。
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最 近 い ろんな人 と話 して て,非 常 に今 まで

だった らラジカルで異端 だ と思 われ る人の ほ

うが 元気が い い。男 女 に関係 な しにね。 今 ま

での や り方 が行 き詰 まってい るって ところが

あ るんだ と思 い ます ね。

た だ,今 までか ら見 る とある種 新 しい こと

をや ってい るわけです か ら,厳 しさ もあって,

例 え ば,恩 恵 と して,こ う言 う人た ち を支 え

て い こ うと言 う考 え方 とは ち ょっ と違 うとこ

ろ あるで しょ?だ か ら,授 業 受 けに きて も授

業 料 は取 るわ,パ ソコ ン もただで あげ る訳 で

は ない。 それ も自分で努力 しな さい。 って言

う感 じですか らね…。

・ ・/t・亘丁を人柄 留りを持って生きる先め鑓

打 ち破 る と言 うこ とには,全 然勇気 が要 る と

か そ うい うこと じゃあ ないみた いです ね。思

い切 ってい ける って タイプですね。

筑 紫 さ ん

なんか,自 然 に きち ゃた って言 う感 じが し

ます よね。

7
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(左 か ら草野 さん,筑 紫 さん,佐 古 さん)

キ ャスター(佐 古 さん)

そ ういう意味の,あ てがい扶持の価値観 を ここまでビデオ上映

、 ・1亡
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皆 さん こん に ちは。 ナ ミね えです 。ITの 超

専 門家の成 毛 さん と,こ の後,シ リコ ンバ レ

ーのお話 を岡本 さんが される とい う専 門家 の

間 に挟 ま りち ょっ と色物 か な と思 ってお りま

すが,少 し切 り口の違 う ところでITに つ いて

お話 させ て いただ きたい と思 い ます。 ど うぞ

よろ し くお願 い します。

先 ほ ど成 毛 さんが,10年 後,15年 後 を今 の

ITビ ジネス はみてい るの だろ うか とい うお話

を され ま した。 きょうの こ とだけあ ま りに も

語 られ過 ぎてい るの では ないか と。私 のや っ

てい る活動 で も,ま さにそ れは同感 です。成

毛 さんは,先 ほ どお話 の中 では全 くあ りませ

んで したが,実 は プロ ップの理事 です 。 プ ロ

ップの活動 の立 ち上 げに非常 に大 き く寄 与 し

ていた だ きま して,今,理 事 のお1人 ですが ,

資料 の中 に ご案内 とい うパ ンフ レ ッ トが入 っ

てい るので,み ていた だけ た らうれ しいです。

これ は予 算 の関係 で,貧 しい プロ ップは小 さ

なパ ンフ レッ トですが,活 動 の趣 旨 とそれ に

続 い て,支 援 者 の ご紹介 で,今,ご 自身 きち

っ と名前 を挙 げて プロ ップをご支援 くだ さっ

てい る皆 さん方 の中の一部 の方 を掲 載 して い

ますが,そ の 中にあ るよ うに,成 毛 さんは理

事 を していただ いてい ます 。

これ か らの 日本 は どっち を向 いてい くの だ

とい うこ とを,成 毛 さん は ビジ ネス の立 場 で,

あ るい は私 は,先 ほ どか らビデオの 中で も何

度 も出 て きま したが,障 害 を もつ 人 をあ らわ

す新 しい言葉 で あるチ ャ レンジ ドの今 後,そ

してそ うい う人 たちが恐 ら くか な りふ えて く

るで あろ う少子 ・高齢社 会 の 日本 を どう して

い くの だ。 そ こでITが どの ように活用 で きる

のか とい う ところで非常 に共鳴 してい る とい

うか,共 通 の認識 があ る こ とが,成 毛 さんが

プロ ップの活動 を理事 と して まで ご支援 いた

だい てい る大 きな理 由の1つ です 。

ビデオ の中 で もあ りま した よ うに,私 の娘

が こ とし2月2日 で28歳 にな りま した。 長女 で

すが,木 綿,麻 の 「麻」 に紀伊半 島 の 「紀」,

麻 紀 とい い ます。彼 女が重症 心 身障害 とい う

状 態 で生 まれて きて,ど ん な状 態 か とい って

も,ち ょっ とイメー ジが わ きに くいか もわか

りませ んが,さ っ きの ビデオの 中で も,ち ょ

っ との写真 だけ しか あ りませ んで したが,本

当 にまだ生後 数 ヵ月 ぐらいの赤 ちゃんの よう

な知 育の状態 で,お 年寄 りで い う とか な り重

度 の痴 呆症状 の よ うな状態 です。 見 えてい な

くて,聞 こえてい るのです が,そ の音 や言 葉

の意味 す るこ とが全 くわか らな くて,私 を母

ち ゃん とどこ まで認識 しているか も分 か りま

せ ん。 自と他 の区別 といい ます か,も ちろん

自分 の手が 一体何 の ため に体 につ いてい るの

か わか らない。 この手 を使 って何 か をす る と

い うこ とも全 くで きない とい う状 況 で,い ろ

い ろな障害 を全 部持 ち合 わせ てい ます。精神

の障害 とか,酵 素異常 とか,何 で もか んで も

もって くれ ばいい だろ う ぐらい,い ろい ろな

障 害 を持 って生 まれて まい りま した。

30年 近 く前 ですの で,一 体 どの よ うに して

育 て た らいい かわか らない とい う状 況 だ った

わけです 。そ の ときに,私 は何 が欲 しか った

か とい った ら,情 報 が欲 しか ったのです。 自

分 が どの ようにこの子 を育 ててい って,少 し

で も楽 しい人生 を送 らせ てや る には どの よ う

に した らい いのか とい う情 報が なか った。バ

イブル といわれ る ような育児 書 な ど も世 間 に

はあ りま したが,そ の中 に,も しあ なたの子

供が重 症心 身だ った らとか,重 度 の障害 をも

っていた らとい うよ うな1章 も1行 もない とい

う時期 で したか ら,本 当 に 自分 で情報 が欲 し

か った。 だ け ど,お 医者 さんのお話 では,そ
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うい う治療 が不 可 能 な状 態 が 障 害 だ とい わ

れ,そ うか,も う医療 で はないの か と。 それ

か ら,い ろいろ な大学病 院へ行 った り,図 書

館へ 行 って読 め も しないの に ち ょっ とご

紹介 に もあ りま した よ うに,中 学 しか出 てい

ないので,難 しい本 もよ く読 めない のです が,

図書館へ 行 って一生懸命,専 門書 を開 いた り

してみ て…… 。で も,や は りこの子 は治 らな

い し,無 理 だ とい うこ とばか りしかわか らな

か った わけです。

その ときに,ふ とひ らめ いた のが,見 えな

いの だ った ら,見 えない人 とつ き合 お うとい

うこ とだ ったのです。見 えない こ とで何 が不

便 で,だ け ど,ど ん なこ とな ら見 えな くて も

で きる,ど んな ことな ら自分 たち は楽 しい と

い うこ とは,見 えない人か ら教 えて もらお う

と思 った のです。聞 こえ ない,あ るい は聞 こ

え に くい,し ゃべ れ ない と した ら,そ うい う

障 害の方 とつ き合 って,聞 こえない こ とや し

ゃべ れ ない こ との,何 が不便 か,だ け ど,ど

んな こ とな ら楽 しいか と。移 動が 困難 であれ

ば,今,自 分 自身が非 常 に移動 困難 な状 況 に

あ る けれ ど も,そ の人 もこ うい う夢 が あ る,

こん な こ とが した い,ど んなサ ポー トがあ れ

ば 自分 も行 動す るこ とがで きる とい うような

こ とを,そ の人 か ら教 われ るだろ う と,た ま

た ま娘 が いろい ろな障害 を全 部あ わせ もって

い たので,本 当 にいろ いろな障害の方 とお つ

き合 い をさせ てい ただ き ま した。

その人 た ちか ら,い っぱい情報 をい ただ き

ま した。 そ こで分 か った こ とは例 えばお年 寄

りでい うと重 度 の痴 呆症 の よ うな方 がお年寄

りで障 害 を もってい る方 のすべ てでは ない よ

うに,障 害者 と呼 ばれて いる中の ご く一部 だ

とい うことが わか ったのです。 私の娘 の よ う

な本 当 に100%保 護 が 必要 な方 とい うの は,

ITを人力縛 り遷持ぴて重き紘 鞄に

そん なに た くさんで は ない。ほかの人 たちは,

いろい ろ な困難 な状 況 を もってい らっ しゃる

けれ ど も,そ の困難 な状 況 を何 らか の形 で適

切 なサ ポー トと,時 にはケ ア等 をうま く組 み

合 わせ れ ば,そ の 人た ちの夢 が実現 す る こと

がい っぱい ある。 そのた めの知恵 とか,思 い

とか,意 欲等 を,実 はみ んな もっている とい

うこ とを非 常 に強 く感 じま した。 とはい え,

私 自身が これ を どの よ うに 日常 的 なこ とか ら

社 会 的 なこ とへ もってい くのか とい う ところ

まで は,考 えが 及 ばなか ったわ けです。 自分

の娘 に対 して どうか とい うこ とで 出発 しま し

て……。

ただ,娘 が非常 に障害 が重 く,精 神 の異 常

み たい なこ と もあ ったの で,ほ とん ど夜 も寝

ない ような状況 でず っ と20年 近 く介護 を して

きま したが,諸 般 の事情 で た また まバ ッイチ

に な りま した。娘 と2人 で生活 をす る こ とに

なった とき,住 む ところ を探 そ う と しま した。

重 度 の 障害 を もった子 供 と一 緒 と言 った ら,

不 動産屋 さん を100件 近 く回 りま したが,残

念 なが ら,そ の時分 は紹 介 して下 さるお部屋

が あ りませ ん で した。年 ごろの娘 と一緒 と言

って住 まい を何 とか確 保 しま したが,夜 中寝

なか った り,叫 んだ りす るので,ご 近所 の方

か ら苦情 が 出て,こ れはい けない な,ど こか

彼女 が安心 して生 活 で きる ところを探 してや

らなけれ ばい けない とい うこ とで,現 在 お世

話 にな ってい る国立 の療養所 で いい婦 長 さん

と出会 い,そ こで お世 話 にな るこ とになった

わけで す。

日本 の法律 では,重 症 心 身障害 とい うの は

ず っ と子供 の扱 い を受 け ます。普 通 は,障 害

者 の方 は,18歳 までが障害児 で,そ れ を超 え

る と障害 者 とな り制度 な ども変 わって,20歳

に なる と障害 基礎 年 金 を も・らうわけで す が,
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うちの娘 の場 合 は重 症心 身 なので,法 律 上,

児童 とな り,児 童相 談所 を通 じてそ この病 院

に正 式 に入 院 しま した。 そ うす る と,彼 女 の

生活 とい い ます か,入 院 費が国 の税 金 で賄 っ

て い ただ け るわ けです 。 家族 が払 うお金 は,

日常 の こ とのほ んのわずか です。 月末 にな る

と,あ な たのお嬢 さんは これだ け医療 費が か

か りま した。 つ ま り税金 が これ だけあ なたの

お嬢 さん に使 われ ま した とい う書類 が来 ます

が,そ れ をみ る と,20歳 を過 ぎて いただ いて

いる年金 も含 め る と,何 と月に50～60万 のお

金が娘 の ため に使 われ てい るわけです。 中卒

の私 がず っ と娘 の介護 を して いて,ま ともに

働 いてい ないので,私 も納税 者 な どにな らず

に来 て しまい ま したが,そ の娘 が毎 月40～50

万 のお給 料 をもら う国家公務 員み たい な もの

で,税 金で生活 をさせ てい ただい てい る。

す ごい な と思 い ま したが,そ の ときふ と別

の こ と思 ったのです。少 子 ・高齢 化がす ごい

ス ピー ドで 進 んで い るわ けです 。,こ れ は厚

生省 が 数字 と して きち っ と出 して い るの で,

皆 さん もご存 じか と思 うの です が,15年 後 ぐ

らい には,4人 に1人 は高齢者 だ とい うの は皆

さん よ く聞か れ る数字 だ と思 い ますが,2軒

お うちが あ る と,そ の うち1軒 に必 ず介 護 の

必要 な人が い る とい う時代 になる とい うこ と

です 。今,そ うい う状 況 にない方 は,多 分 あ

ま り想像 してい ない,あ るい は想像 した くな

い か も しれ ませ んが,私 の体験 か らい う と,

1軒 に介 護 の必 要 な人が い る と,家 族 は介 護
ホ

のため に ローテー シ ョンを組 むわ けです 。そ

うす る と,フ ル に働 け るの は もう1つ の家族

にな ります 。で も,こ こに も4人 に1人 高齢 者,

あ るい は子供 もいるわ けですか ら,今,支 え

る人が これ だけい て,支 え られ る人が これ だ

けだ とい う図式 で成 り立 ってい る ものが逆転

します。 ど う考 え て も,今 の社 会 の システム

とか,税 の システ ムの ままで は逆 転 します。

うちの娘 も,28歳 です か ら,医 療 が進 んで

い ますの で,15年 後で も多分,元 気 で生 きて

い る と思 い ます。 彼女 が 生 まれ た と きには,

「10年 ぐ らいで死 に ます よ,お 母 さん」 とい

わ れ ま したが,も う28歳 に な り,至 極元気 で,

私 よ りもよ く食べ ますか ら,15年 後 も生 きて

い るだろ う。 だ け ど,彼 女 を支 えるお金 は存

在 しないか もしれ ない。 もしかす る と,私 が

自分 の娘 の よ うになった ときに,倒 れ込 むベ

ッ ドや,介 護 して くれる人 はい ないか もしれ

ない とい うこ とを,す ご くひ しひ しと感 じま

した。 これは何 とか しなけれ ばい けない,何

とか す る方法 はないの だろ うか 。

それ と同 時 に私が気 づ いた こ とは,さ っ き

い った私 が 出会 ったた くさんの チ ャ レンジ ド

た ち,(全 く目が み えない方や み えに くい方,

聞 こえない方,聞 こえ に くい方,全 くしゃべ

れ ない方)が,家 族 の介 護 を受 けなが らで も

勉 強 して,今,ITと いい ます か,コ ンピュー

タを使 って仕事 を してい るメ ンバ ー もい るわ

けです 。そ うい う人 たちの能力 を日本 では眠

らせ る方 向 に進 んでい た,そ れ を福祉 と呼 ん

でい た ことをす ご くもったい ない と感 じたの

です。関西 人 なので,す ぐに何 で ももったい

ない と思 って しま うのですが,そ う思 い ま し

た。 一 人 一 人 の で き ない こ と を勘 定 して ,

「あ なた は,こ れ がで きない で し ょう。 だか

ら,こ れ をあ げ よ う」 とか,「 あ な たは これ

がだめ だか ら,ど う しよ う」 とか,「1日2,3

時 間 コ ンピ ュー タに 向か うだ け なの だ った

ら,仕 事 なんか しな くて もいい よ。大 変 だろ

う」 と言 って,別 の ルー ルの ところ に入 って

もらって,何 か を受 け取 る側 だ けに回 ってい

た だ く,こ れ は もったい ない気 が非常 に痛切
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に しま した。

現 に今,プ ロ ップ ・ステー シ ョンでお 仕事

を されて いる方,い ろい ろなチ ャ レンジ ドが

い らっ しゃい ますが ,例 えば1日1時 間パ ソコ

ンの前 で プ ロ と してのお 仕事 をす る。1時 間

す る と疲 れ るの で,1時 間休 憩 す る。 そ う し

た ら,ま た1時 間 プロ と してや れる。 また1時

間休 憩 とい う ように,1日 何 回 か繰 り返 した

ら,私 は これ ぐらいの仕事 がで きる とい う方

が い らっ しゃい ます。あ るいは,呼 吸器 とか

全 身性 の障害 が あって,毎 年冬 にな る ともの

す ご く症状 が悪 くな り,来 年 のお正 月は迎 え

られ るか しらとい う感 じで,暮 れはい つ も入

院す るが,ま た暖 か くなって退院 して こ られ

て とい う ような リズ ムの方 もい らっ しゃい ま

す。春 とか秋 のす ご く気候 の いい ときには思

い切 り仕事 が で きるの だけれ ど も,厳 しい シ

ーズ ンはお仕事 は無理 とい うよ うな方 もい ら

っ しゃい ます 。 あ るいは,1週 間の うち必 ず

あ る程度 の時 間 は透析 に割か れるか ら,な か

なか フル タイムのお仕事 が難 しい とい う方 も

い らっ しゃい ます。 難病 で,お 日様 に当た る

とい け ない とい うような障害 の方 もい らっ し

ゃい ます。最近 ふ えてい るのは,精 神 の障害

の方,ノ イローゼ的 な こと も非常 にふ えてい

ます が,す ご く症状 の波 があ り,調 子 の いい

と きは非常 に高 い レベ ルのお仕 事 がで きる。

だ け ど,体 調 や精 神 の状 態が悪 くなる と,本

当 に じっ と うず くまってい る ような状態 にな

って しまうとい うような方,い ろいろ な方 が

い らっ しゃるので す。

日本 で は,そ うい うい ろいろ な人 た ちを働

か な くていい人 とい うか,働 くことが無理 な

人 の よ うにほ とん ど位 置 づ け て きたの です。

福祉 とい うのは,日 本 の省庁 で い うと厚生省

の枠 です 。働 け る人 は労働 省 で受 け とめ て,

紅'を人が誇り】㈱ ⇔て生きるため↓ζ

障害者雇 用 で法 定雇用率 を達 成 しようとい う

形 で推 進 しよ う,こ の2つ しか なか った ので

す。足 りない,で きない ところ を数 えて埋 め

合 わせ をす るか,通 勤 が で きる,何 らか の形

であ る程度継続 してお仕 事が で きる方 を雇用

率 の 中で推 進す るか,ど っちか しかなか った。

プ ロ ップに も,よ く企業 の人事担 当の方 か ら

ご相 談 が あ ります 。 「雇 用率 で うちは未 達 成

で,職 安 か らい ろいろ厳 し くい われて,車 い

す の 方,1人 お りませ ん か」 とい って来 られ

るの です 。 「で は一 体 ,ど ん な仕事 が で きる

人が必 要です か」 とお聞 きす る と,ポ イ ン ト

が足 りな いの で と りあ えず1人 と,人 間 は数

字 か とい うこ となの ですが,私 は これはす ご

く悲 しい ことだ と思 ってい ます。

私 た ちが仕事 とい う とき,自 分 は こんな こ

とを勉 強 して,こ んな こ とが で きる ようにな

ったか らこうい う仕事 につ きたい とか,こ ん

な働 き方 を して みたい とい って仕事 を選 ぶわ

けで,企 業 とか仕事 を発注 す る側 も,う ちの

こん な仕事 を して くれ る人が ほ しい と思 って

面接 した り,採 用 した り,試 験 を した りす る

わけ ですが,障 害者雇 用率 の もと,雇 用率 を

達成 す る こ とが 非常 に大 きな フ ァクターにな

って しま う。障害 を もつ側 の 人 も,あ な たの

と ころ の会 社 は雇 用 率 を達 成 してい ない か

ら,私 を雇 ってね とい うよ うな議論 になって

しまう。戦後,本 当 に障 害者雇用 が進 んで い

なか った ときに,そ うい つた形 で雇用が 進 ん

で きた とい うこ とは否 め ない し,私 はこの制

度 そ の もの を否 定 す るつ も りはあ りませ ん

が,今 い った ように,福 祉 枠,厚 生省枠 で補

助 を受 け取 る とか,年 金 を もらう対 象 だ った

人 の中 に,ITを 活用 す る ことで いろい ろな働

き方 さえ認 めれ ば働 け る とい う人 が生 まれて

きた とき,今 まで と同 じ制度 だ けでいい のか
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と私 は非常 に感 じてい ます 。

例 え ば,あ る一定 の量 の仕 事 を在 宅で され

る方 々 にコーデ ィネー シ ョンす る支援 機 関 を

通 じて年 間 出す と,そ の会社 は きち っ と雇用

率 と同 じよ うに換 算 され る とか,そ の ための

仕 事が在 宅 でで きる ようなイ ンフ ラを整備 す

る とか,い ろい ろな方法が あ る と思い ますが,

これか らは きっ とそ うい う多様 な働 き方が認

め られ てい くようになるの かな と非常 に期待

は してい ますが,少 子 ・高齢化 の ス ピー ドが

す ご く早 いので,ど こでその ような切 りか え

をす るか が とて も重 要 な時期 に来て いる と思

い ます。今,日 本 は国中 を上 げ てITレ ボ リュ

ー シ ョンとい い ますか
,本 当 にITの 大合 唱 に

な って い ますが,例 えばそ うい う切 り口でIT

をみ る ところまで,ま だなか なか議論 されて

い ませ ん。私 は,今,ITが どう進 んでい くか

とい う日本 の分水嶺 みた いな時期 だ と思 うの

で,そ の ときにぜ ひ この方面 での議論 も皆 さ

んで してい ただ きたい と考 えて い ます。

フロ ッフ ・ステー シ ョンの メ ンバ ー は,み

ん な 自分 が 一番 得意 な分 野 を どん どん磨 き,

磨 いた技 術 で仕 事 を した り,社 会 貢献 を して

い った り,自 立 してい こ うとい う意思 で プロ

ップで勉 強 して,中 には,足 だ けで コン ピュ

ー タの先生 を してい る人が いたの も
,今 の ビ

デオで見 てい ただいた と思 い ますが,こ の よ

うに教 える側 に回るい う人 も生 まれてい ます

し,ベ ッ ドの上で コンピュー タの プ ロとい う

人 もい ます。

口 に棒 を加 えて コ ンピュー タを操作 してい

た青 年が ち らっ と出てい ま したが,彼 は施 設

に入 ってい ます が,う ちのセ ミナー に通 うの

に,実 は リフ トワゴ ン車 を自分 で雇 って,そ

れで最 寄 り駅 まで出て きて,あ とは電車 でプ

ロ ップの大 阪の セ ミナ ーに京都 の山奥 の施設

か ら通 ってい たのです。 リフ トワゴ ン車 をい

つ も自分 の必 要 な ときにつか まえ るの が なか

なか大 変 とい うこ とで,今 で はチ ャ レンジ ド

の ための リフ トワ ゴン車情報 の ホームペ ー ジ

を 自分 でつ くり,今 度 は一生 懸命 そ うい う情

報 を提供 す る側 に回 って いるのです 。 リフ ト

ワゴ ンな どの整 備が必 要 とされ てい る ところ

か ら,今,彼 は非常 に重 要 なお仕事 をや って

い るので はないか。今 の ところ は,彼 は まだ

ボ ラ ンテ ィアでそ うい う取 り組 み を してい ま

す が,こ れ な どは,私 は これか ら大 きな仕事

に なって くるので はないか と思 ってい ます。

それ か ら,彼 の後,非 常 に障 害が重 く,キ

ーボ ー ドの上 に穴 が あいた もの を置 いて指 で

押 して いる青 年 の図 もあ りま したが,彼 は今,

プ ロ ップ ・ステ ー シ ョンの 方 で週 に3回 ぐら

い,ゆ っ くりです が,入 力 の作業 を してい ま

す。 プロ ップの ホームペ ー ジは,パ ンフ レッ

ト中 にア ドレス もあ ります ので,戻 られた ら

ぜ ひみ見 ていた だ きたい と思い ますが,ホ ー

ムペ ー ジの中の いろい ろな情 報 の入力 は,実

は彼 がや ってい るのです。彼 は,お 母 さん と

2人 で い る と,お 母 さんが 完全 な介 護 で,本

当 に体 が くた くた に な っ て しま うの で す 。

で も,彼 が コ ンピュー タの前 に座 って仕 事 を

してい る間は,お 母 さん もレスバ イ トで きる

わけです。お母 さん もある意 味 自立 がで きる。

彼 も,自 立 に向か っていけ る。 そ うい う新 し

い関係 も生 まれて くるのです。

今 まで本 当 に100%保 護 だ った人 も,そ の

人が学 んで,そ れ を発揮 して仕事 にす る こ と

がで きた とき,家 族 の方 の介 護 の手 の量 や関

係 が変 わって きてい るの も,プ ロ ップの周 り

で た くさん生 まれ て きて い ます。何 とか1人

で もた くさんの人が,そ の人 の もて る力 を身

の丈 にあ った量,世 の中 に発揮 して,仕 事 を
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し,貢 献 も し,な おかつ納税 もで きる ような

日本 になって くれ ない ものか と思 ってい るの

です。

福祉 とい う とよ く比較 され るので,外 国 の

こ とを例 に出 してお話 し しますが ,ス ウ ェー

デ ン,デ ンマー クのいわ ゆる北 欧型 のハ イ リ

ス ク,ハ イ リター ンの福祉 と,ア メ リカ型 の

あ る意味,非 常 に シ ビアだけれ ども,い い意

味 の徹底 した個 人主 義 を伸 ば して い くような

形 の 自己決定 を重視す る福祉 と,大 きな流 れ

と して両 方あ って,ど ち らか とい う と,介 護

の問題 な どを語 られ る ときに は,デ ンマー ク

型 の北 欧型 の福祉 の話 が よ く出 ます 。実 は,

フロ ツフ ・ステ ーシ ョンは,チ ャ レンジ ド ・

ジャパ ン ・フ ォー ラム とい うプ ロ ップのチ ャ

レンジ ドを納税者 に とい う趣 旨を,産官学 民,

マ ス メデ ィアの方 々,一 緒 に語 り合 って行動

に移 して いただ く会 を開催 してお り,そ の フ

ォー ラムで2年 前 にそ うい ったデ ンマ ー クの

トップ リー ダーの方 をお招 き した国際会 議 を

して,こ と しは8月30,31日 に京 王 プ ラザ ホ

テ ルの 方 で,ペ ンタゴ ン,(ア メ リカの 国防

総省)と 中枢 の機 関か らゲス トをお招 き して

フ ォー ラム を開かせ て いただい たのです。

これで わか った ことは,デ ンマ ークのサ ム

ハ ル とい う国営 の企業 で,今 は28社 の グル ー

プ会社 になってい る大 きな株 式会社 が あ りま

す が,請 負企 業 と しては恐 ら くデ ンマ ークで

トップだ といわ れてい ます 。一般企業 と並べ

て も,7位 ぐ らいの業 績 を上 げ てい る とい う

のです が,30年 前 ぐらい に,日 本で い う厚 生,

政務 次官 に当 た られ る方 が,チ ャレンジ ドが

きち っ と働 いて 国 を支 える側 に回れ るよ うな

仕 組 み をつ くろ う とい うこ とで,サ ムハ ル と

い う国営企 業 と して出発 しま した。毎年税 金

を投 入 し,働 ける仕組 み を作 り結 果 を出 し,

王宮勘《が詩趣を掃うて生き、るkめ に

また税 金 が投 入 され,施 設 整備 され て結果 を

出す とい うこ とです 。 この30年 間 に,既 に出

す結 果 の方 が投 入 され る もの の1 .5倍以 上 に

な ってい ます。 国策 か ら始 めて,し か もそれ

を企業 化 してい った とい う動 きが あ ります 。

3万2,000人 の社 員 の うち,現 在2万9 ,000人 が

チ ャ レンジ ドで,北 欧の家具 を中心 に請 け負

って いる会社 ですが,設 計か ら家具 を磨 い て

つ くり上 げ る まで,い ろい ろな場 面で チ ャ レ

ンジ ドの 人が仕 事 をされてい る。 国中か らい

ろ いろ な仕事 をサ ムハ ルが請 け負 って,で き

る仕 事 を割 り振 る とい う形 なのです。

ス ウェーデ ンは,実 は これ もサムハ ルの こ

とを非 常 に よ く知 って いる方か ら教 えていた

だ いたのです が,ほ んの数十年 前 まで,日 本

の うば捨 て と同 じよ うに,働 け な くな った高

齢 の人 たち を実 は殺 していた とい う時代 があ

ったそ うです 。老 人ホ ームへ行 くと,こ ん棒

と馬 の しっ ぽ の毛 とガ ラス瓶 が 置 い て あ っ

て,こ ん棒 で殴 り殺す か,馬 の しっぽや ガラ

ス瓶 を砕 いた もの を食事 に入れ て死 なせ る と

かい う方 法 を とってい た時代 が あ ったそ うで

す。 その ような時代 を自分 たち は二度 と繰 り

返 しては いけ ない とい うこ とを常 に認識 して

お くため に,そ うい った もの を展示 してい る

そ うです 。 なお かつ,ス ウェーデ ン,デ ンマ
ー クは
,日 本 の ような 「家」 の制 度が ないの

で,生 まれ て くる子供 の半数 以上が 日本 でい

う私生 児 に当 た り,つ まり人 間の一 生 とは,

社会 全体が どの ようにそれ を受 け とめてい く

か とい うこ とを考 えな ければ いけ ない とい う

国 なのです。

そ うい う中で,サ ムハ ルで働 くようにな っ

たあ る大変重 度 の青年 が,一 般 の人 の半分 ぐ

らいの量 の コ ンピュ ー タを使 った仕事 で,10

万 円 ぐ らい稼 げ る よ うに なっ た。 で も彼 は,
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月 に10万 円,年 間 に してほんの百 数十万 円の

中か ら28%税 金 を払 っ てい る。 その か わ り,

彼が働 ける ような状況 は,そ の税金 で社会全

体 の仕組 み と してつ くられてい る とい うこと

なの です。 これが ス ウェーデ ンや デ ンマ ー ク

の方式 とい い ます か,チ ャ レンジ ドの就労 を

支 えた り,推 進 した り,そ して彼 らが国 を支

える側 に回 ってい る とい う1つ の事例 で す。

片や,ア メ リカの方 は,個 人主義が 非常 に

発 達 していて,例 えば どん なに障害が重 くて

も自分 自身で働 きたい とい う気持 ち をもった

ときに,み ずか らが州の リハ ビリ局へ 申 し出

る形 です。 州の リハ ビ リ局 へ 申 し出 る と,そ

こで,「 あ なた は働 きたい,で もこんな障 害

だ った らこの よ うな道 具 を使 って,車 いす を

この よ うに して,環 境 をこ う整 えて」 とい う

ことを,あ る程度,州 の リハ ビ リ局が ア ドバ

イス を して,そ の後,い ろい ろなNPOが あ る

のですが,そ の方 と仕事 をつ な ぐNPOが 今度

は彼 の レ ッス ン,教 育 を担 当す るのです。 中

には企業 が,う ちでで きる こんな仕事 をす る

チ ャレンジ ドを育成 して くだ さい とい うこと

で,き ちっ と企業 の研修 の場 に なっていた り,

あ るい はそ の人の得意分 野 を磨 いて企業 のお

仕事 がで きる よ うに した りとい うよ うにや っ

てお ります。

ア メ リ カは非 常 に割 り切 って とい い ます

か,そ の よ うに自分 自身が働 きたい とい う意

思 を もって きた人 には働 くための税 金 を使 う

けれ ども,す べ てのチ ャ レンジ ドは使 わ ない。

ア メ リカのチ ャ レンジ ドの場合 も,失 業率 そ

の もの は 日本 と変 わ らない75%ぐ らい あるの

です。 そ れは,保 障が ほ とん どない中で,そ

ういった重度 の方 にわずか に保 険制度 だ けで

フ ォロー を してい るのです が,働 くとその フ

ォローが な くな って しまう とい うこ とで,そ

れで は働 かないで お こ うとい うことが広 まっ

てい る。 これ をク リン トン大統領 な どが大 変

懸念 して,昨 年6月 に,重 度 の方が働 い て も,

これ はた しか年 間1,000ド ル とい う数 字が 出

た と思 うの です が,社 会保 障 は残 そ う とい う

動 きが ア メ リカで上 が って きた。

で は,日 本 は どうか とい うと,日 本の場合

の障害者 手帳制 度 とい うの は,同 じ1級 の身

体 障 害者 で も,こ の間,パ ラ リ ンピ ックで,

車 いす のマ ラ ソンです ごい ス ピー ドで女性 の

方 が大 活 躍 され ま したが,そ うい う方 も1級

だ し,私 の娘 の ような状態 の人 も1級 なので

す。 です か ら,手 帳が何 か行 政サ ー ビスの切

符 の よ うにな ってい るわけですが,1級 とい

って もそ ん な に違 うけれ ど も,と りあ えず1

級 な らこ うい う行政 サ ー ビス とい う仕切 り方

を してあ るわけです 。1級,2級 の方 は,う ち

の娘 もいた だいて いるのです が,障 害基礎年

金が 月 に7万 か ら,一 番高 い方 で9万 円弱 ぐら

い出 てい ます 。です か ら,働 くとその上 に プ

ラス アル フ ァにな り,一 定額 まで は年 金 その

もの も全 くノー タ ッチだ とい う形 で,そ うい

う意 味で は,考 えてみ る と,北 欧型,あ るい

は ア メ リカ型 よ りも大 変 進 ん だ形 の 日本 の

「げ たをはかす」 とい う格好 になってい ます 。

この よ うな中で,そ うい った最低 限 の部分

の げた をはかせ て もらっていて,な おか つ,

彼 らが も し本 当 に仕 事 が で きる状 態 に なれ

ば,私 は これ は 日本 があ る意 味で世界 に誇 る

仕組 み をつ くれ るのでは ないか と非常 に強 く

感 じてい ます。先 ほ どもい った よ うに,こ れ

か らは私 たちの次 や,次 の次 の世代 の人 たち

にす ご く重 たい ものが どん と行 って しまう時

代 です。 自分 に力 が残 ってい る,何 か で きる

こ とが ある ときには,必 ず そ れ を発揮 で きる

仕 組み,特 に これ にITが 大変 大 きな貢献 をす
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る と私 は思 って い るのです が,そ うい う社 会

の システ ムがあ って,も ちろん,残 業 もい と

わず,24時 間は無理 か もわか りませ ん けれ ど

も,忙 しい ときには徹夜 もしてば りば り働 く

とい う方 々が い らっ しゃる とい うこ とも大 事

です 。そ うい う働 き方 はや め よ うとい うこ と

で はな くて,そ の ように働 く人 たち もお り,

だ けれ ど も,す べ ての方がそ うで はない とき

に,緩 やか に働 くとい う層 も働 く人 の中 にい

る とい う組 み 合 わせ か な と考 え てい るの で

す。

日本 の場合,そ うい う状況 にチ ャレ ンジ ド

の 人 たち を高 め てい く前 に,1つ の大 きなネ

ックにな ってい るのが,実 は教育 です。 うち

の娘 が 昭和54年 にち ょうど就 学年齢 にな りま

した。昭和54年 まで は,実 はチ ャレンジ ドは

就学猶 予免 除 とい う制 度が あ りま した。教育

の義務 化 と言 われ ているので,皆 さん義 務教

育で学校 へ行 ってい る と思 われるか もしれ ま

せ んが,そ の当時 まで は義務 もなか ったので

す 。つ ま り,国 が障害 を もって いた ら勉 強 し

な くて いい,免 除す る とい うこ とは,勉 強 し

た い と思 って もチ ャンスが ない こ とと結 果 と

してイ コール になって しまって,そ の 時分 ま

で は,障 害 が あ る と 「学 ぶ」 「何 か知 識 を身

につ ける」 とい うこ とす ら無理 だ とい う状況

で した。54年 に うちの娘 が ち ょうど就 学す る

ときに義務化 にな ったのですが,そ れが養護

学校 の義務化,つ ま り特別 な勉 強 を した方が

いい人 た ちだか ら,分 けて特別 な勉 強 を して

いた だ こう とい う養護学校 の義務 化 にな った

のです。 これ に対 して も,い ろいろず っ と賛

否 両論 が あ りなが ら今 日まで来 てい ます が,

まだ養 護学校 の義務 化 の ままです。

です か ら,地 域 の子 供 たち と一緒 に地域 の

学校 へ行 くとか,兄 弟 と同 じ学校 へ行 って切

ITを 人が誇りを持って生きるために

磋琢 磨 した り,あ の子 は こんな に体が不 自由

だった ら,ど んな ところ に気 をつ けてあ げた

らいいの か とい うことな ど,周 りの人 はほ と

ん ど知 らない ままで,あ る 日,大 人に なって

突 然 出会 って,あ なたの職場 に雇用率 達成 だ

か らや って来 た。 こ うい うこ とが繰 り返 され

てい る とい うこ となの です。切磋琢 磨す るこ

とが ない とい うこ とは,自 分 の 中で伸 ばせ る

芽が あ って も,な か なか伸 ば し切 れない とい

う状 況 なわ けです。例 えば,今,日 本の大半

の人が高校,大 学 とい うの は当た り前 の よ う

に行 ってい らっ しゃるわけです けれ ども,義

務教 育 を終 えた後,高 等部 ぐらい まで は,養

護学 校 で あ って も全 入 に な っ て きて い ます

が,で はそ の後,大 学,高 等教 育へ 行 けるか

とい うと,見 え ない方 が点字 で入試 を受 け よ

う と した ら,「 うち は点字 で 入試 は受 けつ け

て い ませ ん」 とか,「 聴 覚 障害 の方 は手話 の

方が い らっ しゃ らない と勉 強が で きなので無

理 で す」 とか,「 うち の学校 は車 いす で は通

学が ち ょっ と無理 です」 とか,さ まざまな形

で,そ の 人 自身の能力 では な く,結 局 ,そ う

い った社 会 の壁 で力 が伸 ばせ ない とい うこと

が,残 念 なが ら日本 の教 育 の現 状 にな ってい

るのです。

で すか ら,私 は,た だ単 にITを 使 って就 労

促 進 とい うかけ声 だけで は無 理 だ と思 ってい

ますが,勉 強 の ところ も,例 えば学校 へ行 く

こ とに さま ざ ま なハ ー ドル が あ った と して

も,実 はオ ンライ ンで い ろいろ なこ とを学べ

る とい うチ ャ ンス がITの 時代 に 出 て き ま し

た。プロ ップ ・ステ ー シ ョンが ご紹介 を して,

マ イ クロソ フ トで働 くよ うになった全盲 の青

年が1人 い ます。 彼 は全 盲 で あ りなが ら,秋

葉 原 に部 品 を買 い に行 って,ハ ンダづ け して

パ ソコ ンを組み立 て で しまっ て
,ウ イン ドウ
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ズ のOSの とこ ろへ 入 って い っ て,自 分 で バ

グ をとって,と い うす ごい子 です。その彼 が,

で は どうや ってパ ソコ ンの勉 強 を したか とい

うこ とですが,日 本 の全盲 向けの点 字の マニ

ュ アル は,5年 も10年 も前 に点 字化 され て,

それが リ ピー トされ て(コ ピー されて)い る

だ けなのです。 だか ら,今,刻 々 とこの よう

に変 わる最 新 の情 報 は,残 念 なが ら点 字マ ニ

ュアルで は得 られ ない わけです 。彼 は英 語が

非常 に得意 だったので,ア メ リカの ホー ムペ

ー ジへ入 ってい くわ けです
。 そ うす る と,ア

メリカは,チ ャ ンスの平等 とい うこ とで さ ま

ざまな法律 をつ くって,そ の 中で も特 に重 要

なの は,文 字 の情報 をで きる だけデ ジ タル化

しよう とい うこ とを国の政 策 と して出 してい

ます。そ うす る と,行 政が 出 してい る さまざ

まな白書 の ような もの とか,議 会 の議事 録一

一 議 会の議 事録 とい って も
,日 本 の場 合 は,

まだ速記 で とった もの を文字 に し,そ れ を発

言 された議員 さん に見 てい ただい てチ ェ ック

を受 けて,そ れか ら発 表 とい う ようなこ とが

多 い ようです が,ア メ リカな ど大半 はそ の場

でPC筆 記 です ご い ス ピー ドで 打 ち込 ん で,

その まま どん どんオ ンライ ンに して しまう と

い う状 況 にな っているわ けで す。

それか ら,い ろいろ な出版物 も,ビ ジネス

的 に販 売す る もの も,ま ず オ ンライ ンにな り

ます。 もちろ ん,オ ンライ ンで 目次 をみて購

入 した りとい う形 もあれ ば,そ の ま まどん と

オ ンラ イ ンにな って い る もの もあ るの です。

パ ソ コンの マニ ュアルな どとい うの は,ほ と

ん どその まま オ ンラ イ ン にな っ て い るの で

す。 それ で出版業 界 と競合 しないか と私 は思

ったのです が,案 外 そ うで もないのです。皆

さんパ ソコ ンで文字 を読 まれ る ときに,お わ

か りか と思 い ます が,す ご く長 い文章 とか,

自分 の頭 の中で整理 立 てて物 を読 もう と思 う

と きに,画 面 だ けで読 んでい るのは非常 につ

らい ものが あ ります 。 なかなか きっ ち り頭 に

入 らない。 ですか ら,パ ソコンに入 り,オ ン

ライ ン上の本 の タイ トル とか,主 要 な ところ

を ピックア ップ して読 み,そ れで この本 は 自

分 に必要 だ と思 った ら買 うと,そ の ように書

物 の 出版 自身が オ ンライ ン化 した ため にす ご

く業 績 が 低 下 した とい う こ とは な い そ うで

す。

た だ,情 報 が その ように載 ってい る とい う

ことで,必 要 な人が必要 な ときに自分 でそ れ

を と りにいけ るわけです 。マ イ クロソ フ トに

採用 され た全 盲 の青 年 は,こ の オ ンライ ン情

報 を音声 で読 み 出 して勉 強 しま した。 さっ き

もいった ように,私 も自分 の娘 を どう育 て る

か とい った ときに,何 が欲 しか ったか とい っ

た ら,情 報が す ご く欲 しかったの です。 自分

でい ろい ろな情 報 をとって きて,そ の 中で 自

分 に必要 なのは どれか とい うの を取捨 選択 し

て,必 要 な情報 を 自分 の 中 に蓄 えて,そ れ を

もとに次 の行動 に移 す,自 分 が何 をすべ きか

とい うこ とを考 える,こ の順番 が私 に とって

は とて も大 切 な こ とだ った わけで す。 多分,

人 間が何 か 目的 を もった ときに,そ の 目的 に

沿 った情 報 を自分 で集 めて,自 分 で選べ る。

そ して,自 分 で これ を使 って,こ うい う行 動

を しよう とい うこ とを決定 して動 く。これ は,

人 間のモチベ ー シ ョンを ものす ご く高め る と

い うか,も のす ご く重要 な こ とだ と思 い ます。

です か ら,日 本 では,今,ア メ リカの よう

に情報 をすべ て オ ンライ ンにデ ジ タル化 して

い こう とい うこ とは,ま だ制 度 にはな ってい

ませ んが,私 は,き ょうはち ょう どた くさん

の省庁 が合 同で こ うい う会 を開かれ て,ぜ ひ

そ ういっ た方 向 もITの1つ の非 常 に大 きな方
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向性 と して み て い た だ けれ ば と思 っ て い ま

す 。例 え ば今,不 登 校 といわ れ る人 た ちや,

一般 の教育 に自分 はな じまない と感 じてい る

人 た ちが,オ ンライ ンで の勉 強 をす る とい う

動 き も非常 に高 まって きてい ます。 その よう

に 自分 で学 び たい と思 った ときには,い つ で

も学ぶ種 は転 が ってい る とい うこ とに 日本 で

も きっ とで きる と思 うのです。

それ か ら,パ ソコ ン を使 うか ら とい って,

何 も家 の中 に こもって いるばか りで はないで

す。例 えば,プ ロップのチ ャレ ンジ ドの メ ン

バ ーた ち も,確 かに家 の 中でベ ッ ドの上 でパ

ソ コンで仕事 を した りもしてい ますが ,そ れ

はなぜ か とい う と,仕 事 を終 えて ちゃん と収

入 を得 て,今 度 はそ の収 入で 自分 の好 きなこ

とを しに また外へ 出 る。 もちろん,打 ち合 わ

せ に週 に一遍 とか月 に一遍 とか 出て,あ とは

在宅 で とい うような,い ろい ろな働 き方が あ

りますが,や は り自分 がや りたい ことをす る

ため に働 いてい る とい う働 き方 は,今,皆 さ

ん の中 に も大 変広が って きた と思 い ます 。

そ う した と きに,出 てい くための情報 を得

る とい うこ とがす ご く重 要 になって くるわ け

です 。 自分 が洋服 を1つ 買 い たい と思 っ た と

きに,私 もアメ リカに行 った ときにび っ くり

したの ですが,デ パ ー トで車 いす用 の ち ょっ

と広 目の試 着室,も ちろん車 いす以外 の人 も

使 え ます が,そ の よ うな形 にな って いた り,

あ りとあ らゆ る ところ に1人 で行 動 で きる よ

うな状 況 に しつ らえてあ るわけです。あ とは,

それが どの ようになって いるか とい うことが

オ ンライ ンで も得 られ る とい う状 況が あ った

らす ごい と思 い ます。 この11月 ぐらい に,多

分,運 輸省 さんな ど も,バ リア フリー の法 案

な ど も少 しチ ェ ンジされた りす るのですが,

そ の中 に,ど うや ら情報 をデ ジ タル化 して発

ξTを《が誇りを持って生きるkめ に

信ず るべ しとい うような一文 が入 ってい る と

い う ことで,私 は大変 うれ しく思 ってい ます

が,い ろい ろな形 で まず情報 を自由に取 り出

す よ うにす る とい うこ とが あれば,そ れ はひ

いて は,別 に今,障 害 を もってい る人だ けで

はな くて,私 自身がそ の ような状況 にな った

ときに もす ご く役 立つ ものだ ろ うと思 ってい

ます 。

今,プ ロ ップ ・ス テー シ ョンの代 表 を して,

いか に もパ ソコンを上 手 に使 って いる よ うに

み えるかわか らな いのですが,ビ デオの 中で

も教 えてい るふ りな どを してい ま したけれ ど

も,実 は私 はプ ロ ップの中で は技術 が最低 な

の です。 口 と心臓 で はだれ に も負 け ないので

す けれ ど も,パ ソ コ ンに関 して はい けないの

です。 つい,見 えるで しょう,聞 こえ

るで しょう,し ゃべ れ るで しょう,動 けるで

し ょう,心 臓 強いで しょう,パ ソコ ンが な く

て もいい だ ろ うとか思 って しまって,そ んな

に熱心 に勉 強 しないの です。 こうい うタ ッチ

タイ ピング とか い うの も音 楽で ち ょっ と練 習

したの ですが,す ぐに指が チ ョウチ ョウ結 び

に な りそ うに な って,い まだ に1本 指 で両方

で,し か も文字 を探 しなが ら打 ってい るの で

す。 ただ し,文 字 が打 てれば,や や こ しい設

定 は周 りの プ ロの 人 に,あ な たや って くれ な

いか とい ってや って もらって,私 と しては全

国各 地 か ら 「自立 」 とか,「 仕 事 を した い」

とか,「 うちの 会社 にチ ャ レ ンジ ドの人 を」

とか,プ ロ ップ ・ス テー シ ョンのそ ん ない ろ

いろな相談 を私が電 子 メー ルで受 ける役 を し

てい ます。 この ように外 でお話 をさせ てい た

だいてい る以外 は,一 応 で きない なが らにパ

ソコ ンにか じりつ いて,指 一本一 本で メー ル

を受 け取 って,お 返事 を年 間1,000通 ぐらい

書 い てい るのです。 これ は,郵 便 とか だ った
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ら絶対 に嫌 です 。 か とい って,電 話 でず っ と

か か って くるのだ っ た ら死 に ます 。 だ け ど,

パ ソ コンです か ら,ほ かの人 よ り上手 に打 て

な くて も,自 分 の都合 のつ くときに,い ただ

いた メール に 自分 の都合 のい いス ピー ドで と

い うか,自 分の で きるス ピー ドでお返事 を書

いた りす る こ とで コ ミュニケ ー シ ョンを とっ

た り,活 動 の中心 になって動 けてい るわ けで

す。

です か ら,私 も,万 一体 が不 自由 にな って

も,口 だ けは何 とか残 ってほ しいな と。 ほか

の ところが万一,動 か な くな って も,口 だけ

残 っていれ ば私 の役 目は果 たせ るか と。万 一,

口が動 かな くな った と して も,ペ ンタゴ ンに

行 った ときはす ごか ったのです け れ ど も,ま

ば た きとか脳 波 で コ ンピュー タ操作 をす るの

です。 そ うす る と,私 な ど一番 にそ れ を取 り

入れ て,ナ ミね えの脳 波 は うる さい な とかい

われ る ぐらい思 い つ き り脳波 で発信 してや ろ

うか と思 い ます。 ペ ンタゴンにち ょっ と触 れ

ます と,去 年 の10月 にシア トルの国際 テ レワ

ー ク学会 とい うところへ労働 省 か ら視察 に行

かせ ていた だいて,そ こでチ ャレ ンジ ドの テ

レワー クの セ ッシ ョンに参加 しま したが,チ

ャ レンジ ドのテ レワー クの セ ッシ ョンの講 師

がペ ンタゴ ンのCAPと い う組織 の ダイナ ・コ

ー エ ン さん とい う女 性 の 理事 長 だ った ので

す 。 なぜ チ ャ レンジ ドのテ レワー クの ところ

にア メ リカの 国防省 の人 な どが い るのだろ う

か,信 じられ ない な と思 って,お 話 を聞 くと,

「すべ ての科 学 は そ うい った 国防 や軍備 か ら

発 達 を して きた。私 た ちの組織 では,最 高 の

科学 技術 を最重 度 の方 に使 って,自 立がで き

る ように してい るのです」 とい うお話 で,な

るほ どとそれ は納 得 で きたのです。 で も,日

本 で国防 とい うと,何 とな く発 言 をため らわ

れ る ような ところが あ るでは ないですか。 君

が代,日 の丸 の是非 とか,鉄 砲,大 砲,ど っ

ち な ら持 て るみた いな議論 になって,ど ち ら

か とい う と生 々 しい 議 論 に な って しまい ま

す 。 私 は 日本 の国 が好 きですが,「 日本 の 国

が好 き」 とい って も 「愛 国心」 と言 うとち ょ

っ と変 な雰 囲気 になる ような。 それ なの にア

メ リカで は国防総省 の 中 に最重 度の人 が仕事

をで きる ようにす る最高 の プロ グラム機 関が

あ る。 なぜ か と。最 後 に手 を挙 げて質 問 をさ

せ てい ただいたの です。 とい って も,し つ こ

いです が,中 卒 で英 語が で きないので,通 訳

の 方 に質 問 を して い た だ い た ので す けれ ど

も,そ うす る とダイナ さんがす っ と背 筋 を伸

ば して,「 すべ ての 国民 が誇 ら し く生 き られ

る よ うにす る ことが 国防の一歩 で し ょう」 と

い ったのです。私 は,そ の ときに,物 す ご く

そ うなのだ と思 い ま した。 プ ロ ップ ・ス テー

シ ョンは 「チ ャレンジ ドを納税者 にで きる 日

本」 とい うキ ャ ッチ フ レーズ でや ってい ます

が,こ れ も人 間 と しての誇 りを取 り戻 してい

こう とい う こ とが一番 大 きな 目的 なの です 。

その ときに彼女が い われたその言葉 は,非 常

に共感 で きま した。

彼 女 に,来 年の チ ャ レンジ ド ・ジ ャパ ン ・

フ ォー ラムに講 師 に来て ち ょうだい とお願 い

を して,一 応,内 諾 をいた だいて,こ と しの

2月 に国 防総 省 へ 行 きま した。 国防 総 省 の,

入 り口で間違 えて写 真 とか写 して,兵 士 さん

に取 り囲 まれ る とかい うばか な こと もあ りま

したが,と りあ えず彼 女が駆 けつ けて くれて

セ キ ュ リ テ ィを 通 って 入 れ て い た だ い て,

CAP(コ ンピュー タ ・エ レク トリック ・ア コ

モ デー シ ョン ・プロ グラム)と い うの ですが,

その部屋 に入 れてい ただい て,い ろい ろな機

器 が整備 され てい るの をみ ま した。 そ う した
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ら,最 重 度 の方 が,頭 に はち まきみ たい な
,

中 に小 さい セ ンサ ーが3つ つ いて い るベ ル ト

をつ けて,あ とは細 い線 で コン ピュー タにつ

なが ってい て,間 にア タ ッチ メ ン トみた いな

ものが あるので すが,こ れで脳 波 とか まば た

きみ たい な ことで コン ピュー タを操作 す るの

です。

日本 で も,そ の よ うな ものが そ ろそろ開発

されつつ あ ります が,結 構 高 額 なのです。 そ

れ と,ま だ実験段 階 で,そ んな に広 まってい

ませ んが,国 防総 省が その ように企業 と一緒

に開発 した もの は,ア メ リカで は 日本 の価格

に して十 数万 円 ぐ らい で 売 られ て い る の で

す 。 どうや って こん な もの を考 えつ いたの か

とい う と,例 えば ジェ ッ ト戦 闘機 で
,真 っ暗

闇の 中で操縦 をす る と,Gが かか って体 の 自

由が きか ない。真 っ暗 だか ら,見 えない。轟

音 で耳が 聞 こえない。それで も目的 を遂行 し,

無事 に帰 って くる とい う仕組 みがで きる と し

た ら,当 然,見 えない,聞 こえない,動 け な

い人 た ちだ っ て使 える とい う発想 なの です
。

非常 にす ば ら しい ことだ と思 い ま した。

なお かつ,教 育 に力 を入 れる とい うこ とで,

さっ きい った ように,す べ ての情報 をオー プ

ンにす るだけで は な くて,国 防総省 で は毎年

300人 の障害 を もつ チ ャ レンジ ドの大 学生 を

イ ンター ンで受 け とめてい るのです。 その中

で優秀 な人た ちは,企 業 か ら もシェ アで きる

よ うに全 部 リス ト公 開 を してい るの です。 だ

け ど,「 一 番優 秀 な人 はペ ンタゴ ンが もらう

の よ」 と彼 女が い ってお りま したが,な るほ

どな と。 「うちは,や は りい い人が要 ります

か らね」 といわれ ていて… …。です か ら,ア

メ リカのい ろいろ な省庁 で,そ うい う ところ

で勉 強 した優秀 なチ ャ レンジ ドス タ ッフの取

り合 いみ たい になってい るわけです。

ご'"ム ・二耽 を大棚 り壱持ウ密生鱗 藷めに
.

機材 的 には,ア メ リカの農水省 に当 たる と

ころが そ うい うチ ャ レンジ ドのサ ポー トの機

材 で は一番 充実 してい ま した。彼 女が す ぐに

電話 で連絡 を入れ て くれ て見 に行 った のです

けれ ども,そ こで いろい ろな機材 の説 明 を受

けて いる ところに,い きな り白いつ え をつ い

た農水 省 の職 員 の人が来 て,点 字 出力 の プ リ

ンターでか ち ゃか ち ゃと仕事 を して
,ま た カ

バ ンを持 っ て ぴ ゅ ぴ ゅ っ と戻 って い くよ う

に,本 当 に非 常 に当 た り前 にいろい ろな職場

で,あ るいはい ろい ろな勉 強の場所 でチ ャ レ

ンジ ドの人が入 ってい る。 そ して,そ の人 た

ちが能力 を発揮 して,地 方や 国,い わゆ る人

の社会 を支 え る側 に も回って,大 統 領 の諮 問

機 関 とか,そ うい った補 佐官 の よ うな ところ

に も,必 ず 一定 の割合 でチ ャ レンジ ドの人が

お られて大 変活躍 してい る。 もち ろん,企 業

の社 長 や トップ リー ダー もた くさんお られ ま

した。

ス ウェーデ ンであれ,ア メ リカであ れ,す

べ てが その ままの形 で 日本へ もって こ られる

こ とで もない です し,そ の 国のすべ てがす ば

ら しい とい うこ とで はない。先 ほ ど もい った

ように,日 本 がす ぐれて いる部分 もあ るわけ

です 。そ う した と きに,い か に他国 のいい部

分 を 日本 流 に う ま くア レンジ して,日 本 の 中

でITを 活 用 した誇 りの もてる よ うな国 にす る

か。私 は,こ れ は今,非 常 に大 きな課 題か な

と。 プ ロ ップ ・ス テー シ ョンは
,そ の ための

実験 プラ ン トと して,プ ロ ップがNPOと して

で きる最 大 限の こ とを思 い切 りや ってい きた

い と思 ってい ます。

ず っ と草 の根 でや って きたのです が,幸 い

に も98年9月 に厚 生大 臣認可 の第2種 の社 会福

祉 法人格 をいた だ きま した。 こ うい うネ ッ ト

ワー ク を使 ったバ ーチ ャルな活動 が社 会福祉
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法 人 と して認 め られ るの は,絶 対 にあ り得 な

い多 くの方が お っ しゃって いたの ですが,こ

れ は恐 ら く時代 の後押 しで しょ う。 それ とた

くさんの方 々が プロ ップの ような活動 が社福

であ って もお か しくない と,い ろい ろな立場

の方が い ろいろ な場所 か らお っ しゃっていた

だ いて,今,社 福 です 。 た だ し,第2種 で す

の で,施 設 経営 を した りす る よ うな第1種 の

社 福 では ないので,補 助 金 の対 象 で はあ りま

せ ん。 すべ ての活動 は,共 感 して くだ さる方

の浄財 を集 めて,そ れで運営 しな さい とい う

こ とで,非 常 にNPO的 です 。 ただ,浄 財 を寄

附 して くだ さった方 に,寄 附の控 除 とい う形

で,(社 会 福祉 法 人 と して の特 別公 益増 進 法

人 とい うの です が),ご 支援 を して くだ さっ

た方 が少 しで もこの活動 に前 向 きにタ ッチ を

してい ただけ る ように と,税 制優 遇 が入 りま

す 。 です か ら,ぜ ひ,こ の税 制 を活用 して,

プ ロ ップを ご支援 いた だけれ ば嬉 しい と思 い

ます 。

それ と同時 に,情 報 をバ リア フ リー に とい

い ます か,ユ ニバ ーサ ル に してい く。あ るい

は,物 流 をユ ニバ ーサ ルに してい く。 さまざ

まなテーマ が今,私 た ちにはあ ります ので,

さ まざまな障害 をもつ人が最 も適 した方法 で

すべ ての情報 にア クセス で きる とい う ロジ ッ

クをプ ロ ップの体験 の 中か ら考 えて,情 報検

索 の特 許 も請 願 させ てい ただ きま した。

最後 に,今 日は企業 の方 も大変 多 い と思 う

ので,少 しお話 を させ ていた だ きます が,い

ろい ろ な企 業 の皆 さんが ご 自身 の企 業 の 中

で,(さ きほ どの成 毛 さんの お話 もあ った よ

う に),い ろい ろIT化 を され る と思 い ます 。

そ の と きに,ビ ジネス の方 向性 をさま ざまな

考 え方 で進 めて いかれ る と思 うのです けれ ど

も,21世 紀,少 子 ・高齢 とい うの は,今 の よ

うな 「自分 が フル タイム働 ける」 とか,私 み

たいな 「元気 なおば さん」 とい うユ ーザ ーは

非常 に少 な くなって きますか ら,少 な くなっ

た上 での ビジネスの方 向性,あ るい は 自分 の

会社 の存続,ビ ッグ ビジネス に して い くロジ

ックの転換 が非常 に重要 にな って くる と思 い

ます。 その前 に私 たちの体験 や,や って きた

実験 プ ラン ト的 なこ とがお役 に立つ か もわか

りませ ん。ぜ ひ ご一緒 にそ うい った企業 活動

に向 けてや って行 きたい と思 い ます し,1人

で もた くさんのチ ャレ ンジ ドが真 のIT革 命 の

中で ビジネスマ ンや ビジネス ウーマ ンになっ

てい って ほ しい と思 ってお ります。
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私 は ここで素 人 な りにITと い うもの を

それか ら,シ リコンバ レーのベ ンチ ャー ビジ

ネスか らどうい うことを私 が今,感 じてい る

か とい うよ うな こ とをお話 ししてみ たい と思

い ます。

まず私 は,自 分 自身 の情 報音痴 の点 か ら白

状 しなければい け ませ ん。 私 は,英 文 タイプ

とい うの はや ってお りま した けれ ど も,パ ソ

コ ンの キー ボ ー ドに触 れ たの は
,わ ず か2年

前 で す。 なぜ2年 前 か とい う と,そ の半年 前

に,私 にア メ リカの大 学 か ら10日 間講演 に来

て くれ とい う依 頼 が あ りま した。 要 す る に,

予 算 が ない のか,日 本 がか かわ る ことはすべ

て講演 して くれ と。 日本 の金融論 か ら安全保

障論,日 米 関係,日 中関係,お よそすべ て な

の です 。東 ア ジアの経 済論 まで入 って い る。

こんな もの は,自 分 の書 斎 を全 部 もっていか

な ければ,と て もで はない けれ ど も,対 応 で

きない。 そ こでパ ソコ ンが助 けて くれ るか も

しれ ない と思 って買 い求 めて きま して ,そ れ

か ら私 は,パ ソ コンを どう使 った らい いのか ,

1ヵ 月間 は何 の入 力 もせず に毎 日最初 のペ ー

ジを眺 めてお りま した。 自分が講 演 に使 うノ

ー トを どの よ うに分類 して フ ォル ダー をつ く

ってい った らい いのか。 それか ら,自 分が今

まで 人生 の 中で感 じた こ と,勉 強 して きた こ

とが,ど の ような整理 ダ ンス に入 るのか とい

うこ とを腕 組 み して,と にか く1ヵ 月か げて,

ようや く50の フ ォル ダー をつ くったの です 。

フ ォル ダーの 中に,幾 つ かサ ブフ ォル ダー を

つ くる。外 交 論 とか安 全保 障論 ,自 然科 学,

_主1郵 書人

ぽ
'

・;、
、 ・ ・ T

■
,

自分 の体験 した こ と,そ の入 れ物 がで きた と

きに,私 は これ な らいけ る と思 って大学 の講

演 を引 き受 け ま した。

それか ら半年 間は,自 分 の書斎 に積 もって

い るかな りの情 報 の大 部分 をアルバ イ トを雇

い なが ら入力 しま した。そ の大量 の情報 を小

さなパ ソ コ ン1つ に はめ込 んで もって い き ま

した。向 こ う も好意 的 に受 け入 れて くれ ま し

た。私 は このパ ソ コンを壇上 に置 いてみ なが

ら10日 間の講義 を無事 にや って きた。 です か

ら,私 は今 で も入 力 は下 手でず 。 ただ,私 は

50代 の半 ば にな りま したけれ ども;50代 の半

ば には半 ばのパ ソコンの使 い方が あ る と,私

はそ の と き強 く思 った次第 です。 それ は また

別 の機 会 に い ろい ろお 話 を して み た い です

し,こ うい うノ ウハ ウはで きるだけ多 くの人

た ちに共有 して もらい たい と思 ってい ます。

私 は,そ の大 学へ 行 って1つ 大 変 シ ョッキ

ングなこ とを知 りま した。 そ この教授 連 中の

3歳 の子供 がパ ソコ ンを勉 強 して いるの です 。

もち ろん,3歳 です か ら;勉 強 な ど とい う自
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覚 はあ りませ ん で し ょう。1秒 間 に10億 回 も

演 算 す る ようなパ ソコ ンを,3歳 の と きか ら

自分 の体 の一 部 として幼児 た ちが習 熟 してい

く。 それが 自分 の頭脳 の,い わば外 づ けの

記憶 デ ィス クの ように使 える ようにな って く

る。 これ は,大 変 な国 になるので はないか と

い う思い をもち ま した。

幼児 とい え ば,実 は私 が知 って い る男 が,

ハ リウ ッ ドで新 しい ドッ トコム企業 をこ とし

になって立 ち上 げ ました。 それ は,3歳 か ら6

歳 まで の 幼 児 を対 象 と した ウ ェ ブサ イ トで

す 。 エ ンター テ イ ンメ ン トで はあ りませ ん。

子 供用 の アニ メで もあ りませ ん。 ウ ェブの中

へ 入 ってい くと,子 供 た ちが ク リ ック しなが

ら遊 園地 の中 をず っ と行 く。 そ うす る と,主

人公が 出て きて,テ ィーザ ー とい うのです け

れ ども,き ょう も歯 を磨い たの,き ょうのお

勉 強 は何 なの,き ょうは絵 をかい てみ よ うね

とい って,子 供 た ちが そ こで 遊ぶ のです 。絵

をか く部 屋へ行 けば,要 す るに,コ ンピュー

タグ ラフ ィックの きれ い な ものが用意 してあ

る。 です か ら,ク レ ヨンで紙 に書 くよ りは,

子供 心 に もす さま じ くきれい な ものが遊 び な

が ら習熟 してい けるのです 。 もち ろん,子 供

にパ ソコ ンを与 え っぱな しにす るわけです か

ら,ほ か のサ イ トへ飛 ば ない よ うにち ゃん と

ブ ロ ックがか か ってい るのですが,シ ングル

マ ザ ー な どは子 供 に そ れ を置 い て い くので

す 。 そ して彼女 は外 か らア クセス して きて,

き ょうは もうお昼 御飯 を食べ たの,マ マ は も

うす ぐ帰 るか ら心 配 しない でね とい って,パ

ソコ ンで イ ンタラクテ ィブ にや りなが らや っ

てい く。

大 体,天 才 ピアニス トで も,天 才バ イオ リ

ニス トで も,あ の 人 たち は3歳 ぐらい か ら始

め ます。 どうや ってあの複雑 怪奇 な何 百万 と

い う音符 が頭 の中 に入 って いるだ ろ う。子供

の ときか らやれば,ち ょうど我 々が言 語 を話

す ようにそれがで きるのです。 そ うい う社 会

にな りつつあ る とい うの は,私 は大 変 シ ョッ

キ ングで した。私 は,乳 幼児 向 けのサ イ トと

い うの も,何 とか 日本 に紹介 で きないか。 日

本 か らで も,も ちろん今,ク リックはで きる

のです が,英 語 ですか ら,あ れ を 日本語 に訳

した らい いので はないか とい うこ とを個人 的

には考 えてい ます。 そ うい う経緯 で,や は り

これ はITを 勉 強 しなけれ ばな らない とこの年

になっで 悟った次 第です 。

それか ら,ITを 勉 強す るには ど う した らい

いか。 シ リコンバ レーへ行 こう と思い,今 か

ら1年 半 ほ ど前 です が,雑 誌 に出て くる よ う

な有名 な ドッ トコム企業 に訪 問 したい とい う

アポ イン トメ ン トの リクエ ス トを行 ったので

す。約20社 に手紙 を出 しま した。 私 は岡本行

夫 な ど とい った って だ れ も知 りませ んか ら,

先 ほ どもち ょっ とご紹介 していた だい た科学

技術 庁参 与 とい う私 の肩 書 を悪用 しま して,

悪用 とい って も別 に官名 の詐 称 では ないので

すが,日 米 の科 学 技術 の協 力 につ い て,今,

い ろいろ考 えてい るので,ご 参 考 まで に とい

う手紙 を出 しま した ところ,20通 の うち返事

が 来たの は大 体半分 です 。残 り半 分 は返事 が

来 ない。 返事 が 来 た10通 の うちの9通 は ノー

です。 ノー の理 由 は,は っ き り書 いてあ りま

す。 「WehavenointerestinJapan」 と書 いて

あるのです 。後 で また時 間が あれ ばお話 しし

ますが,最 近 シ リコ ンバ レーで とみ にみ られ

る現象 で,シ リコ ンバ レーか ら徐 々 にアメ リ

カ全体 の雰 囲気 に変 わ って きてい るの では な

いか と私 は大変恐 れて い る。

2ヵ 月 ほ ど前 に,カ リフ ォル ニ アの あ るシ

ンク タンクの学 者2人 と私 は話 を して い ま し
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た。1人 は40代,1人 は50代 のいず れ もア ジア

学者 で す。 「最 近,私 た ち は 中国 に興 味が あ

るので よ く行 きます」 「どの くらい行 かれ る

んです か」 と私が 聞 きま した ら,過 去10年 間

に30回 行 き ま した とい うの です 。 「日本へ は

どの くらいい らっ しゃい ま した?」 と私 が聞

きま した ら,恥 ず か しそ うな顔 を して,「 い

や,実 は私 たち,生 まれてか ら日本へ 行 った

ことは一度 もあ りませ ん」 とい うの です。 こ

の人た ちは30回 の 中国行 きはすべ て成 田空港

を経 由 して行 ってい るわ けです。成 田 まで来

なが ら,一 歩 日本 をみ てみ よ う とい う気 に1

回 もな らなか った。彼 らの知 的要 請が なか っ

た。80年 代 までで あれ ば,少 な くともア ジア

学者 と称す る以上 は,日 本 に行 かなか った ら

恥 ず か しくて商売 もや っ てい られ ない。 しか

し,彼 らは,ど う して も日本へ行 か な けれ ば

いけ ない とい う自分 た ちの学術上 の必要 性 を

感 じなかったのです 。 日本嫌 い で も何 で もな

い,普 通 の学者 た ちです。 これ は,私 は また

シ ョックで した。

要す る に,確 か に我 々は,ア ジアのGDPの

7割 は 日本が1人 で占め てい るな どと踏 ん反 り

返 って い ます けれ ども,限 界 的 な部 分,つ ま

り新 しく何が起 こってい るか とい う部分 をみ

れ ば,日 本 の姿 はほ とん どみ え ない ので す。

です か ら,歴 史学 者 とか訓 詰学 を説 く学 者 な

らいい のです けれ ど も,今 日的 な課題,ア ジ

アで今,何 が起 こっているか,ア ジ アのITは,

アジ アの経済1青勢 は,こ れ か らど うな るか と

い うことを研 究 している人 たち に とってみ れ

ば,限 界 的 な部分 でみ えてい ない 日本 とい う

のは,我 々が考 え るよ りは るか に低 い興 味の

対象 で しか ない と感 じられるの です。

そ こで どう して もシ リコ ンバ レー に入 りた

い とい ろ い ろ考 え私 は幾 つ か の企 業 に相 談

㌧・ぐ 『・ 、、メこぱシ戎ロンベ嫌 無声'一 、繍1..

し,シ リコ ンバ レー に ファ ン ドをつ く りま し

た。 パ シ フィカ ファン ドは7月 にで きたば か

りの シ リコ ンバ レーのベ ンチ ャーキ ャ ピタル

です 。私 は素 人で すが,残 り4人 は一流 の プ

ロ をシ リコ ンバ レー で集 ま りま した。 問題意

識 に共感 して くれるす ば ら しい4人 が 集 ま り,

み ん なで ジェ ネラルパ ー トナ ー をや ろ うとい

う こ とにな りま した。 私以 外 は,2人 が ア メ

リカ人,1人 が イ ン ド人,1人 が ウメ ダモ チ

オ さん とい う 日本 の 人です。 ウメダ さん はい

ろい ろ な 日本 の メデ ィア に時 々投 稿 され て,

あ るい は定期 的 に シ リコ ンバ レーの報告 を載

せ てお られ るので,お 目に とまった方 もある

と思 い ますが,私 が最 も信頼 してい るITの 専

門家 です。 もう7年 間 もシ リコ ンバ レーで1人

で や っている人 ですが,そ うい うグルー プを

ジェネ ラルパ ー トナー と して フ ァン ドの運営

を始 めたわ けです。

フ ァン ドをつ くる準備,そ れ か らデ ィール

フロー とい う候補 案件 の審査 は,フ ァン ドが

立 ち上 が る随分前,(こ と しの1月)か ら始 ま

ってお ります か ら,私 は過去1年 半 の 間 ,毎

月 シ リコ ンバ レーに行 って,フ ァン ドを通 じ

て シ リコンバ レー に ようや く入 ってい くこ と

が で きた。資金面 で も,技 術面 で も,私 のパ

ー トナ ーはみ んな大 変 なテ クノ ロジス トです

か ら,支 援 す る こ とはで きる。 そ うす る と,

今 度 は向 こ うが,と にか く会 って くれ とい っ

て来 る ようにな り,そ れで初 め て私 もシ リコ

ンバ レーの輪郭 がお ぼろ げなが らわか り始 め

て いる とい うのが現 在 です。

私 に とっ て大 変勉 強 にな るの は,残 りの4

人 の プ ロた ちが ベ ンチ ャー ビジネス を査定 す

るわけです 。ベ ンチ ャー キ ャピタル とい うの

は幾 つかの ステ ー ジに別 れ てい ます。 一番最

初 の ス ター トア ップの段 階 をみ る,我 々はそ

一45一
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っい っフ ァン ドです 。 メ ンターキ ャ ピタル と

い う言 葉が あ りま して,我 々はそ れだ とウ ェ

ブサ イ ト上で も名乗 ってお ります。 メ ンター

とい うのは,教 え る先生 とい う意 味 です。 で

す か ら,シ リコ ンバ レーの企業 を教 えなが ら

や ってい く。入 れるお金 は少額 です。しか し,

本 当に アイデアだ け,金 だけ しか ない若者 た

ち と会 って,何 とか会社 の形 に してい ってや

る。そ して,20人 か ら30人 ぐらいの従 業員 を

雇 って,も ちろん ビジネス も始 めて,シ リー

ズBと い い ますが ,次 の ラ ウ ン ドのお金 を よ

り大 きなベ ンチ ャーキ ャ ピタルか ら得 る。そ

この段 階 まで面倒 をみ るフ ァン ドです。 そ う

します と,ベ ンチ ャー ビジネスの 人た ち と苦

楽 を ともに しなが ら,彼 ら と一緒 にや って い

く。 私 は もち ろん 日本 にお りますか ら,1ヵ

月の うち何 日か しかそ うい うベ ンチ ャー ビジ

ネス と一緒 に仕事 はで きませ んが,私 の仲 間

たちは彼 らの手 をと り足 を と り教 えてい るわ

けです 。

感想の第1は,と にか くよ く働 きます。7掛 ける

24,つ ま り,7daysaweek24hoursaday ,と に

か く朝 か ら晩 まで働 き続 け る。 少 な くと も,

去 年 の シ リコンバ レーのベ ス トセ ラーで した

け れ ど も,ヌ ー デ ィス ト ・オ ン ・ザ ・レイ

ト ・ナ イ ト ・シ フ ト,『夜勤 の ヌーデ ィス ト』

とい う本が 出 ま した。 これ は,シ リコ ンバ レ

ーの生 態 を大 変 に生 き生 きと描写 して いるお

も しろい本 であ ります 。 シ リコ ンバ レー とい

うの は一体 ど こだ とい う書 き出 しなの です 。

行 け ども行 け ども,何 の変哲 もないで はな い

か。バ レー とい うか ら,そ の うち谷 間が どこ

か ら始 まるの か とい った ら,低 い建物 が あ る

だけで,そ の うち にサ ンノゼ に着 いて しま っ

た。 しか し,シ リコンバ レー,革 命 とい うの

は,こ の低 い軒 並 みの ビルの中で起 こ って い

るのだ。 人々の心 の 中で起 こってい るの だ と

い う書 き出 しで始 まるの です。 なぜ 『夜勤 の

ヌ ーデ ィス ト』 とい うタイ トルが つい てい る

か とい うと,こ れ は実在 の 人物 なのです。 あ

る会社 の プログ ラマ ーですが,こ の人 は夜10

時 を過 ぎて 女性 の ス タ ッ フが 帰 っ て しま う

と,素 っ裸 に なるの です 。素 っ裸 に なっ て,

とにか く一心不 乱 に コ ンピュー タの前 に座 っ

て プロ グラ ミングを して いる。 これ は,す べ

て を忘 れて とにか く仕事 だけ に没頭 す る。彼

に とっては,お 金 も,栄 誉 も,自 分 の着 てい

る衣服 す ら関心 の対 象 では ない とい うシンボ

リックな意味 で,こ の人 が タイ トル カバ ー に

使 われてい るわけで す。

とにか く,よ く働 きます。私 が シ リコ ンバ

レー に行 くの は,日 本 の 日程 の都 合上 ,ど う

して もウイー クエ ン ドが多 いのです。彼 らは

働 いて い ます し,会 議 をウイー クエ ン ドに行

うのは普通 です。 しか も,7月 だ ろ うが8月 だ

ろ うが,彼 は夏 休 み な どあ りませ んか ら,い

つ 行 っ て も構 わ な い 。 必 死 で働 い て い る。

『夜 勤 の ヌー デ ィス ト』 に は,ヤ フーの共 同

創 始者 の1人,デ ビ ッ ト ・フ ァイ ロは,今 も

Tシ ャツ一丁 で,部 屋 もヤ フー の中 に もたず

に,小 さなつ い立 てで仕 切 られた キ ュー ビク

ルで一生懸 命や って,夜 は寝袋 を床 に敷い て

寝 てい る とい う ような話 も紹 介 され てい ます

が,と にか くモ ノにつか れた よ うに働 いてい

る。 これ は,全 く新 しい1つ の カルチ ャー な

のです。

何 が そ れ だ け彼 らを駆 り立 て てい るか。1

つ は,競 争 だ と思 い ます。 知 的なチ ャレンジ

とい うこ とは もちろんあ りますが ,ど う して

もそ れだ けや らなければ いけ ない ぐらい の競

争 があ る。世界 じゅうか ら優秀 な人材 が集 ま

って きてい る。 シ リコ ンバ レーで一番 多い人
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間 とい うの は,も ちろん ア メ リ カ人で すが ,

次 いで圧 倒的 に多 いのは イ ン ド人 です。 私が

この間,聞 い た話 で統計 を とった わけで はな

いので,余 り確 定 的 には申 し上 げ られ ませ ん

が,シ リコ ンバ レーでエ グジ ッ トに成功 す る

ベ ンチ ャー ビジネス
,エ グジ ッ トとい うの は,

要 す る にIPOに い くか,あ るい は高額 で 買収

され るか,そ の2つ しか な いわ け です が
,そ

うす る と何 十倍 に も当初 の価値 がふ え るわけ

です け れ ども,エ グ ジ ッ トに成功 す るベ ンチ

ャー ビジネスの創 業者 の実 に4割 が イ ン ド人
,

また はイ ン ド系 の アメ リカ人 であ る とい う話

を聞 きま した。

実 際,毎 月た くさんの企業 が次 か ら次へ と

イ ,)/タビュー にや って きますが,典 型 的 な1

つのパ ター ンは,イ ン ド人 が創 業 者 兼CEO,

CTO(チ ー フ ・テ クノ ロジ ー ・オ フ ィサ ー)

もイ ン ド人,中 国系 の 人がCFOで ,口 八 丁,

手八 丁 で よ くしゃべ るアメ リカ人 が くっつ い

ていて,こ れが ビジネス デ ィベ ロ ップメ ン ト

担 当 のVPと か,こ うい うチ ーム が多 いの で

す が,と にか くイ ン ドの人 とい うの は多 いで

す 。バ ー ク レー とか,ス タ ンフ ォー ドとか
,

MITと か い う名前 を聞 く ぐらい の頻 度 でIIT

とい う言 葉,イ ン ド工 科大 学 の名 前 を聞 きま

す。彼 らは,も ともとゼ ロ を発見 した民族 で

す し,2桁 の 九九 を学校 でや ら され る とい う

の も有名 な話です が,要 は,中 国 を間 もな く

超 え よう とす る,10億 を超 え る人 口 を擁す る

国が基 本的 に英語 国 だ とい うこ とです 。 中で

就 業機会 もそ れほ ど多 くあ りませ んか ら,一

番 の ク リーム,上 澄 み の部分 が アメ リカへ 来

る。 しか も,情 報 産業 とい うこ とで シ リコ ン

バ レーに集 まって くる。

もう1つ,彼 らに は大 きな ア ドバ ンテ ー ジ

が ある。そ れは,ベ ンチ ャー ビジネス を立 ち

,シリコンベンチャーから鍵を皐ぷが

上 げ れば,ど う して もバ ックア ップの作 業 グ

ルー プが必 要 だ。 それ を彼 らは
,イ ン ドのマ

ドラス,バ ンガロール,ハ イデ ラバ ー ド
,そ

うい うところに もってい るのです。私 ど もが

支援 している イ ン ド人 がや ってい るあ るベ ン

チ ャー ビジ ネス も,立 ち上 げて1ヵ 月後 に は

マ ドラス にイ ン ド人 の システムエ ンジニ ア と

プ ログラマーの20人 のチー ム をぱ っ とつ くっ

ている。同 じような利 点 とい うのは,イ ス ラ

エ ル系 の人 はシ リコ ンバ レー にはあ ま りい ま

せ ん,東 海 岸の方 に多 いのです け れ ど も
,彼

らもイス ラエル にバ ックア ップチー ム をつ く

る。

今,ア メ リカで起 こっ てい る1つ の深刻 な

現 象 は,人 間の労働 の価値 の二極 分化 上

の方 の人 とい うの は,と てつ もない成功報酬

が ス トックオプ シ ョンを通 じて約束 され るわ

けです 。 これ は後 で 申 し上 げ ます けれ ど も,

経 済 の価 値 とい うのは,人 々の頭脳 の 中にあ

る とい う考 え方 が,こ こ数年 間,急 速 に浸透

して きてい る。頭脳 の価値 とい うの は,同 じ

会社 のボ ーナスで 同期 に比べ て私 は2倍 だ ,3

倍 だ とい う程度 のそ ん な もので は計 れ ない。

何十 倍 とい う差が つ いて当然 では ないか とい

う ことで,上 の方 ので きる人 たちは多額 のお

金 を手 にす る こ とにな る。 ところが ,普 通 の

能力 の人 た ちは,今 度 は イ ン ドな ど労賃 と競

争 しな けれ ばい け ない わけ です 。今 まで は,

労働 力 の移 動 な どは簡 単 にで きなか ったか ら

よか ったのです が,今 は イ ンター ネ ッ ト回線

で,直 接 イ ン ドにお ける作業 結果 が送 られて

くる。 だか ら,ア メ リカの普 通の 能力 を もっ

た プ ログ ラマ ーやSEが 幾 らビ ッ ドと して も
,

イ ン ドで は5分 の1で ビ ッ ドして きてい る とい

えば,値 段 を下 げ ざる を得 ない とい う二極分

化 が起 こってい る。い ろい ろな面が あ ります
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が,今,申 し上 げ た ように,イ ン ドとか イス

ラエ ルの人 た ち,そ れか ら韓 国の 人た ち,こ

れ か ら中 国 は た くさん 出て くる とい う話 で

す。 しか し,そ の 中 に日本 の姿が ほ とん どな

い。 これ は大 変残念 な こ とで,な ぜ そ うか と

い うことについ ての私 の解説 は,ま た後 で 申

し上 げた い と思 うのです けれ ど も,と にか く

世 界 じゅ うの優 秀 な頭脳 が 集 まって きて激 烈

な闘 い を してい る。

私 は よ く,イ ンタビューにあ らわれ る企 業

の創 業者 た ちに聞 き ます。 「なぜ こん なに競

争の激 しい シリコ ンバ レーにい るん だ。 テ キ

サ ス,ニ ュー ヨークへ 行 ってや った らどう?

競 争相 手が全然 い ないで はない か」とい うと,

「い やそ うで は な い。 ここで の競 争 に勝 っ た

者が全 米 の覇者 になるの だ。競 争相 手 は近 く

にいた方が いい」 とい って,す さま じい闘い

をや ってい るのです 。そ れ こそ,ド ッ トコム

企業 には似 つか わ しくない白兵戦 をや るわけ

です。 ビラを配 った り,市 バ スに広 告 を打 っ

た り,Tシ ャツ を配 った り。 マ ーケ ッ トは何

百万 人が相手 だ ろ うといい ます が,シ リコ ン

バ レーでの最初 の客 を どっちが とるか とい う

ため に,ド ッ トコム企 業 には似 つ かわ し くな

い手法 で も,と にか くあそ この狭 い 中で競 争

す る。 そ の競 争 的 な雰 囲気 は,次 々 に新 しい

革命 をシ リコ ンバ レーか ら起 こ させ ている と

い う気 がい た します。

私 は,さ っ き経済価 値 は頭 脳 の中か ら生 ま

れて きてい る とい うこ とを申 し上 げ ま した。

シ リコンバ レーの若 者 たちは,ほ かの こ とに

は一切興 味 をせず仕事 に没入 してい る といい

ま したが,そ れ は もちろん言 い過 ぎであ りま

して,も ちろんお金 が欲 しい。働 いて40に は

引 退 したい と,み ん なそ れ を唯一 の楽 しみ と

い うか,よ す が に一生 懸命 や ってい るわ けで

す。 お金 とい うこ とは,シ リコ ンバ レーで は

全 くの後 ろめた さを伴 わず に語 られ てい る こ

とは ご承 知 の とお りです。 そ のお金 は,我 々

は学校 の授業 で,労 働 と資 本 と土 地が経 済価

値 の源 泉 であ る と習 ったわ けです が,今 の経

済価 値 の3要 素 は そ うで は な く,頭 脳 とス ピ

ー ドだ とい うこ とを少 な くとも去 年 の末 まで

はみん なが い ってい た。 そ うい う新 しい カル

チ ャー とい うか,シ ス テムが シ リコ ンバ レー

に生 まれ た。

バ リュエ ー シ ョン とい う言葉 をご存 じだ と

思 い ますが,要 す るに,会 社 の価 値 を査 定す

る ことです 。 イ ンターネ ッ トが いつ か ら始 ま

った か。 もち ろ ん,DARPAの 歴 史 まで さか

のぼれ ば,大 分前 か らですが,一 応,ネ ッ ト

スケー プが無 料 の ブラ ウザ を配布 した1994年

をイ ンター ネ ッ ト元年 とい う人が多 いのです

が,そ の ころか ら出 て きて いる新 しいバ リュ

エ ー シ ョンのや り方 は,頭 脳 とアイデ アに こ

そ価値 をつ ける とい う考 え方 なので す。今 ま

でで あれば,若 き創業者 が お金 を出 して くれ

る ところへ行 って,こ うい う立 派 な もの,考

えをつ くりま した,こ うい う立派 な技 術 です,

だれ も考 えた こ とのない よ うな ビジネスモ デ

ル を考 えま した,ど うぞお金 を出 して くだ さ

い とい う と,旧 来型 の経済 と同 じことにな る。

何か担保 を出 しな さい。で は,工 場 の価 値 は

幾 らだ,今,あ な たは何 を もってい る,土 地

は どうだ,そ うい うバ リュエ ー シ ョンをや っ

たの ですが,90年 代 に入 ってか らは,こ のア

イデ ィア 自体 にお金が つ くようになった。

例 えば,創 業者 が,こ れ は天 才的 な ビジネ

スモ デルですか ら,お 金 をつ けて くだ さい,

1,000万 ドルの 価 値 が あ る と私 は思 い ます 。

ベ ンチ ャー キ ャピ タル は,1,000万 ドル は と

んで もない よ と,競 争相 手 だってい る し,マ
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一ケ ッ トの状 況 だ
ってそ ん なに楽 観 的 にはい

か ない云 々かんぬ ん とい って,両 者 が ネ ゴを

して相 当厳 しいデ ューデ ィリジ ェ ンス もや っ

て,で は500万 ドル と値 段 をつ けて あげ よ う

とい うこ とにな る。500万 ドル に対 して,ベ

ンチ ャー キ ャ ピタル は100万 ドル つ け る とい

い ます。 そ うす る と,旧 型 の経 済 で あれ ば,

これ は単 な る紙切 れです か ら,こ の会社 の価

値 は資本100万 ドルだ け だったの です けれ ど

も,今 の考 え方 は,こ の紙500万 ドル プ ラス

資 本100万 ドル,合 わせ て600万 ドルの価値

が この会社 の価 値 だ とい う こ とにな ります。

そ うす る と,100万 ドル を出 したVCは,600

分 の100で す か ら16%ぐ らい,そ して創 業 者

は84%,こ うい う区分 け になるわ けです。 そ

して,100万 ドルのお金 を もらった創業 者 た

ちは,さ っ きい った ように必死 で働 い て会社

の価 値 を膨 ら ませ て,第2ラ ウ ン ドの投 資 を

求 め る こ とにな る。 普通,シ リーズBと い っ

てい ます が,私 た ちの会社 は600万 ドルの会

社 で したが,1年 間必 死 で働 いて これだ け商

圏 も広 げ ま した,新 しい こ と もや りま した ,

今,私 たちの会社 は2,000万 ドル の価 値 が あ

ります とい うわけで す。 そ して,シ リーズB

の人 た ち,投 資 家 たちが納得 す れば,わ か っ

た,今 度 は500万 ドル入 れ てや ろ う と。今度

は,2,000万 ドルの会 社 に対 して500万 ドル

の 新 しい 資 金 が 入 っ て きて,こ の 会 社 は

2,500万 ドル の価値 の会社 になる。つ ま り,1

年 ぐらい の 間 に,こ の紙 が2,500万 ドルの価

値 に化 け る とい うのが,シ リコ ンバ レーの新

しい シス テム なの です。

で すか ら,単 に世界 じゅ うか ら新 しい頭 の

いい人 た ちが集 まっただ けで も,あ るい は必

死 で働 く今 の若者 た ちの カルチ ャーが あ った

だけで も,今 の シ リコ ンバ レーは存 在 し得 な

シリロンベ ンチャ,一かち何を学ぶか

い。そ こに新 しいバ リュエー シ ョンのや り方
,

つ ま り,無 か ら有 を生 じる とい う経 済 の法則

が で きて,そ れが あ って今 の シ リコ ンバ レー

がで きてい るわ けです。

シ リコンバ レーか ら次 々に革 命的 な こ とが

起 こっ て きてい る。1つ の有 名 な例 で,ナ ッ

プス ター は もう皆 さん ご存 じだ と思 い ます。

音 楽 フ ァ イル を個 人が 交 換 す る シス テ ム で

す。10月3日 か らい よい よ裁 判が始 ま ります。

ナ ップス ターが どうなるか は まだ わか りませ

ん。 閉鎖 させ るので はないか とい う見方 もあ

ります。 しか し,私 の基 本 的 な疑念 とい うの

は,確 か にナ ップス ター とい うの は褒 め られ

た こ とで はない 。要 す る に,CDを 買 わ な く

て も,パ ソ コ ンでぽん と押 せ ば 自分 のパ ソコ

ンの 中 に音 楽 が ダウ ンロ ー ドで きるわ け で

す 。た だ,そ れ に著作権 を振 り回 して このサ

イ トを閉鎖 しろ とや ってみ て も,こ れが とめ

られ るの ヵ㌔ これ は,シ ョー ン ・フ ァニ ング

とい う,19歳 の若者 が や っ てい るサ イ トで
,

私 は彼 には会 った こ とが ないので,余 り知 っ

たかぶ りをで きませ んが,押 しとどめ ようの

ない流 れ だ とい う気 が 私 は ど う もす るの で

す。

要 す る に,今 まで ナ ップス ターの可 能 に し

た ソフ トとい うのは,だ れ しもが 考 え よう と

思 えば考 え られた。 そ んな に難 しい ソフ ト技

術 で はない。私 は素 人です か ら,余 り論評 を

しない方 がい いのです が,要 す る に,幾 つか

のサ ーチエ ンジ ンの機 能 とウイ ン ドウズが も

って いた フ ァイル交換 の ソ フ ト,そ れか らイ

ンス タ ン トメ ッセ ージの ソフ トとを組 み合 わ

せ てつ くった。 だか ら,そ れ はや ろ うと思 え

ばだ れで もで きたのです。 この システ ムが今

までで きなか ったの は,パ ソコンの記憶 容量

とイ ンター ネ ッ トを送 る㌔デ ムの ス ピー ドと
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い う,2つ の大 きな障害 が あ り,フ ァイルの

交換 を可能 に しなか った。

ここか ら先 は,私 が よ く読 んでい ますの は

ウィ リア ム ・ガ ー レー とい う人 の コ ラム で

「フ ォー チ ュ ン」 に出 てい て,こ れ は大 変 お

もしろい コラ ムで す。 ビル ・ゲ イ ツ もよ く読

んでい る とい うコラムなので,ぜ ひお読 み に

な るこ とをお勧 め します。そ こに最近彼 は こ

う書 くのです 。そ んな こ とをい って,こ れ を

押 しとどめ られ るか と。 ムーアの法則 は ご存

じだ と思 い ますが,イ ンテルの創始 者 のム ー

アが,CPUの 能力 は18ヵ 月 ご とに倍 増 して い

く,と い う有名 な法則 です。 あれ を考 えてみ

う と。 こ と しにな って,30.7ギ ガのハ ー ドデ

ィス クが発売 され た。そ れは150ド ルであ る。

この150ド ルの30.7ギ ガのハ ー ドデ ィス クに

は,1曲 とい うの は大 体4メ ガバ イ トです か ら,

614枚 のCD全 部 が入 る計算 にな ります 。 それ

が18ヵ 月 ご とに倍 とな る と,12年 後 にはパ ソ

コ ンのハ ー ドデ ィス クは,実 に15万 枚 のCD

に入 ってい る音楽 をすべ て収納 す るこ とがで

きる ように なる とい うの です 。15万 枚 のCD

とい うの は,今 日,全 世界 に存 在す るすべ て

のア ルバ ムです 。

で は,伝 送速 度 は どうか 。ナ ップス ターで

は な くて,合 法的 なサ イ トか らお金 を払 って

4メ ガバ イ トの音 楽 をダウ ンロ ー ドす る と,1

曲当た り10分 ぐらいか か ります。 これ も,ケ

ー ブル に なれ ば,1分 ぐらい。 日本 で イ ン タ

ー ネ ッ トで画像 を送 る,あ るい は音楽 をダウ

ンロー ドす る と,本 当 に時 間が かか る。 アメ

リカに行 けば,ホ テ ルで イーサ ネ ッ トを無料

で貸 し出 して くれ ます。 とにか く早 い。音楽

な どは30秒 ぐらいで ダウ ンロー ドで きて しま

い ます。 それ は と もか く,そ の ようにな って

きてい るので す が,こ れ も さっ きの ガー レ

一が書 い てい るのですが ,15年 たて ば,さ っ

きの ムー アの法 則 を使 え ば,200枚 のCDに

入 って い る音 楽 全部 が1秒 間で ダウ ン ロー ド

で きる とい うわけ です 。

この技術革 命 に よって,知 的所有 権 は ど う

な るか。音 楽が無 人 の野 に放 たれ て しまった。

だか ら,本 来 は,ナ ップス ターが け しか らん

とい う前 に,著 作権 を守 るべ き人 た ち はCD

が発 売 された と きに文句 をい わなけれ ばい け

なか ったのです。音 楽 をデ ジ タル信 号 に変 え

た途端,こ うなる こ とは も うわか ってい た と

ガー レー はい うわけで す。私 も,な る ほ どと

思 うのですが,デ ジ タル信号 に変 わ って しま

った途端,コ ピーは実 に簡単 にで きる し,何

枚 コピー を して も劣化 しない。 ビデ オの海賊

版 とい うの は余 りみ んな買 い ませ ん。 それ は

劣悪 品 です。どん どん画質 も悪 くなって くる。

ところが,音 楽 とい うの はそ うい うこ とはな

い。 そ こで,今 度 は音 楽著作 権組合 は,必 死

で音 楽 フ ァイル,MP3に プ ロテ クシ ョンをか

け るだろ う,暗 号化 す るだろ う とい うのです 。

これ はい ろい ろな専 門家 が い うこ となのです

が,音 楽 は どんなに暗号 をかけ てみて もだめ

だ とい うわけです 。それ はその とお りで,最

後 にはだれ もが普 通の耳 で聞 ける もの に なっ

てい なけれ ばいけ ない。普 通の耳 に聞 け る も

の にな った瞬 間,そ れ は普 通 の形 で コピー し

て,こ れ また世 界 じゅうにあっ とい う間 に回

る ことがで きる。

お 聞 きに なっ た こ とが あ る と思 い ます が,

ナ ップス ターのサ イ トを閉鎖 した ところで,

今 度 はヌーテ ラ とい う新 しい ものが あ る。実

は,私 の事 務所 な ど も,ヌ ーテ ラを とき どき

実験 してい るのです 。 アメ リカ人 のス タ ッフ

におた くみ たい な者 がい ますか ら,ち ょっ と

ヌーテ ラで情報 を とって くれ と。 ナ ップス タ
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一 はセ ン トラル ウェ ブサ イ トが あ ります が
,

ヌーテ ラに はそ れす らないので す。世 界 じゅ

う に2億 台パ ソコ ンが あ る。 そ の うち,ど の

くらいが ヌーテ ラ コ ミュニテ ィー に入 って い

るか知 りませ ん けれ ど も,私 の事務 所が何 か

知 りたい と思 い,ぽ ん とや る と,そ れが最初

に,7台 ぐらい なので すが,ヌ ー テ ラ に入 っ

て い るパ ソ コ ン,コ ン ピュー タに接 続 す る。

そ うす る と,こ の7台 のパ ソ コ ンが,岡 本事

務所 か らこうい う調査 依頼 が来 たぞ とい うの

をネズ ミ算式 にや ってい く。 ネズ ミ算 と違 い

ま して,今 度 は私 の ところか ら直接 一番 下 の

ところへ行 きますか ら,そ こか ら7,6,5,4

と減 ってい くもの ら しいの です けれ ど も,こ

れが何百 万台,何 十万台 リンクされて いるか

わか りませ んが,瞬 時 にほか のパ ソ コ ンの中

を直接 みる こ とがで きる。

私 も実 はナ ップス ター とい うの は扱 った こ

とがあ ります。 これ は,大 変 に便 利 なサ イ ト

です。です か ら,倫 理 的 にい ろい ろ問題 の あ

るサ イ トを皆 さんにお勧 めす るつ も りはあ り

ませ ん。私 は もちろん,お 金 を払 って通常 の

Eミ ュー ジ ック とか,1年 間 に100ド ル も払

って幾 つか の ところに加 盟 してい ますが,ま

ず音楽 をダウ ンロー ドす るまで,自 分 の欲 し

い音 楽 をみつ け るまで にい ろいろ な ところ を

回 され て10分 はかか ります 。 しか も,今 まで

の音 楽 の うち,全 部 な どは もってい ないです 。

大体,今,流 通 して い るCDし か もって い な

い。 ところが,私 は50年 代 のマ リーナ ・デー

トリッヒを聞 きたい,マ リリン ・モ ンロー を

聞 きたい。 そん な もの は,全 然 売 ってい ませ

ん。 しか し,ナ ップス ターは,ぽ ん とや る と

た だち に世 界 じゅう2,500万 人が ナ ップス タ

ー に リンク してい る
。 だれ かが,私 はデー ト

リ ッヒをもってい る,私 は マ リ リン ・モ ンロ

シリコンベンチャ}か6億 を学i藁か 、

一 を もってい る とい うの は
,た ち どころにわ

っ と出て くる。これは非常 に簡単 なサ イ トで,

今,皮 肉 に も世 界で最大 の ミュー ジ ックライ

ブ ラ リー とい われて いるわ けです。 それ を仮

に閉鎖 した って,ヌ ーテ ラが あ る限 りは,私

はマ リー ナ ・デ ー トリッ ヒの歌 を聞 きたい,

だれか音楽 フ ァイル を もって いないか とい う

と,今 度 は ドイツあた り,フ ラ ンスあ た りへ

行 って探 して くるわけです 。そ れで,瞬 く間

にダウ ンロー ドで きる。

さあ,こ れ は何 の法律 に違 反す るのか。個

人の 間の コ ピー とい うの は,商 業 的 目的 に利

用 しない限 りは合法 的 なのです 。た だ,著 作

権 とい うもの は,こ れ ほ ど大量 に人 々の間の

コ ミュニケー シ ョンが瞬 時 にで きる とい うこ

とを想 定 してい なか ったので,非 常 に深刻 な

問題 になって きてい ます。私 は著作権 も大 変

大事 だ と思 う。何 とか保護 しなければ,音 楽

を書 く人 はい な くな って しまう。しか し他 方,

とにか くや み くもに検 閲制度 まで持 ち込 んで

人々 の 自由 なイ ンター ネ ッ トの交流 をとめ よ

うと して も,こ れ はだめで しょう。とにか く,

大 変 な勢 いでマ スの力が あ る。

私 のパ ソコ ンは,だ れで もで きるの で,ご

興 味のあ る人 はぜ ひ帰 った ら協力 して いた だ

きたい し,既 に入 って いる方 もいる と思 い ま

す けれ ど も,私 のパ ソコ ンにはス ク リー ンセ

イバ ー にセ テ ィが入 って い ます。 セテ ィ とい

うの はサ ー チ,探 索 です αETと い うの はエ

クス トラテ イ トリアル,映 画 にあ った 「ET」

で す。1は イ ンテ リジ ェ ンス。 つ ま り,宇 宙

人 を探 そ うとい うプログ ラム なのです。 これ

は,ア レシーボ とい う電波観測 台 が プエ ル ト

リコで したか,カ リブ海 にあ りま して,世 界

最大 の電波 望遠鏡 です が,地 表 に降 り注 ぐあ

りとあ らゆ る電波 をそ こで集 めて,そ れ を解
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析 す るのに世 界 じゅうのパ ソコ ンの力 をか り

てい る のです 。 私 もボ ラ ンテ ィア を した ら,

デー タが送 られて きま した。私の ところに今,

入 って い るの は,こ と しの6月 二 十何 日の 午

後9時 何 分何秒 の デー タが 入 ってい る。 これ

はス ク リー ンセ イバーで すか ら,私 が や って

い ない ときには,こ れが どん どん計算 して い

るので す。それで,何 秒 分 かの解析 を した ら,

これ は全 国の大 学 ネ ッ トワー ク,コ ー ネル大

学 とか,私 の場合 にはバ ー ク レーです けれ ど

も,そ こへ 自動 的 に戻 され るこ とになってい

る。 ア レシーボ電 波望遠鏡 が集 め たデー タの

解 析 に,1日 当 た り12万 台 の ボ ラ ンテ ィアパ

ソ コ ンが必 要 なの です 。世 界 じゅう に2億 台

のパ ソコ ンがあ りますか ら,そ の うち もう既

に何百 万 台 かが入 って い る と思 うので すが,

こんな もの はスパ コ ンを何 台つ なげた ってで

きる もの で はない。 そ れ を1日 当 た り12万 人

です か ら,1年 分 の資料 とな れ ば,こ れ は と

んで もない数 の人 たちが,み ん なで一生 懸命

解析 しようと。 そ うす る と,地 表 に降 り注 ぐ

電 波の 中か ら不規 則性 のあ る もの,こ れ はだ

れか高 度 な知 的動物 が発 信 した ものでは ない

か とい うものが 出て くるか もしれない。

例 えば,地 球 のテ レビ電波 とい うのは,宇

宙 空間 に向か って も発 射 してい るわけです。

ア イラブ ルー シーな ど とい うテ レビ番組 は40

年 前 ですか ら,40光 年か なた にアイ ラブルー

シーの電波 が届 いてい る。そ こに大 変 に高 度

な能 力 を もつ存在 が あれば,同 じよ うにそれ

を解析 す る。夢 があ るで はないですか。何 光

年先 の 人 たち との交流 を,ITに 全 く門外漢 の

私 がパ ソコ ンで ボ ランテ ィア をす る。一 生懸

命 この パ ソ コ ンは解析 してい るわけです。 ご

興 味 のあ る方 の ため に申 し上 げる と,こ の解

析 結果 は もちろんそ れで オー ソライズ され る

わけで はな くて,私 のパ ソコ ンが返送 したデ

ー タを今 度 はバ ー ク レーの スパ コ ンがず っ と

解 析 して,こ うだ とい う こ とが わか った ら,

地 球 以外 にETが い る とい うこ とにな る わ け

です。

私 は,パ ソ コンは,本 当 に恥 ずか しい ほ ど

浅 い経歴 です が,ア メ リカの技 術 は役 所 にい

た と きに随分触 れ た こ とが あ ります。外務 省

で安 全保障課 長 をや ってい ま して,そ の とき

は国 防技術,SDIの 研 究 計画 な ど,日 本 が参

加 す るか どうか とい うので,私 どもは20人 ほ

どの民 間の研 究 者 と一緒 に,ア メ リカ じゅう

の国防研 究所 とか,シ ンクタ ンク とか,ラ ボ

を まわ ってみ た こ とが あ ります 。SDIと い う

の は,一 言 で い えば,4,000キ ロメー トル離

れ た2万 発 の核 ミサ イルが秒 速8キ ロ メー トル

で飛 んでい るの を瞬 時 に捕捉 して,ち ょうど

30セ ンチ メー トル ぐらいの ターゲ ッ トに断続

的 に レーザ ー光線 を当て る。 中の 回路 を焼 き

切 る とい うソフ トキルの技術,10キ ロメー ト

ル先 の2万 匹飛 んでい る カの 目玉 を瞬時 に射

抜 く技術 とい うの を,80年 代,夢 中でみ ん な

や ってい たわけです。 その と きに,日 本 の民

間 の会社 の技 術 者 た ちが 行 って驚 い たの は,

まず 第一 に,み んなが それ を可 能 だ と思 う燃

え る ような熱気 で す。 私 は,皆 さん は一体,

何 を収穫 され ま したか と聞 きま した ら,我 々

に とっての最 大 の収穫 は,ア メ リカの科学 者

があ そ こまでで きる とい うこ とを判断 してい

る,そ れが我 々 に とっての何 よ りの収穫 です

とい うのです 。 なるほ ど とは思い ますが,た

だ若干 悲 しい話 で はあ ります 。

日本 は,例 え ばF15,世 界最 強 の戦 闘機 で

す が,こ れ を輸入 します 。航空管 制装 置 とい

うの は,そ の まま 日本 はあ ける こ とがで きな

い ブラ ックボ ックス になってい る。 しか し日
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本 は,こ れ よ りも優 秀 なブラ ックボ ックス と

い うか,戦 闘機 の装具用 の搭載 型 の コ ンピュ

ー タをつ くって しまった
。 なぜ か といい ます

と,イ ンプ ッ トとア ウ トプ ッ トが わか るわけ

です。つ ま り,こ れ を積 ん だ戦 闘機 を操 縦 し

てみれ ば,こ うい うオー ダー を出せ ば こうい

うレス ポ ンスが 出る とい うのが わか る。あ と

は中の解析 をすれ ばいい ので,そ こは得 意 な

の です。ところが,今 のITの 世界 とい うのは,

イ ンプ ッ トとア ウ トプ ッ トの相 関 関係が わか

って,中 を埋 め る とい う技術 で はない と思 う

のです 。無限 の可能性 に自分 で突 っ込 んでい

か なければい けない。

そ れが夢 中で や ってい る連 中,さ っ きのナ

ップス ター に して も,シ ョー ン ・フ ァニ ング

とい う男 は,あ る 日思 い立 った ら,と にか く

おた くもいい ところで,60時 間ぶ っ続 けで コ

ー ドを書 き続 け て
,や ろ う と思 った 瞬間か ら

学校 を出て しまって,そ の まま学校 の宿 舎 に

は1回 も戻 らなか った とい う逸 話 を もって い

ます が,そ うい うアメ リカ人のバ イ タ リテ ィ

ーは どこか ら生 まれるか
。 それ は,さ っ きか

らい ってい る ように,彼 らを突 き動 かす お金

の魅力 もあ りま しょう。 それ か ら,知 的 な興

味 もあ りま しょう。競争 に常 に さ らされ てい

る とい う強迫 観念 もあ りま しょう。 しか し,

一 番大事 なこ とは
,個 人の創 造性 だ と思 うの

です。 これが私 は,シ リコ ンバ レーで 日本人

の姿 が一 番少 ない と。1つ は,英 語 とい うこ

ともあ ります けれ ど も,そ れで は中国人 とか

韓 国人 とか英語 国民 で はない人が どう してあ

れだ け活躍 してい るか。結 局 は,私 は個 人 と

して相 手 と切 り結べ る能力 が どうか,そ こに

来 る と思 うのです 。個人 でみず か らの フ レー

ムワー クを設定す る能力が あ るか どうか,あ

るいは与 え られ た与件 の 中で最適 の解 をみつ

・〉 ぷ' シリコンベンチャーから何を学ぶか

けるだけ か,そ この差 だ と思 うのです。

最 後 に1つ だ け 申 し上 げた いの は,そ れ で

は 日本 とい うの はだめか。 全然 そん なこ とは

ない のです。 こ と しの3月,4月 のナス ダ ック

の クラ ッシュは何 で起 こってい ったか とい う

ことは,結 局 は ドッ トコム企 業の手 に世 界 の

将 来が握 られてい るので はないの だ とい うこ

とを投 資 家が気 づい たか らです。直接 の きっ

かけは,ア マ ゾ ンが去年 の決算 の数字 を発表

して,史 上最 大 の売 り上 げ を記録 した に もか

か わ らず,一 向 に赤 字幅 が縮小 しない とい う

こ とか ら,み ん なの猜 疑心 が一挙 に広が って

い った わけですが,今 まで投 資家 た ちは,あ

と何 年 か我 慢 す れば,今 は赤 字 だ けれ ど も,

ゴール に到達 した ところで アマ ゾ ン,ド ッ ト

コムは世界一 の小売業 にな る,そ うい う夢 で

や って きた。 それが株 価 の期待 値 と して膨 ら

んで,私 は相 当異論 があ りますが,時 価 経営

主 義 な ど とい う言葉 を生 んで きた。ところが,

こと しの半 ばか らい われ て きてい るのは,ど

こまで い って も,ゴ ール はないので はない か

とい う ことなのです。

1つ の大 きな理 由 は,イ ンター ネ ッ トの世

界 は全 部 無料 化 して きて,果 実 は,す べ て

我 々の利用者 の側 に帰属 して いる。 ドッ トコ

ム企業 の 人た ちは,シ リコ ンバ レーで必死 に

働 いてい るが,彼 ら自身はい まだ に利 益 が実

現 してい ない とい うこ とだ と思 うのです。 こ

こ数 ヵ月 ぐ らい は,や は り価 値 とい うの は,

ブ リ ック ・ア ン ド ・モル タル とい う言 葉 を ご

存 じだ と思 い ますが,レ ンガ とモ ル タルで で

きた よ うな既存型 の企 業がIT化 した ところに

生 まれ るのだ と。 アマ ゾ ンの例 を とれ ば,オ

ンラ イ ンで商 売 を したって,最 後 の消 費者 に

本 を渡 す とい うオ フライ ンの行動 をす るため

には,結 局 はオ フラ イ ンの倉 庫 をつ く り,オ
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フライ ンの集配 セ ンター をつ くり,こ うい う

ことを しなければい けない。 そ うす る と,今

まで オ フ ラ イ ンの 本屋 さん,例 え ばバー ン

ズ ・ア ン ド ・ノー ブ ルな どとい う とこ ろは,

既 にオ フライ ンの施設 を もってい る。そ こ を,

ブ リック ・ア ン ド ・モル タル を もじって ク リ

ック ・ア ン ド ・モ ル タル とい って い ます が,

ク リック化,IT化 す る。 つ ま り,今 までの既

存 のオ フラ イ ンの仕事 がIT化 す るこ とに よっ

て,業 務 の形態 として はアマ ゾ ンと何 ら変 わ

る とこ ろが な くな って くる。 その ときに は,

シ リコ ンバ レーで この ごろ ドメイ ンとい う言

葉 を よ く聞 きます,自 分 の専 門領域 とい うこ

とです,ド メ イ ンノ レ ッジがあ った方が 強 い

のだ とい うこ とです 。 だか ら,ア マ ゾ ンよ り

は既 存 の とこ ろの 方 が 強 くな るの で は な い

か。

私 は,ド ッ トコム企業 の方 に もぜ ひ頑張 っ

て もらい たい。 と同時 に,今 まで のオ フラ イ

ンの仕 事 に こそ本 来 の価 値 が あ る とい う こ

と,そ れが今,シ リコンバ レーで 強 くい われ

て いる こ とです。 この こ とを重視すべ きだ と

思 うのです。 そ うす る こ とによって,マ クロ

的 に も,日 本 の企業 は,オ フライ ンの産業 ベ

ースの確 か さ とい うの は皆 さん ご承 知 の とお

りですか ら,日 本 とい うのは21世 紀 も十分 闘

ってい ける し,逆 にい えば,そ れが なけれ ば

日本 はず るず る と1.5流 国 に後退 してい くと

い うこ とだ と思 い ます。
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鯵～鞭 第13回

目独情報技術フォーラムの報告

調査部

1.目 的 及 び 趣 旨

日独情報 技術 フ ォー ラム は,高 い技術 レベ

ル と経済力 を有す る ドイ ツ連邦 共和 国 とわが

国が,情 報技術 分野 にお け る両 国の相互 理解

と交流 を一層深 め,活 発 な産 業,技 術 協 力の

展 開 を通 じて世 界の情報 化 に寄与 して い くこ

とを 目的 に1983年8月 ドイツ連邦 共和 国研 究

技術 省(現 教 育研 究省)の ハ イ ンツ ・リー

ゼ ンフ ーバ ー(Dr.HeinzRiesenhuber)大 臣

(当 時)と 宇 野宗佑 通 商 産業 大 臣(当 時)と

の間 で,そ の設 置が合意 された ものです。

当 フ ォー ラムは,両 国の情報技術 分 野 にお

ける第一線 の学者,研 究者 が一堂 に会 し,最

新 の情 報技術研 究の成 果 につい て情 報交流 を

行 うと同時 に,人 的交流 を深 め る ことをね ら

い として両国で交互 に開催 されて きま した。

2.開 催 経 緯

当 フ ォーラム は,こ れ まで に以下 のス ケ ジ

ュ ールで開催 されて きま した。

第1回:1984年4月

東 京(経 団連会館)

第2回:1985年4月

ベ ル リン(国 際会議 セ ンター)

第3回:1986年10月

東京(京 王 プラザ ホテル)

第4回:1987年10月

シ ュ ツ ッ トガル ト(マ ックス プ ラ ンク研 究 所)

第5回:1988年11月

京 都(国 立 京 都 国 際 会 館)

第6回:1990年5月

ベ ル リ ン(ベ ル リ ン 日独 セ ン ター)

第7回:1991年11月

東 京(経 団連 会 館)

第8回:1993年5月

ワ イ マ ー ル(ワ イ マ ー ル ・ヒル トン)

第9回:1994年11月

大 分(別 府 湾 ロ イ ヤ ル ホ テ ル)

第10回:1996年4月

ゼ ー オ ン(ク ロス タ ー ・ゼ ー オ ン)

第11回:1997年11月

長 野(信 州 松 代 ロ イヤ ル ホ テ ル)

第12回:1999年5月

ドレス デ ン(ウ ェ ス テ ィ ン ・ベ レ ビ ュ ー)

3.組 織 体 制

当 フォー ラム を実施 す るたあ,日 独 両 国に

それ ぞれ 「日独情 報技術 フ ォー ラ仏 推 進委員

会」 が設 置 され,開 催 に向 けた企 画 ・準備 ・

運営等 の活動 を行 って い ます 。 当推 進委員 会

は,「 ニ ュ ー メデ ィア分科 会」,「 コン ピュー

タ分科 会」,「半 導体 分科 会」 の3つ の分科 会

か ら構 成 され てい ます(図1)。
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図1日 独情報技術 フォーラム推進委員会 組織体制(敬 称略)

日独情報技術 フォーラム推進

委員会

日本側議長 東洋大学

教授 菅野 卓雄

ドイツ側議長 ドイ ツ国立情 報 処 理研 究所

(GMD)理 事 長
Pro£Dr.DennisTsichritzis

ニ ュ ー メデ ィア分 科 会 日本側主査 国立情報学研究所

教授 羽鳥 光俊

ドイツ側主査 RobertBosch

Pro£Dr.GertSiegle

コ ン ピュー タ分 科 会 日本側主査 東京大学

教授 田中 英彦

ドイツ側主査 IntematiOnalUniVerSityIn

Ge㎜any

Pro£Dr.AndreasReuter

半導体分科会 日本側主査 東京大学

教授 鳳 紘一郎

ドイツ側主査 WackerSiltronik

ProfDr.AlbrechtMozer

4.第13回 目独 情 報 技 術 フ ォ ー ラ ム の

開 催

第13回 目独情 報技術 フ ォー ラムは,2000年

10月8日 か ら11日 まで,三 重県 志摩 郡磯 部 町

の 「伊勢 志摩 ロイヤル ホテ ル」 で開催 され ま

した。 当 ホ テル は リア ス式海 岸線 の美 しい,

的矢湾 を一望 にで きる丘 に位置 してお ります。

w鱗 讐 ∴蕊ぷ
∨ 鋪5w

1又 ・ ・

'
ざ「メ↓吋 に

伊勢志摩ロイヤルホテル

第13回 フ ォー ラ ム で は,日 本 政 府 か ら は,

通 商 産 業 省 の 太 田機 械 情 報 産 業 局 長 が,ド イ

ツ連 邦 政 府 か らは,連 邦 教 育研 究 省 の トー マ

ス 次 官 が 参 加 さ れ ま した 。 基 調 講 演 と して,

「Industry-UniversityCollaboration」 とい う共

通 テ ー マ で,日 本 側 は東 京 大 学 の 中 島 尚 正 教

授 が,ド イ ツ側 は ケ ル ン大 学 の ノ ルベ ル ト ・

シ ュ ペ ル ス キ ー教 授 が そ れ ぞ れ 講 演 を され ま

した 。 ま た,特 別 講 演 と して,新 情 報 処 理 開

発 機 構 の 島 田潤 一 研 究 所 長 が,「Outlineof

theRWCPr()ject」 につ き ま して 講 演 を され ま

した 。

今 回 の 第13回 フ ォー ラ ムで 始 め て の 試 み で

あ る,パ ラ レ ル ・セ ッ シ ョ ン,比 較 的 一 般 的

な 話 題 で今 後 の情 報 技 術 分 野 に影 響 を与 え る

三 つ の テ ー マ,「PublicEducationSystems,

InnovationbyNetworkedInformation

Tec㎞ologies」,「TowardsMobileandAgent-

basedEcommerce」,「PerspectiveofFuture

SemiconductorTechnologyandRequirements
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fromSystemPeople」 を選定 しま して,両 国

の議論 や意見交換 を行 い ま した。 また,各 分

科 会 において は,従 来 どお り,日 独 双 方 の専

門家 に よる情 報技術 分野 にお ける最 新 の話題

につ い ての意見 交換 と交流 を行 い ま した。

以 下 にプ ログラムの概要 を示 します 。

第13回 目独情報技術 フォーラムプログ

ラム(敬 称略)

WelcomeandOpeningSpeeches

日本政府 通商産業省 太田機械情報産業局長

ドイツ政府 連邦教育研 究省 トーマス次官

日本側 議長 東洋 大学 菅野教 授

ドイツ側議 長GMDチ ヒ リチ ス理 事 長

基 調講 演

``I
ndustry-UniversityCollaboration"

日本側 東 京大学 中 島教 授

ドイツ側 ケル ン大学 シュペルスキー教授

特 別講演
"O
utlineoftheRWCPr《)ject"

新 情報処理 開発機構 島田研 究所 長

ParallelSession

"P
・bli・Ed・ ・ati・・Sy・t・m・'1皿 ・vati・nby

NetworkedInformationTec㎞ologies"

"T
owardsMobileandAgent-basedECommerce"

"P
・r・pe・ti…fF・tm・S・mi・ ・nd・・tO・Techn・1・gy

andRequirementsfromSystemPeople"

Workshops,Session1

ニ ュ ー メ デ ィ ア 分 科 会

``Di

gitalContents&Services"

コ ン ピ ュ ー タ 分 科 会

``J
apanese-GermanCooperationinIT"

パ 煎 ∫㌧ ・・ご 、紺 藁 鵠間詰繍 鶏磯 螂夢隷繊 三

``S
ecurity"

半 導 体 分 科 会

"Sili
con-BasedNovelSemiconductorMaterials"

Workshops,Session2

ニ ュ ー メ デ
,イ ア 分 科 会

"C
・-ev・1・ti・n・fH・m・n・ndK・ ・wl・dg・

NetworksintheCommunity"

コ ン ピ ュ ー タ 分 科 会

``S
ecurity　

"E
mbeddedSystems"

半 導 体 分 科 会

"L
・adi・gEdg・1・t・g・ati・n/Lith・9・aphy

roadmap"

企業訪問

コース1:

NTTコ ミュニケーション科学基礎研究所

→地球環境産業技術研究機構

コース2:

地球環境産業技術研究機構

→松下電器産業先端技術研究所

今回のフォーラムには,日 本側か らは議長

である東洋大学 菅野教授,日 本政府代表 と

して通商産業省 太田機械情報産業局長,当

フォー ラム推進委員や各セ ッシ白ンの発表

者,60名 が参加 され ました。一方,ド イツ側

か らは議長である ドイツ国立情報処理研究所

(GMD)チ ヒリチス理事長,ド イツ政府代表

として,連 邦教育研究省(BMBF)ト ーマス

次官,当 フォーラム推進委員会委員や各セッ

ションの発表者42名 が参加 され,両 国におけ

る最新の情報技術 に関する活発な意見交換 と

ディスカッションが行われました。
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REPORT 電子政府情報システム

開発推進室について
技術企画部

[発足 の 背景]

内閣総理大臣直轄の省庁連携 タスクフォー

ス(バ ーチャル ・エージェ ンシー)「 政府調

達手続の電子化 プロジェクト」(公 共事業 を

除 く)に おいて,調 達情報提供の充実お よび

提供情報 への簡易 なアクセスを図るため,

2000年 度中に政府調達情報の統合データデー

スを構築,2001年1月 よ り資格審査 の統一基

準 に基づ く新 システムによる資格審査の実

施2003年 度を目途にインターネッ ト技術 を

活用 した電子入札 ・開札システムの試行実

施2005年 までに導入するよう定めています。

また,そ の後の政府 によるIT戦略会議によ り

2003年 度の本格実施 と前倒 しにな りました。

これらの事業は郵政省が管轄しています。

通商産業省ではこれらの基本方針の基,政

府 を代表 して調達電子化事業の代表的なモデ

ルとして電子入札 ・開札システムとなる 「電

子入札システムの構築」を行うため,情 報処

理振興事業協会(IPA)と の間で委託契約 を

行 ない ました。 当協会は当該事業 について

IPAよ り請負い,電 子入札 システムの構築 を

実現するための組織として,技 術企画部内に

「電子政府情報 システム開発推進室」 を開設

し,調 達情報 を電子化 し調達情報の一元管理

を図る手段の電子化と,受 注者が調達に関す

る情報 を一括 して入手することが可能となる

手段の電子化を図り,そ の有効性 の検証 と実

用化のための検証を行います。

[組 織体 制 と活動 内容]

「電子政府情報 システム開発推進室」は当

協会職員並びにメーカー,シ ンクタンク等 の

技術者 にて構成されています。「電子入札シ

ステムの構築」においては,物 品や役務調達

における現行の入札 ・開札業務を最新のネッ

トワーク技術(イ ンターネッ ト技術)と セキ

ュリティ技術(暗 号化,認 証)に より,安 全

で信愚性 を確保 したデータの伝送と利用を含

め,入 札作業の負荷軽減 を図れ,利 用者が利

用 し易 い先進的な電子入札システムの構築 と

実証実験を行います。また当該システムを各

省庁に順次導入してい くことを想定し,標 準

的な電子入札 システム 「汎用電子入札システ

ム」 として開発を行います。

開発する電子入札の対象は,以 下の ように

なってお ります。

(1)一 般競争入札

(2)指 名競争入札

(3)電 子随意契約処理

[現状 と今 後 につ い て]

現在 「汎用電子入札 システム」のシステム

基本設計を確定 してお り,今 後内部設計なら

びにプログラムを開発 して行きます。今年度

のスケジュールとしましては,平 成12年2月

末まで に,実 証実験 を完了 させ る予定です。
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[ま とめ]

「汎用電子入札 システム」 は,各 省庁 に順

次導入 してい くことを想定 しさまざまな分野

に適用可能な汎用 システム を目指す もの

です 。従 って 当電 子政 府情 報 シス テ ム

開発推進室にていかに機能的,品 質的に満足

電子政府情報システム開発挨違室に繊 毛

の行 くもの に仕 上 げて,多 くの省庁等 の機 関

で活用,普 及 で きる ような シス テム に仕上 げ

るかが重要 です。 また2003年 度の本格 運用 は

勿論,さ らにそ の先 を見越 した システム を開

発 して行 きます。

潜i遺轡
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諜蘇 癬 、 畷, 企業における情報処理教育の現状
一一'IS・成11年 度 情 報処理 教 育 実態 調査 の実 施 お よび結果概要一

中央情報教育研究所

通商産業省からの受託調査である 「情報処

理教育実態調査」の平成11年 度報告書か ら,

企業で実施 されている情報や情報処理に関す

る教育とその課題について概要をご紹介します。

当調査は,昭 和62年 度か ら継続的に実施 し

てお り,わが国の情報処理教育の現状や課題,

情報産業の動向等 について,学 校 と企業 を対

象に経年的に調査 ・分析 し,そ の傾向を把握

することにより,情 報処理教育の諸施策に資

することを目的としています。

1.調 査 の 実 施 概 要

1.1調 査 の 時 期

企業 につい ては,平 成11年12月 ～平 成12年

1月(調 査票発 送:平 成11年(1999年)12月)

を調査 時点 とし,一 方,学 校 につ いて は随時

資料 を収 集す る こ とによ り,平 成11年 度 の実

績 を調査 しま した。

図表1企 業:調 査票

1.2調 査 方 法

学校,企 業のそれぞれについて,以 下の方

法で調査 を実施 しました。

(1)学校:資 料による調査

(2)企業:郵 送 ・回収方式 によるアンケー トに

による調査

発送先の企業 としては,働 日本情報処理開

発協会お よび㈹情報サービス産業協会,働 マ

ルチメディアコンテ ンツ振興協会の各賛助会

員企業のほか,当 研究所で調査 ・整理 してい

るユーザ企業と合わせ,総 計1,993社 を対象

とし,各 社の情報 システム部門の管理者(組

織向け)お よび同部門に属する情報関連技術

者(個 人向け)に 対 し調査 を実施 しました。

企業への調査票の発送,回 答状況 は,下 表

の とお りです。

発送/回 収状況

発送社数 回収社数
情報システム部門(A票) 技術者 ・個人(B票)

発送 回答数 発送 回答数

1,993 501(25.1%) 1,993 483(24.2%) 5,979 1,219(20.4%)

2.調 査結 果概 要 一企 業 にお け る現 状

2.1情 報 シ ステム部 門 の技術 者

(1)情報 システム部門の人材配置

アプ リケーションエンジニア,プ ロダクシ

ョンエ ンジニア,第 一種,第 二種 レベルの人

材 に相当するIT技術者が全般的に多 く,他 の

人材 に比べ充足感 も高い傾向にあります。高

度情報化人材類型別にみた情報システム部門

の技術者の配置状況を平成6年 度か らこれま

で計6回 調査 しましたが,時 代のニーズに よ

り多少の増減 を表した年度もあったものの,

全体の人材構成の割合 にあま り変化はみられ

なかったため,図 表2の グラフの形 にみ られ

る人材の比率が,昨 今の企業の平均的な人材

配置像であると推察できます。
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図表2情 報システム部門の人材配置

「高度情報化人材」の人員構成は…

システム運用管理

教育

ロ現状人数
■不足人数

(2)企 業が必要 とす る人材区分

現状の人数,そ して企業が今後 も必要 とす

る人数 ともに,こ の数年増加傾向を示 してい

るの は,シ ス テムアナ リス ト,プ ロジ ェク ト

マ 不一 ジ ャ,ア プ リケー シ ョンエ ンジニ ア,

デ ー タベ ーススペ シ ャリス ト,シ ステ ム運用

管理 エ ンジニア,デ ベ ロ ップメ ン トエ ンジニ

ア,マ イコ ン応用 シス テムエ ンジニ アな どの

人材 です 。特 にアプ リケー シ ョンエ ンジニ ア

とプロジェ ク トマ ネー ジ ャに関 して は,現 状

の 人数が多 い に も関わ らず,さ らに多数 の要

員 を必 要 としてい る とい う回答 が多 くみ られ

ま した。

この ニーズの 高 さの要 因 と しては,2000年

問題へ の対応 の ための業務量 の増加 に よる も

の では な く,そ れ とは別の新 しい シス テム開

発 のための プ ロジェ ク ト発注 の動 きが活 発 に

な って きた もの によるニーズで あ る と考 え ら

れ ます。 この時期,補 正 予算 等 にお い て も,

先進 的 なシス テム開発 プロ ジェク トへの助成

な どが行 われて いた こ とな ども影響 して いる

か も しれ ませ ん。

こ う した新 しい システ ム開発 の ための プロ

ジ ェク ト増 加 の動 きとIT投 資 とは,呼 応 した

動 きをみせ て い ます。 それ まで横 ばいの伸 び

を示 していたIT投 資(ソ フ トとハ ー ドへ の設

備投資)は,96年 か ら増加傾 向 に転 じ,景 気

後 退 に陥 った98年 頃か らは さらにそれが加速

され ま した。 日本総合研 究所 で は,民 間設備

投資 に占め るIT投 資 の比率 を97年 までは10%

水準 であ ったが,98年 以 降急上昇 し,2000年

には20%台 半 ば を超 える と推 計 してい ます。

そ う したIT需 要 も,新 しい シス テム開発 プ ロ

ジェク ト起 ち上 げ を誘 引 した要 因で もあ りま

し ょう。

(3)人員 数 の伸 びが顕 著 な人材 区分

97年 か ら99年 調査 の間 で顕 著 な伸 びを表 し

た もの を図3に 示 しま した。 この うち,伸 び

率 が この3年 間で急激 に増加(3倍)し た のは,

デ ー タベ ーススペ シ ャ リス ト,ネ ッ トワー ク

スペ シ ャ リス ト,シ ステ ム監 査 技 術 者 な ど,

技術 展 開 に対 応 した専 門性 の 高 い人材 です 。

99年 調査 におい ては,若 干 その伸 びは鈍 くな

りま したが,全 体 的 な傾 向 は右肩 上が りを示

してお り,こ の時期,い か にニーズが 高か っ

たか を うかが い知 る こ とが出来 ます。それ は,

企 業 のネ ッ トワー ク化 が急速 に進 んだ こ とを

如 実 に表 した と言 うこ とで し・よう。
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また,プ ロ ジェ ク トマ ネー ジャや アプ リケ 新 しい システ ム開発 プロ ジェク トが増加 した

一シ ョンエ ンジニアの伸 び も99年 調 査で は約 こ とに よ る人 員 数 の拡 充 で あ る と思 わ れ ま

2倍 に増 えてい ます 。 これ は,前 述 の よ うな す 。

図表3人 員数の伸びが著 しい人材区分

「高度情報化人材」の伸び率推移
(情報 サ ービス企 業)

戸一一ノン/＼一スS

300
ネットワークS

システム監 査
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技術展開に対応 した専門性 の高い人材の伸びが顕著
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2.2企 業 で必 要 と す るIT能 力 と業 務(1)組 織 と技術者個 人が求め る能力(両 者 に

能 力 み られる傾向)

図表4企 業で必要とするIT能力と業務能力

企業で必 るIT'ヒ は…

システム開発

専門的技術対応

、

企画 ・管理

ム

新技術に関する専門領域のテクニカル 革新的な企業経営のため
スキルを身に付 けるITを 戦略的に活用
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情報 システム部 門の管理者 に対 し,

ア.「 自社事業 にとって重要;不 可欠な能力」

イ.「 自社 内 で不足 してい る能 力」

ウ.「 今後,教 育訓練 してい きたい能力」 を,

そ して一 方,情 報 シス テム部 門の技術 者個 人

には

エ.「 自分が現在 ,保 有 してい る技術 」

をあ げ て も らっ た とこ ろ,両 者 が あ げ た技

術 ・能力の項 目は,以 下 の3つ に大 別で きます。

①`シ ス テム開発'

②`イ ンターネットなどの専門的な技術への対応'

③`企 画 ・管 理 な どの業務 能力'

そ のなか で も特 に,技 術 者 は,新 しい技術

に対 応 す るため の専 門領域 の テ クニ カル スキ

ルを身につけようとする傾向にあり,管 理者

は,革 新 的 な企業経営 の ため にITを 戦略 的 に

活用 したい とい うこ とか らプ ロジェ ク トマ ネ

ジ メ ン トな どの 能 力 を求 め る傾 向 にあ りま

す 。つ ま り,両 者 には求 め る技術 ・能力 に明

確 な乖離が み られ ま した。

(2)組織 が求 める能カ ー管理者 か らの回答

ア.自 社 事業 に不可 欠 な能力

依然 と してア プ リケー シ ョンや シス テム

の開発,イ ンター ネ ッ ト開発等 の能力 を重

要視 す る傾 向 にあ りますが,プ ロジェ ク ト

マ ネ ジ メ ン ト能 力 も必 須 と捉 え て お り,

ERPに 関わ る能力 も必 要 との認識 が 強い結

果 とな りま した。

イ.自 社 内で不足 している能力

管 理者 は今 後 の新事 業展 開お よび企業経

営 革 新 を進 め て い くた め に必 要 な視 点 か

企業における一

ら,ECやBPR等 の能 力 を欲 して い る回 答

が多 くみ られ ま した。

ウ.今 後,教 育 訓練 して い きた い能力

従来型 の システ ム開発の ほか,企 業 の経

営資 源 と して のIT戦 略 を進 め るための コン

ビチ ンシー を技 術者 に求 めて いる ような結

果が現 れ ま した。

これ らの こ とか ら,ITに よる ビジ ネス プ

ロセス の革新 を行 い,経 営効果 の増大 を図

ろ うとす る企 業側 の昨今 の姿勢 が うかが え

る と思 われ ます。

(3)技術 者 が求め る能カ ー個 人 か らの 回答

工.現 在,技 術 者が保有 してい る能力

技術 者 は従来型 の 開発 能力 に加 え,ネ ッ

トワー ク関連等新 しい技術 展 開に対 応 す る

専 門領域 の テ クニ カルス キル を身 につ ける

努 力 を して いる と思 われ る ような項 目が多

くあ げ られ ま した。

2.3技 術 者 の 不 足 感 と企 業 が 求 め る

技 術者像

(1)技術者の不足感

今回の調査結果 には,企 業の管理者のほ う

が,社 内の技術者不足 を感 じている結果があ

らわれました。特に,情 報サー ビス企業の管

理者が最 も強い不足感を抱いでいます。

不足 している技術 ・能力 としては,ECや

インターネッ ト開発,プ ロジェク トマネジメ

ン ト,BPRな どの技術不足が上位 にあげ られ

ました。
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図表5技 術者の不足感

システム部門の現状 ・・技術者の不足感

情報サービス・管理者

ユーザ企業・管理者

情報サービス・技術者

ユーザ企業・技術者

(注)高 度IT技術者の不足感を10段 階評価したときの平均スコアを表す

(全く不足していない;1～ どちらとも言えない;5～ 非常に不足;10)

(2)現在 の企業 が求 めてい る技 術者像

この数年,ITの 急 速 な進 展や急激 なネ ッ ト

ワー ク化 に対応 す るため,企 業 が求 め る技術

者 は,新 しい個 々のIT項 目に対 応で きる技術

者で あ る と言 われ て きま した。

しか しなが ら,現 在,企 業 の管 理者が 求め

てい る もの は,そ う した最新技術 に対応 しシ

ステ ム構 築が 出来 る人材 だけで はな く,さ ら

に上流工 程 を担 うことの 出来 る技術者 が よ り

強 く求 め られ る傾 向 にあ る とい うこ とが現 れ

ま した。それ らの技 術者 に求 め られる能力 は,

ITや 業務 に関す る専 門知識 の ほか に 「プロジ

ェ ク トマネ ジメ ン ト能力 」や「顧客 管理 能力」,

「マ ーケ テ ィング技法」な どの業 務能 力 と業務

を遂行 で きる能力,つ ま り,コ ンビチ ンシー

を重要視 してい る とい うことで し ょう。

現在,企 業 におい ては,ITを 戦 略 的 に活用

し革 新的 な企業経営 を進 め るため に,一 貫 し

た問題解 決 を図 っていけ る人材 こそが求 め ら

れ てお り,そ れ はつ ま り,こ れ まで蓄積 して

きた業 務知識 とITを 基 盤 に,業 務 分析,業 務

改 革,新 事 業 の ため の ビジネ ス プ ラ ン作 成,

シス テム戦 略 の立案 な どを手掛 け る こ との出

来 る人材 であ る とい うこ とで しょう。

図表6技 術者の不足感

企業が求める技術者像 とは

ぐ]

く=コ 日1



2.41T技 術 者 の育 成 方策

今回の調査から,企 業では管理者の方が社

内の技術者不足を強く感 じている傾向がみら

企業における惰糊 教育の現状

れ ま したが,資 格等 を持 つ技術者 に手 当等 を

支給 す る と回答 した企業 は,情 報 サー ビス企

業 で80.2%,ユ ーザ企 業 で は30.7%に 過 ぎな

図表71T技 術者の育成 ・確保の現状

IT技術者の育成 ・確保の現状

・企業における技術者の育成支援策

・資格取得者への報酬

情報サービス企業

への報酬

∠
1口支給する■支給しない1

1 | 1

顯
/

企業『 802%の 企剰

ア 1プ /
,

/
1

/
0% 20% 40% 60% 80% 100%

・研修予算=43 .9%が 増額,46.3%は 同額

・技術力 をも った社 員の獲得法:既 存社員 を研修 で育成

→研修ニーズの顕在化

い状況です。

企業で求める技術力をもった社員をどのよ

うに獲得するかという問いに対 し,社 内の既

存社員 を研修で育成するか,ま たはすでに専

門知識 を備 えた技術者を中途採用するかとい

う,そ の回答の割合はほぼ8:2と いう回答で

した。つ まり,既 存社員を研修 によ り育成 し

てい こうとする社内調達型のニーズがまだま

だ高いことを示 していると言えます。

技術者のスキルアップに対する要望は強い

にもかかわらず,研 修予算の伸 び悩みなどに

見 られるように,企 業は戦力 となる技術者の

育成方策 に対し積極的な姿勢を打ち出しかね

ている状況がうかがえます。

2.5情 報 シス テム部 門 技術 者 の 育成

(1)研修実施状況

1998年 と99年 を比較すると,情 報サービス

企業,ユ ーザ企業 ともに,研 修 を実施 した割

合は増加傾向 を示 しました。

情報 サ ー ビス企業 で は,98年 度 に研 修 を実

施 した企 業 は79.2%,99年 度 は83.2%に 上 り,

ほ ぼ8割 の企業 が 実施 して い る結 果 とな りま

した。 また,そ の研 修対 象者 の比 率 は,一 般

社 員 の1に 対 し技術 者 が9と,情 報 サ ー ビス企

業 で は 「技 術者教 育」 が重視 される傾 向 にあ

ります。

一 方
,ユ ー ザ企 業 で は研 修 の実 施 状 況 は

50%程 度(98年 度;50 .2%,99年 度;53.6%)

で あ り,対 象 者 は3:7の 比率 で一般社 員 のIT

リテ ラシー を高め るため の「利用者 教 育」が主

に進 め られて い ます。

なお,技 術 者個 人か らの回答 で は,1998年

度 にお い て研 修 を受 講 した経験 者 の割合 は,

情 報サ ー ビス企業 で47.5%,ユ ーザ企 業 で は

33.8%と い う結 果 とな り,技 術 者 の 回答 か ら

も,情 報サ ー ビス企 業 の方が積極 的 に研 修 を

推 進 して いる こ とが現 れてい ます。 また,今

後 の研 修 実施 意欲 につ いて も情報 サ ー ビス企

業 の88%の 企業 が積極 的 な姿 勢 を示 してい ま
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した。

(2)研修 の 日数/費用 等

今 回の調 査 か ら,企 業 が実施 す る平均研 修

日数 は,情 報 サ ー ビス企業 で1998年 度6.7日,

1999年 度7.6日 とい う結 果 が 出 ま した。情 報

サー ビス企業 に勤 務す る技 術者 か らは,そ の

平 均受 講 日数 は11.3日 とい う回答 が あ り,企

業 側 の回答 を大 幅 に上 回 った結果 を示 してい

ます。

図表8企 業で実施している研修状況

企業で実施 している研修状況

・実施状況

情報サービス企業

ユーザ企業

[]1998年 度 ■1999年 度

む 　　 ヨ　 　 　 　　

→ 情報サーどズ企業の8割 が 実施

(1998年:平 均6.7日,1999年:7.6日)

・研修対象者 ・・技術者=一 般社員一から見た特 色

情報サービス企業(9=1)→ 「技術 者 教育 」 重視

ユーザ企業(7:3)→ 「利 用 者教 育 」

1社 あ た りの平 均研 修 費用 総 額 は,情 報 サ

ー ビス企 業 で7
,163万 円(1998年 度)か ら7,105

万 円(1999年 度)と 減少傾 向 を示 してい ます。

2.6研 修 形 態

(1)導 入利用状 況

企 業 で実 施 す る研 修 の形 態 を従 来 型 の座

学,OJT,そ して コン ピュ ー タや ネ ッ トワー

ク を利用 す る新 しい研修 形態 と して注 目され

て い るCBT(ComputerBasedTraining)と

WBT(WebBasedTraining)の4つ に分 類 し,

1999年 度 の実績 とそ の2年 後 の2001年 時 点 を

想定 した展望 として,導 入 予定 の状 況 を比較

しま した。

1999年 度 は,座 学 やOJTが まだ主 流 となっ

て い ます が,情 報 サ ー ビス企 業 を 中心 に,

CBTやWBTを 採 用 す る企 業 が増 えてい ます。

2年 後(2001年 度)に は半数 以上 の企業 が 導

入 したい と考 えて いる結果 が現 れ ま した。

一一66-一
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図表9企 業で実施 している研修の形態変遷①

企業 で実施 してい る研 修 の形態 変遷①

・導入理由の状況－CBTやWBTへ の強い注目度

(2)利 用 す る研 修形態 の変化 －WBTの 増 加

今回の調査では,WBTを 積極的 に採用 し

たい とす る企業 が か な り多 い結 果 が み られ ,

1999年 と2001年 を比較 した ときの その導入伸

び率 は,情 報サ ー ビス企業 で150%(25倍) ,

ユ ーザ企 業で600%(7倍)と 予測 され る数字

が 出てい ます。

個 人の調査 か ら,1998年 度実績 と して情報

サ ー ビス企業 の技術者 が受 講 した研修 形態 の

比 率 はCBTが33%,WBTは35%に 過 ぎない

とい う状 況 で したが,そ れ らは座 学 やOJTよ

りも概 ね好評裡 に受 け取 られ てい る とい う回

答 が多 い結果 も出 てい ます 。

図表10企 業で実施 している研修の形態変遷②

企業 で実施 してい る研修 の形態変 遷②

・利用する形態の変化一・-CBT
,WBT導 入増加

噸 サービス企業)固 織 紫 灘

1999年 の2.5倍

(参考)ユ ーザ企業では7倍

†999年 実績を100と した ときの

3年 後(2001年)の 企業数の伸び

3.お わ りに一今 回 の 調 査 結 果 を踏 ま え て

IT革 命 と言 われ,昨 今,ネ ッ トワー ク,つ

ま りイ ンター ネ ッ トを中心 と したITが 社会 の

各 局面 に浸透 して きてい ます。産業 界の みな

一67一
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らず,個 人や社会 生活 に関 わる部 分 におい て

も,携 帯 電話 やデ ジ タル家電 な ど,ITが 身近

な もの とな り,そ れ らを使 い こなす能 力が必

須 とな って きてい ます 。

一 方
,企 業 活動 にお い て は,ITや 情報 シ

ス テム による業務 プロセ スの革 新気運 が高 ま

りをみせ,ITや 情 報 システ ムは本格 的 な戦略

資源 と しての位 置づ け を確立 した と言 えるで

しょ う。ECが 企業 間,個 人,産 業 界 に拡大

をみせ,一 方 で は さらに急 増す るIT投 資 に伴

い,新 たな シス テム構 築 プ ロジェ ク トが進 行

してい る現在,ネ ッ トワー ク ビジネスのほ か,

ITと コ ンサ ルテ ィング業務 の両者 を駆 使 した

ビジ ネスな どの台頭 もみ られ ます 。

その ようなITに 対 す るニー ズの高 ま りを支

える ため に も,IT技 術者 やITに 関す る教 育へ

の注 目は さ らに高 まって い ます。時代 の ニー

ズ に即応 す るため に も,情 報化 人材 の育成 に

は注力 してい くこ とが重 要で あ り,緊 急 の課

題 です。

そ れに対 し,企 業 におけ る技術 者 に対 す る

育成 の姿勢 が,技 術 者個 人の スキ ルア ップ意

欲 に比べ て低 い こ とは憂 慮すべ き点 です。企

業側 は,企 業経営 と情報 システ ム戦 略 は一体

であ る と意識改 革 を し,そ の前提 にた ってIT

技術 者 の スキル ア ップ を よ り積 極 的 に育成支

援 すべ き時期 にあ る と考 え ます。 そ して,育

成の キ ャ リアパス をつ く り,情 報 シス テム部

門 の若 手 か ら中堅,そ してITや 情報 システ ム

を戦略 的 な中枢 と して経営企 画推 進 を行 うこ

との出来 る管理者 に至 るキ ャ リアデベ ロ ップ

メ ン トプロ グラム を設定す るこ とが,こ れか

らの時代 の なかで生 き残 るた めの強 い資 産 に

な るこ とで しょう。

今 回の調 査 結 果 にみ られ た よ うに,WBT

の導入利 用 を考 える企業 は多 く,実 際 に良好

な効 果 を得 て い る実 践例 も出 て きて い ます 。

このe-learningの 潮 流 は,従 来 の研 修 課題 を

改善 す る もの と して大 い に期 待 され,今 後,

広 く定着 す る こ とが望 まれ求 め られ る もの に

な る と思 わ れ ます。

そ うした なか,2001年 度か ら新試験 区分 で

実 施 され る情報 処理技術 者試験 や情報 処理技

術 者 スキル標準 の その役 割 に も大 い に期待 し

図表11こ れからの情報化人材育成の方向性

これからの情報化人材育成の方向性

〔個人・社会生活 〕IT革 命

携帯蹄 ルターズク♪
デジタル家倉

IT能力二一ズ拡大

技術者不足
育成重要性の高まり

新たなシステム構 築プロジ ェクト進行
ニュービジネスの 出

(eコンサルテ ン

・充実した教育システムの構築

・能力の評価システムの確率

－e8-一



てい きたい もの と言 え ま しょう。

当 調 査 の 詳細 につ き ま して は,中 央 情 報 教

育 研 究 所 調 査 企 画 部 調 査 企 画 課(TEL:03-

5531-0173,E-mail:jittai@cait .jipdec.or.jp)ま で

お 問 い合 わ せ 下 さい 。

企業における情報処理教育の現状

参考文献:

1.「平 成11年 度 情報処理教育実態調査報告

書」⑱ 日本情報処理開発協会 中央情報教

育研究所,平 成12年3月31日

2.永 井 久美子 「企業 にお ける情報処理教

育の現状分析」教育工学関連学協会連合

第6回 全国大会 講演論文集,

p745-746,2000.10
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1.理 事 会 の 開 催

平 成12年11月17日(金)に 平 成12年 度 第3

回理事 会が 開催 され,次 の議案 が審議 ・承

認 され ま した。

・寄 附行 為の変 更 につ いて

・平成12年 度事 業計画 の変更 につ いて

・平 成12年 度 収支予算 の変更 につ いて

・組織 規程 の変更 につ いて

・評議 員 の交替 につい て

お り開催 しま した。

日時:平 成10年10月5日(木)

14:00～16:00

場所:機 械振 興会館6階65号 室

テーマ:「 コ ンテ ンツ時代 の情報 活用術 ～ユ

ーザ行動 文法 をふ まえた情報 サ ー

ビスのあ り方 ～」

講 師:三 輪眞 木子

株 式会社 エ ポ ック リサーチ 取 締役

参 加者:27名

2.評 議 員 会 の 開 催

平 成12年11月15日(水)に 平 成12年 度 第2

回評 議員 会 が 開催 され,次 の 議案 が審 議 ・

承認 され ま した。

・寄 附行為 の変更 につい て

・平 成12年 度事 業計画 の変更 につ いて

・平成12年 度 収支予算 の変更 につ いて

・役員 の選任 につ いて

一一 企 画 室 一 一

当協会では,賛 助会員サービスの一環 とし

て,当 協会の事業成果や情報化 にかかわる最

新の動向等をテーマに取 り上げ,賛 助会員研

究会 を開催 しています。

本年度第2回 目の賛助会員研究会 を次のと

一 情報セキュリティ対策室

1.セ キ ュ リ テ ィ対 策 の 普 及 促 進

(1)セ キ ュ リテ ィ対 策等 の調 査 ・研 究

情 報 システ ムのセ キュ リテ ィ ・レベ ル を向

上 させ る対 策 の普 及 を 目指 し,セ キュ リテ ィ

に関す る リス ク分析 手法 を含 む リス クマ ネジ

メ ン トシス テムの在 り方 に関 し,リ ス クマ ネ

ジ メ ン ト委員 会(委 員 長 森宮 康 明治 大学

商 学部教授)を 設 置 して進め てい ます 。

また,平 成12年7月31日 の通商 産業 省 発表

「情 報 セ キ ュ リテ ィ管理 に関 す る国際 的 なス

タンダー ドの導入 及 び情 報処理 サ ー ビス業情

報 シス テム安全対 策実施事 業所 認定制度 の改

革 に つ い て 」(http:〃www.miti.go.jp/

kohosys/press!0000831/1/security.htm)を 受 け

て,新 た な認定制 度 につい てセキ ュ リテ ィ適

一一70一



合 性 評価 制 度委 員 会(委 員 長 土 居 範久 慶

応 義塾大学 理工学 部教授)を 設 置 して検 討 を

進 めて い ます。

(2)シ ス テム監査 に関す る調査 ・研 究

通 商産業 省 は,シ ス テム監 査 を実施 して い

る企 業か らの 申告 を受 けて,そ れ らの事業 者

を広 く紹介 す る「シス テム監査企 業台帳 制度」

を設 けて運用 してい ますが,当 協会 は,台 帳

の作 成等 に関す る支 援 活動 を行 う とと もに,

同 台 帳 を協 会 の ホ ー ム ペ ー ジhttp:〃www.

jipdec.or.jp/security/daityo/list.htmで も公 表 す

る等 の普 及活動 を行 ってい ます。

また,シ ステム監査 の普 及状 況 をア ンケー

トに よって調査 し,新 たな施策 に反映 す るた

め の基礎 デ ー タの収 集等 も推 進 してい ます 。

ア ンケー トの結 果 は,報 告書 に取 りま とめ る

ほか,ホ ームペー ジで も公表 す る予定 です 。

2.プ ラ イ バ シ ー マ ー ク制 度 の 運 用

プ ラ イバ シーマ ー ク制 度 は,平 成10年4月

に試 行 的 に運 用 を開始 したが,平 成11年4月

か らはJISQ15001「 個 人情 報保 護iに関す る コ

ン プ ラ イ ア ンス ・プ ロ グ ラ ム の 要 求 事 項 」

(平成11年3月20日 制定)に 適合 す る事業 者 を

認 定 す る本 格 的 な制 度 と して運 用 して い ま

す 。政府 による個 人情報保 護基 本法制化 の動

きな ど個 人情 報保 護 の高 ま りを受 け て,企 業

か らの 申請 が着実 に増加 してお り,平 成12年

11月 末 日現在,プ ライバ シーマ ー クを付与 認

定 した企 業 は177社 とな ってい ます(図1,2

図1プ ライバシーマーク認定事業者数の推移
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参 照)。 な お,最 新 の 状 況 に つ い て は,当 協

会 の ホ ー ム ペ ー ジhttp:〃www.jipdec.or.jp/

security/privacy/certifylist.htmlを ご覧 下 さい 。

JISに 適 合 した 個 人 情 報 の取 り組 み を あ ら

ゆ る 分 野 の事 業 者 に まで 拡 大 させ,プ ラ イバ

シー マ ー クの 普 及 を図 る こ とが,わ が 国 の 個

人 情 報 保 護 の レベ ル を高 め る こ とか ら,普 及

啓 発 活 動 に も積 極 的 に取 り組 ん で い ます 。 そ

の一環 として,情 報 化 月間の協 賛事 業 と して

10月 に個 人情報 保護 に関す る国際 シ ンポ ジウ

ム を東京 と大 阪 におい て 開催 し,956名 の参

加 を得 ま した。 また,全 国8都 市 にお い て も

プ ライバ シーマー ク制度 と個 人情報保 護法 制

化 の大 綱 案 に関す る説 明会 を開催 し769名 の

参加 を得,啓 発活 動 に大 きな成 果 をあげ る こ

とが で きま した(表1,2参 照)。

表1国 際シンポジウム 参加状況

開催場所 日 時 会 場 講 師 参加者数

東 京 10月20日(金) 笹川記念会館 ・中央大学教授 堀部政男氏
725名

9:30～17:00 ・米国商務省

CounselortotheUnder

SecretaryforE-Commerce

BarbaraWellbery氏

※ イ ンター ネ ッ トラ イ ブ に よ る

日米同時中継

・コロ ンビア大学名誉教授

AlanWestin氏

・BBBOnLine

DirectorGa]yLaden氏

・Co㎜erceNetSmgaporeLtd .

CEOJehShyanWong氏 ほ か

大 阪 10月23日(月) 大阪国際交流 ・國學院大学教授 藤原静雄氏 231名
9:30～17:00 セ ン ター ・米国商務省

CounselortotheUnder

SecretaryforE-Commerce

BarbaraWellbery氏

※ビデオの放映による講演

・GIIC副 議 長

RussellPipe氏

・BBBOnLine

Di怜ctorGa・yLaden氏

'Co㎜er㏄NetSinga蝋Ltd

CEOJehShyanWong氏 ほ か

合 計 956名
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表2個 人情報保護に関する説明会 参加状況

開催場所 日 時 会 場 講 師 参加者数
広 島 10月1旧(水)

13:00～16:50

八丁堀 シャンテ ・通産省 情報処理システム開発課

個人情報保護係長 楠木真次氏
・内閣内政審議室

個人情報保護担当室
64名

係長 竹内尚也氏 ほか

高 松 10月12日(木) マ リ ンバ レス ・中央大学 教授
13:00～16:50 さぬ き 堀部政男氏

・内閣内政審議室

個人情報保護担当室
93名

主査 新田正樹氏 ほか

福 岡 10月16日(月)

13:00～16:50
(財)福 岡県 中小
企業振興 センタ
ー

・通産省情報処理システム開発課

個人情報保護係長 楠木真次氏
・内閣内政審議室

個人情報保護担当室

一

124名

室長補佐 吉田正彦氏 ほか

那 覇 10月17日(火)

13:00～16:50

那覇商工会議所 ・通産省情報処理 システム開発課
・内閣内政審議室

個人情報保護担当室 71名

室長補佐 菊地 浩氏 ほか
仙 台 10月26日(木) 仙台商工会議所 ・中央大学 教授

13:00～16:50 堀部政男氏
・内閣内政審議室

個人情報保護担当室
103名

主査 柴田智樹氏 ほか

札 幌 10月27日(金) セ ンチ ュ リー ・中央大学 教授
13:00～16:50 ロイヤルホテル 堀部政男氏

・内閣内政審議室

個人情報保護担当室
78名

係長 野本祐二氏 ほか

名古屋 10月31日(火)

13:00～16:50

アイリス愛知 ・通産省情報処理システム開発課

統括班長 渡邊昇治氏
・'内閣内政審議室

個人情報保護担当室
154名

室長補佐 江崎禎英氏 ほか

金 沢 11月1日(水)

13:00～16:50

地場産業振興
セ ンター

・通産省情報処理システム開発課

企画係長 鈴木賛詞氏
・内閣内政審議室

個人情報保護担当室
82名

内政審議官 小川登美夫氏 ほか

合 計
769名

3.JPCERT/CC(コ ン ピ ュ ー タ 緊 急

応 セ ン タ ー)の 運 営

JPCERT/CCが 受 け た コ ン ピュ ー タセ キ ュ

リテ ィイ ンシデ ン トに関す る報 告数 は
,平 成

12年1月 か ら3月 の3ヶ 月間が226件
,4月 か ら6

月 の第一 四半 期 が718件,最 新 の7月 か ら9月



の第二 四半期 は660件 と,昨 年度 に比 べ大 幅

に増加 してい ます(グ ラフ参照)。
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JPCERT/CCで は,こ れ らの提 供情 報 か ら

技術 的 な対応 策 を検 討 し,関 連 す るサ イ トへ

の連絡 あるい は情報 交換 を行 な ってい ます 。

また,対 応 策 は 「緊急 情報」 や四半期 毎 の

「活動 概要 」 に と りま とめ,JPCERTICCの ホ

ームペ ー ジにア ラー トと して掲 載 してい ます

ので,ネ ッ トワー ク管理 の方 はそ ち ら も是非

ご覧 下 さい。 「活 動概 要」 で は提 供 してい た

だいた報告 を類 型化 し,頻 度順 に列挙 してい

ます。 また コ ンピュー タセキ ュ リテ ィイ ンシ

デ ン トに関す る情報 を迅速 に提供 す るため に

メー リング リス トも開設 してお ります

(htq)://www.jpcert.orjp/announce.html)。

啓 発活 動 として この半年 間 も各 種 セ ミナ

ー に講師 を派遣 して きま したが
,12月 には大

阪で 開催 されるInternetWeek2000に お いて,

報告 を受 け たイ ンシデ ン トの統計 を元 に傾 向

分析 を とりあげ る予定 です 。

JPCERT/CCの 活 動状 況 や,コ ン ピュー タ

セ キ ュ リ テ ィ イ ンシ デ ン トに関 す る最 新 の 技

術 情 報 に 関 し て は,今 後 も ホ ー ム ペ ー ジ

(http:〃www.jpcert.or.jp/)を 活 用 して 発 信 して

い き ます の で ご利 用 くだ さい 。

4.電 子 署 名 ・認 証 の 普 及促 進 に関 する

調査研究

当センターでは,電 子署名 ・認証の普及促

進に資する目的で,電 子署名 ・電子認証 につ

いての国内外の法制度や各種技術標準の調

査 ・研究を行っています。法制度としては,

米国の 「電子署名法」,ユ タ州 の 「デジタル

署名法」 と 「デジタル署名規則」,ド イツの

「デジタル署名法」 と 「デジタル署名に関す

る規則」,「技術基準 としての署名法 に基づ く

技術 コンポーネントのための措置カタログ」,

そ して 「署名法 に基づ く認証機関のための措

置カタログ」,イ タリアの 「デジタル署名法

に関する大統領令」や 「技術基準 としてのデ

ジタル署名法技術規則」及びその 「別紙」,

シンガポールの 「電子取引法」及び技術基準

である 「電子取引(認 証機 関)規 則」 と 「認

証機関セキュリテ ィガイドライン」,韓 国の

「電子署名法」や 「電子署名法施行令」,そ し

て技術基 準 であ る 「電子 署名法施行規則」

等々の内容を,電 子署名方式や認証機関に関

す る基準など約6項 目の カテ ゴリに分 けて,

比較調査検討を しています。 また技術標準と

しては,欧 州電気通信規格協会のETAI,欧

州委員会のEESSI,RSA社 のPKCS,米 国国

立標準技術研究所のPKI技 術仕様書等 を調査

してお ります。

また当センターでは電子署名制度及び技術

の普及,啓 発 に関する国際活動への対応の検

討や情報交換を行っています。その一環 とし

て,10月 に シ ンガポー ル情報 通信 開発 庁
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(IDC)並 びにIDsafeに 調 査 員 を派遣 し,日

本,シ ンガポー ル両 国の電子署 名法 の推 定効

と,認 証機 関認 定基準 の比 較 につい て調 査 を

行 い ま した。 それ による とシ ンガポ ールの推

定効 は 日本 の もの よ り強 く感 じられ,ま た認

定基 準 も厳 しい もの を設 け て い る事 が わ か

り,将 来 相互運用 を行 うケー スが発生 した場

合 は,か な りの調整 が必要 であ る事 が わか り

ま した。

当 セ ンターでは,電 子 署名 の取 り扱 い に関

す る注意 喚起や,電 子署 名 に用 い られる鍵 の

適正 な管理,電 子署名 ・電子 認証 に関す る制

度や技術 動 向等 の情報提 供 を目的 にセ ミナー

を企画 してい ます。 プロ グラムの詳細 は今後

JIPDECホ ー ムペ ー ジや新 聞紙 面 等 で 公 開す

る予 定です 。

さらに当セ ンターでは,電 子 署名 ・認証 を

普及 させ るために,そ の安 全性 や信 頼性 の確

保 が重要 であ る と考 え,信 頼 で きる電子認 証

業務 に要求 され る技術 や手続 き等 を調 査 して

い ます。 なかで も認証業務 を行 うための安全

な設備基準,管 理 ・運用基準,本 人確 認 手続

き等 につ いて調査 ・研 究 を行 ってお ります。

・調 査 部^一

1.高 度 情 報 ネ ッ トワ ー ク社 会 に 関 す

る調 査研究

本事業は,ユ ーザニーズに応えた情報通信

サー ビスのあり方について検討することを目

的としています。

12年度は,NTTド コモのiモ ー ドが爆発的

に加入者 を増や しているように,携 帯電話機

を利用 したサービスこそがユーザにとって最

も手軽で使いやすいと考えられるため,前 年

度 までの検 討 ・調 査 を踏 まえ,東 京工業 大学

今 田高俊教授 を委 員長 に委員会 を設置 し,ユ
ーザ に とって利用 しやす いモバ イルサ ー ビス

につ いて,そ の コ ンテ ンツや ネ ッ トワー ク イ

ンフラお よびア クセ ス手段 等 の利 用環境 につ

いて検 討 を行 ってい ます。特 に2001年 に は次

世代 の携 帯電話 サ ー ビスが 開始 され るこ とか

ら,こ の動向 を睨 みつつ専 門家か らの ヒア リ

ングを併せ 行 う予 定 です。

2.情 報 化 白 書2001年 版 の 編 集

2001年 版 白書 の編 纂 に向 けて,「 情 報 化 白

書編 集 専 門委 員 会」(主 査:廣 松 毅 東 京大

学 教 授)を2回 開催,総 論 テーマ と骨 子,各

論 の構 成 内容等 の検討 を行 い ま した。 これ に

基づ く編集 計画案 を「情 報化 白書編 集委員会 」

(委員 長:石 井 威 望東 京大 学 名誉 教授)に

おい て審 議 し,指 摘 事項,ご 意見 を踏 まえ て

原稿 を作 成す る こ とと して執 筆活動 を開始 し

ま した。

2001年 版 白書 は,21世 紀 に入 る節 目の時期

にあ た るこ と もあ り,各 論構 成 を中心 に大 幅

な刷 新 を図 る こと と して,従 来の編立 て(情

報化編,情 報 産業編,環 境 ・基 盤整備編 ,国

際編)か らフラ ッ トな10の 部立 て に組 み替 え

てお ります。構成 内容 は よ りユ ーザ の実態 を

重視 した もの に,ま た装 丁 面 で も,「 薄 く,

安 く,わ か りやす く」 をモ ッ トーに全体 の ボ

リューム を減量 して,図 表 を極 力活用 して ビ

ジュ アルにわか りやす くす る ことを 目標 に し

てい ます。

総 論 テ ーマ は,"IT社 会 と個"に 焦 点 を当

て る予定 です。IT革 命 の本 質 は何 か を情報 化

の歴 史 的 な流 れ の 中で と らえ,ITに よって

21世 紀 の社 会 は,個 は どう変化 して い くか,

また,ど うあ るべ きか を具体 的 に ま とめ るこ



とと してお ります 。

3.InformatizationWhitePaper2000

Editionの 発 刊

情 報化 白書2000年 版 の一部 を抜 粋 して英訳

した英文 白書 「lnformatizationWhitePaper

2000」 を9月 に刊行 しま した。総論 「21世紀

情 報化 の展 望 と課題」全 文 のほか,産 業 情報

化,コ ンテ ンツ,イ ンター ネ ッ トビジ ネス,

情 報産業 の動 向,通 商 産業省 にお ける2000年

度情報化 関連施 策,情 報 処理技術 者試験 の状

況,統 計 デ ー タで構 成 して い ます。 わが 国情

報化動 向の海外 向 け紹介 資料 と して ご利用 い

ただ くこ とを 目的 に編纂 してお り,全97ペ ー

ジ,定 価6,000円 で 当協 会,政 府刊 行 物 セ ン

ター等 で頒布 して い ます。

た,電 子 商取引 は,新 しい デ ジタル情報 通信

技術 の 開発 と応用 の 中心 とな って お り,こ れ

を重 点 的取 組 みの 中で も主要 な ものの一つ と

位 置付 けてお ります。

フ ラ ンス に関 して は,今 年 の7月,ジ ョス

パ ン首相 が発表 した情 報技術 政策 につい て と

りま とめ ま した。 デ ィジ タ ル ・デ ィバ イ ド

(情報格 差)の 解 消 に30億 フラ ン,研 究 開発

に10億 フランを投入す ることを決定 しました。

5.日 独 情 報 技 術 フ ォ ー ラ ム

2000年10月8日 か ら11日 まで,三 重 県志 摩

郡磯部 町で,第13回 目独情 報技術 フ ォー ラム

が 開催 され ま した。 詳細 につ きま しては本 誌

JIPDECREPORTの 「第13回 目独情 報技 術 フ

ォー ラムの報告」 をご覧 くだ さい。

4.主 要 国 に お け る 情 報 政 策 に 関 す る

調 査 研 究

米 国 に関 しては,米 商務省が,6月 に 「ディジ

タル ・エ コノ ミー2000年 」(DigitalEconomy

2000)を 発表 しま した。 この レポー トでは,

IT関 連 産業 は,米 国経 済 の第一 の駆 動力 で あ

る こ と,イ ン ターネ ッ トは,経 済再 生 の原 因

で もあ り結 果で もあ る こと,技 術 進歩 に よ り

コ ンピュー タ と通信 の コス トが劇 的 に低 下 し

たこ と等 と述べ てお ります。

ドイツとフランスのIT政 策の現状 をとりま

とめました。

ドイツに関しては,ド イツ連邦政府の情報

技術政策を担当しているのは,主 に連邦経済

技術省 と連邦教育研究省の二つの省でありま

す。連邦経済技術省と連邦教育研究省 との共

同で1999年9月,行 動計画 「21世紀の情報社

会 における革新 と雇用」を発表しました。ま

6.情 報 化 に 関 す る 海 外 向 け 広 報 活 動

(JlQ)

わが 国の情報 通信 産業 及 び情報 化一般 の最

新 の動 きを海外 に紹 介す る ため,英 文季刊 誌

JIPDECInformatizationQuarterly(JIQ)を 発

行 して い ます。

最 近 の号 で は,No.119で,ICカ ー ドをテー

マ に,日 本 で の利 用状況 や電子 マ ネー な ど新

しい アプ リケー シ ョンでの実用 化 に向 けた実

験 プ ロジ ェ ク トや研 究 開発状 況,No.120で,

日本 の情 報通信 産業 をテー マ に,情 報 サ ー ビ

ス産業,電 子機 器製造業,電 気 通信事 業,放

送事 業 の各市場 規模,No.121で,情 報化 人材

育 成,No.122で,こ れ まで の電 子商取 引推進

事 業の 成果 につい て取上 げてい ます 。次号 で

は,当 協 会 が今 年2月 に実施 した 『個 人ユ ー

ザ ーのネ ッ トワーク利 用 に関す る調査 』 の調

査 結果 の概要 を紹介す る予定 です。
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7.情 報化 月間 の開 催

平成12年 度の情報化月間は,10月2日(月)

に東京全 日空ホテルで「情報化月間記念式典」

(主催:情 報化月間推進会議 議長 井川博

(財団法人 日本情報処理開発協会 会長))を

幕開けの行事 として挙行 されました。情報化

の促進に多大な貢献のあった個人,企 業等へ

の通商産業大臣,郵 政大臣,運 輸大臣,総 務

庁長官による表彰,優 秀情報処理 システムへ

の情報化月間推進会議議長の表彰および全国

高校生 ・専門学校生プログラミング ・コンテ

ス トの入選者への通商産業大臣からの表彰が

行なわれました。

また,全 国各地で講演 会,展 示会等のさま

ざまな行事が開催 され,多 数の来場者があ り

ま した。 なお,詳 細 につ き ま して は本誌

JIPDECREPORTの 「平成12年 度情報化月間」

をご覧 くだ さい。

技術企画部

1.ネ ッ トワ ー ク エ ー ジ ェ ン トに 関 す

る 調 査 研 究

ネ ッ トワークエー ジェ ン トは,ユ ーザ の代

理 と して他 の ソフ トや人 間 と交渉 な どをす る

新 しい タ イプの ソフ トウェア として特徴 付 け

られ,人 間 を取 り巻 く情報環境 が複雑 ・多様

化 す る今 後 の情 報化社会 において,エ ー ジェ

ン ト技術 は人 間の活動 を支援す るため に不 可

欠 な技術 です。

本調査研 究で は,ネ ッ トワー クエー ジェ ン

ト技術 について技術 的側面 と産業 ・社 会 的側

面 に またが る ビジ ョンとア クシ ョンプラ ンを

提 言 す るこ とをめ ざ して い ます。

現 在,「 ネ ッ トワー クエ ー ジェ ン ト技術 委

員 会(委 員 長:西 田豊 明 東 京大 学 大学 院教

授)」 で は議 論 を よ り深 め るため に分科 会 方

式 を と り,次 の4分 科 会 を設 けて検討 を進 め

てい ます。

SIGI:技 術体系 化.先 進 テ クノ ロジー

SIG2:プ ラ ッ トフ ォー ム,標 準化

SIG3:ア プ リケー シ ョン,ビ ジネスモ デル

SIG4:イ ン タフェース,コ ミュニ テ ィ,

仮想社 会

また,上 記委 員会 では委員 お よび講 師 に よ

る講演 を含め て 「仮想社 会」 や 「エ ー ジェ ン

ト技術 とベ ンチ ャー ビジ ネス」 につ いての討

議 ・検討 を行 ってい ます 。

さ らに,情 報技 術 普及啓蒙 の ための小冊子

「情 報技術 の研 究 開発Webサ イ ト集」 第8号 を

9月1日 付 にて発 行 しま した。

今後 は,委 員 会/分 科会 での検討 結果 を報

告 し外部 参加者 との意 見交換 を行 うため に,

平 成13年1月24日(水)に 「ネ ッ トワ ー クエ

ー ジェ ン ト技 術 に関す るワー クシ ョップ」 を

開催 す る予 定で す。

2.平 成12年 度 事 業:産 学 官 研 究 開 発

コ ミ ュ ニ テ ィに 関 す る構 築 ・運 用

電 子 情 報 通 信 技術 に関 す る 自由 な情 報 収

集 ・提 供お よび意見 交換 な どを行 う研 究開発

情 報 イ ンフラ と して,WWWサ ーバ に よる産

学 官 研 究 開 発 コ ミュ ニ テ ィ(http://www.

gip.jipdec.or,jp/)の構 築 ・運用 を引 き続 き行 っ

てい ます 。電子情報 通信 の分野 に関 す る最新

情報 を提供 す る 「LatestNews」 で はほぼ毎 日

デ ー タを更新 してお り,ま た,研 究 開発 や イ

ベ ン ト,出 版 等 諸 々 の ニ ュ ース を提 供 す る

「BBS」,産 学 官 の研 究交 流 に関す るニ ュース

を提 供 す る 「TechnologyMap」 も適 時更新 を

行 ってい ます。
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また,今 後 の産学 官研 究開発 コ ミュニテ ィ

の新 たな方向性,新 プロ ジェ ク トへ の転換 な

どを検討 す る際 の参考 とす るため,現 在 の利

用状 況 やユ ーザ の要求 や生 の意 見 を把握 す る

目的 で,Web上 で のユ ー ザ ー ア ンケ ー トを

7/3よ り7/24ま で実 施 しま したが,合 計91件

もの ご回答 をい ただ きま して,そ の集計結果

を8月22日 よ りペ ー ジ上 で公 開 してお ります。

さ らに,現 在 手作 業 にて行 ってい るLatest

Newsの ニ ュー ス ソー ス の収集 ・編 集 ・整 理

を,半 自動 的 に行 うニ ュース デー タ自動登 録

システ ムを開発 してお り,こ れが実現す るこ

とに よ り,さ らに迅 速か つ充実 したペ ー ジが

提供 で きる予定 です。

今 後 は,ユ ーザの皆 さんの御 意見 や御要望

にで きるだ け答 え得 る よ う,運 用面 で の強化

充実 を図 る一 方,全 国の産学 官共 同研 究機 関

との密接 な連携 に よる情報交 換 を行 い,産 学

官の研 究 開発情 報 の さ らなる有効活 用が実現

で きるようなペー ジを目指 してい く予定 です。

3.ア ドバ ン ス ト並 列 化 コ ンパ イ ラ技

術 の研 究開発

新エネルギー ・産業技術総合開発機構から

「アドバンス ト並列化コンパイラ技術」の研

究開発業務を受託しました。本プロジェク ト

は,3年 間計画で9月 にス ター トしています。

3年 間の研究開発 により,プ ログラム とデー

タを様々なサイズに階層的に自動分割 して,

実行時間が最小 となるようにプロセッサに分

配する自動マルチグレイン並列化技術,並 列

化チューニ ング技術,及 び並列化 コンパイラ

の性能評価技術を開発 します。目標として,

既存の単一粒度での並列性抽出を行う自動並

列化コンパイラに比較 して概ね2倍 以上の性

能向上 を目指 しています。

本年度はマルチプロセッサシステムを用い

た並列処理において,プ ログラムを様 々なサ

イズに自動分割 して各プロセッサへ均一な分

配とスケジューリングを行う自動マルチグレ

イン並列化技術,高 速処理 を可能 とする対話

型チューニング技術,及 び並列化 コンパ イラ

の性能評価技術の開発に着手いたします。

本プロジェク トは,ミ レニアムプロジェク

トにおける官民共同研究開発プロジェクトの

一つであり
,工 業技術院新規産業創出型産業

科学技術研究開発制度(産 技制度)の もとに

研究開発の運営 を図るために 「アドバンス ト

並列化コンパイラ技術研究体」を設けていま

す。研究開発責任者 としての笠原博徳教授

(早稲 田大学理工学部)の もとに,当 協会 は

同研究体の管理法人としてプロジェクトの運

営にあたります。当協会は㈱ 日立製作所及び

富士通㈱から研究員を出向で受入れました。

なお,共 同研究先 として早稲 田大学,工 業技

術 院電子技術総合研究所,再 委託先 として電

気通信大学,東 京工業大学,東 邦大学で構成

されてい ます。

産技制度初めての試みとして,地 理的に離

れていてもネッ トワーク等を活用することに

より,PLの 指導 に基づ き一元的に管理で き

る環境下での「ネットワーク集中研究所方式」

を採用 し,コ ンピューティングパワーの有効

活用及び研究開発の効率化を図ることにして

います。
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中 央情報教育研究所所

中央情報教育研究所(CAIT)で は,高 度

情報化人材の育成のために次の研修事業,調

査研究事業お よび普及啓蒙事業 を実施 してい

ます。

1.平 成12年 度 下期 研 修 事業

(1)情報化人材育成研修

本研修は,産 業構造審議会の提言(平 成11

年6月 の中間報告)に 基づ く,新 たな人材像

に沿ったモデル的な研修を実施する予定です。

本年度の下期(10月 ～3月)に 開催する研

修は,表1の とお りです。

表1研 修下期日程

コー ス名 期 間 日 数

1.シ ス テム監査 関連

① 総合的情報 セキュリテ ィ点検 とシステム監査 H12.11.15 1日 間

② 個人情報保護とシステム監査 H12.11.21 1日 間

③ アウ トソーシングのシステム監査 H12.11.6 1日 間

2.プ ロジェ ク トマ ネー ジ ャ関 連

①C/Sシ ステム開発 におけるプロジェク ト管理 H12.11.20～21 2日 間

② プロジェク ト管理総論 H13.1.22～24 3日 間

③ 協力会社管理 H13.1.29～30 2日 間

④ プロジェク トの進捗管理 Hl3.2.5～7 3日 間

⑤ プロジェク トの品質管理 Hl3.3.1.～2 2日 間

⑥ プロジェク トにおける組織要員管理 Hl3.2.19 1日 間

3.ア プ リケ ー シ ョンエ ンジニ ア関連

① ア プ リケー シ ョンエ ンジニ ア H12.11.2～H13.2、9 24日 間

② 構造化 アプローチによるシステム設計 H13.2.13～15 3日 間

③ データ中心 アプローチによるシステム設計 H13.3.12～14 3日 間

④ オブジェク ト指向によるシステム設計 H13.3.5～7 3B間

4.ネ ッ トワ ー ク 関 連

① ネ ットワーク通信技術 H13.2.14～16 3日 間

②LANの 要求定義 ・設計 ・構築 ・評価 Hl3.2.21～23 3日 間

5.デ ー タ ベ ー ス 関 連

① デー タベースの基礎理論 H13。2.5～6 2日 間

② データベースシステムの設計 と運用 H13.2.26～28 3日 間

6.個 別 テ ー マ

① 提案型設計行動力修得 H13.2.21～.23・ 3日 間

② システム営業SEの 基本 と実際 H12.11.16～17 2日 間

③ 情報化人材の育成 と管理 セ ミナー H12.12.5 1日 間

④ 企業内教育の効果的な仕組みと進め方 H13⊥29～31 3日 間

7.ヒ ュ ー マ ン ・ス キ ル 関 連

① ネゴシエーション能力 Hl3.3.7～9 3日 間

② 顧客ニーズ把握 インタビュー技法 Hl3.2.5～6 2日 間

③ 企画のためのアイディア発想法 Hl3.2.14～16 3日 間

④ 問題発見 ・解決技法 H13.2.7～9 3日 間
●
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(2)情報処理技術インス トラクタ等研修

本研修は,情 報処理教育に携わるインス ト

ラクタ等(情 報処理教育推進指導者)の さら

なる資質の向上 に向けて,研 修内容の改善や

新規 コースの開発を図りながら毎年継続して

実施しています。

本研修には,情 報処理技術 インス トラクタ

研修 と企業内研修リーダ養成研修の2種 類が

あ ります。前者は,情 報処理専門学校 や高等

学校等の教員および企業等における情報処理

教育担当者等の方々を対象に指導上のポイン

トや技術 ・知識の修得を,後 者は,地 方 にお

ける情報処理教育推進指導者等の方々を対象

に技術 ・知識等の修得を,そ れぞれを主 目的

にして実施 しています。

① 情報処理技術インス トラクタ研修

本年度下期(10月 ～3月)に 開催予定 の研

修 は,表2に 示す とお りです。

また,平 成10年 度 に作 成 したマルチ メデ ィ

アコ ンテ ンツ教材 「情 報 リテ ラ シー教 育支援

者 お よび情 報 リテ ラシ ー教 育 指 導 者 育 成 教

材」(CD-ROM教 材)と,イ ン ター ネ ッ トを

効果 的 に統合 したマルチ メデ ィア教育 シス テ

ムの総仕上 げ とな る以下 の 「JIT(JustInTime)

教育 システ ム コース ・ス クー リング」

ア.「e－ ラ ーニ ングで学 ぶパ ソ コ ン教 育

法 コース」

イ.「e－ ラーニ ングで学 ぶパ ソ コ ン環境

整 備 ・運 用法 コー ス」

を,本 年 度下期 で は1月 下 旬 のみ1回 の 開催 に

な ります 。(学 習 管 理 シ ス テ ムへ の登 録 は,

随時受 け付 けて い ます。)

② 企業 内研修 リー ダ養成研 修

本研修 は,す べ て地域 ソフ トウェアセ ンタ

ー に委 託 して実施 して い ます。(本 年 度 は15

社 に委託 して い ます。)

表2情 報処理技術インス トラクタ研修の下期日程

コー ス 名 期 間 日 数

●教育エ ンジニアコース
・教育 エ ンジニ ア ～ イ ンス トラ クシ ョン業務 ～ Hl3.3.5～9 5日 間

・教育心理学入門 H13.3.27～29 3日 間

●指導法コース
H12.12.4 1日 間

・基本情報技術者育成のための指導 ポイ ント

・ソフ トウェア開発技術者育成のための指導 ポイント

H13.1.15

H12.12.5 1日 間

H13.1.16

・C言語 プログラミング入門とその指導法 H13.2.26～3.2

H13.2.1～2(東 京)

5日 間

●初級 シスア ド/基 本情報技術者の解説 とその指導法
～スキル標準から育成 カリキュラムまで～

Hl3.2.15～16(大 阪)

H13.2.20～21(熊 本)

H13.3.15～16(仙 台)

2日 間

●JIT教 育 シス テム コー ス ・ス クー リ ング
・e－ ラ ーニ ングで学 ぶパ ソコ ン教 育法 H13.1.31～2。1 2日 間
～情報 リテラシー教育指導者教材学習者向けスクーリング

・e－ ラ一二 ングで学 ぶパ ソ コン環 境整 備 ・運 用法 Hl3.1.29～30 2日 間
～情報リテラシー教育支援者教材学習者向けスクーリング

● シス テム ア ドミニス トレー タコース
・Ac㏄ss2000を 使 っ たデー タベー スの基礎 Hl2.12.25～26 2日 間
～基本概念からデー タベース構築まで～
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コー ス名 期 間 日 数
● イ ン ター ネ ッ ト ・Web構 築 コー ス
・Webマ ス ター入 門 ～HTML入 門 編 ～

Hl3.3.6～7 2日 間
・Webマ ス ター入 門～HTMLと ス タイル シー トで作 る

「企画提 案 書 ・仕様 書」 ～

Hl3.3.1～2 2日 間

・XML入 門
Hl2.12.4～5 2日 間
Hl3.2.7～8

・CGIPeal入 門
H12.12.7～8 2日 間

H13.2.14～15
・Linuxに よ るイ ン ター ネ ッ トサ ーバ構 築

～初 め て学 ぶLinuxに よるSOHO向 け サ ーバ構 築 ～
H13.3.21～22

Hl3.3.26～27

2日 間

・WWW環 境でのデー タベースサーバの構築
Hl3.3.29～30 2日 間

～PostgreSQL/PHP/Apacheの 活 用 ～

・ASPに よ るWebア プ リケー シ ョン開発 入 門
Hl3.3.10～11 2日 間

● プロ グ ラ ミングコー ス
・VisualC++の 実 践 演 習(基 礎)

・VisualC++の 実 践 演 習(応 用)

・実践 的Javaプ ロ グラ ミン グ入 門

・実践 的Javaプ ロ グ ラ ミン グ応 用

・JavaWebア プ リケー シ ョン(デ ー タベ ース
,サ ー ブ レ ッ ト)

・ExcelVBAア プ リケー シ ョン作 成 の ため の基礎

m3.3.22～23

Hl3.3.26～27

H13.2.22～23

H13.2.26～27

Hl3.3.15～17

H13.1.18～19

2日 間

2日 間
2日 間
2日 間

3日 間
2日 間

● プロに聞 くシリーズ
・e－ ビジネス のABC

～ ビ ジ ネス企 画か ら実践 ・人材 育成 まで ～
H13.2.5

H13.3.12

1日 間

・Javaの 最 新 動 向 につ い て

～エ ン ター プ ライズ ・アプ リケー シ ョンの構 築 モ デ ル～
Hl3.2.20 1日 間

●技術者向け学習ポイント
・初級 シス テム ア ドミニス トレー タコース

Hl2.12.11～12 2日 間
Hl3.35～6・基本情報技術者コース
H12.12.13～14 2日 間
H13.3.7～8

・ソフ トウ ェア開発技 術者 コー ス
H12.12.15～16 2日 間
Hl3.3.9～10

研 修 内容 は,以 下 に示 す ような コース区分 で

実施 して い ます。

・システ ム開発技 法 関連 コース

・ネ ッ トワークの構 築 ・管理技 術 関連 コース

・デ ー タベース技術 関連 コース

・プ レゼ ンテ ーシ ョン技 法 関連 コース

・情報 処理利 活用技術 関連 コース

・その他 関連 コー ス

研 修 内 容 や研 修 時 間 等 の 詳 細 につ い て は,

教 務 第 一 課(TEL:03-5531・ ・0175～6)ま で お

問 い 合 わ せ い た だ くか,CAITホ ー ム ペ ー ジ

(httP:〃www.cait.jipdec.or.jp/)を ご覧 くだ さ い。

2.調 査研 究事 業

(1)情報処理教育実態調査

わが国における情報化人材育成に関する現

状および最新の情報技術(IT)働 向等 をタイ

ム リーに把握 し,公 表することにより,わ が

国の情報化人材育成施策の検討に資すること

を目的に以下の調査を実施しています。

①ITベ ンダー(情 報サービス産業等)お よ

びユーザ企業等の情報 システム部門,人

材育成担当部門を対象 としたアンケー ト

調査。

1)情報化人材の過不足と今後の技術ニーズ,

2)組織内における情報化人材の育成の現状,

3)教 育界 に対 す る要望 に関す る情報収
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集 ・分析。

② 企業に所属する技術者個人を対象とした

アンケー ト調査

技術者個人のスキルアップに関わる学

習活動の現状に関する情報収集 ・分析。

③ 情報系の学部 ・学科を持つ学校等教育機

関(大 学,専 門学校)を 対象 としたアン

ケー ト調査

学校教育の情報系科目の教育内容と教

育界と企業との関連の現状等に関する情

報収集 ・分析。

(2)教科研究調査

本事業では,標 準 カリキュラムに則 して情

報処理技術者の効果的な育成を図っている専

門学校およびその他教育機関の情報処理学科

を 「情報化人材育成学科」として通商産業省

が認定する 「情報化人材育成認定制度」の支

援作業を実施 しています。

本年度は更新学科のみの受付けとなり,1

類(3年 制)学 科が12学 科,llvaA(2年 制)

が10学 科,そ れぞれ更新 され ました。 この結

果,1類 の有効認定学科(平 成10年 度～平成

12年 度)は20学 科,H類Aの 有効認定学科

(平成11年 度 ～平成12年 度)は20学 科 とな り

ました。

(3)国際化 に対応 した情報処理技術者 の育成

に関する調査研究

海外の情報化人材育成の実態に関する情報

を収集し,日 本の情報化人材育成の実態や施

策 と比較 ・分析することにより,わ が国の国

際化 に対応する情報化人材育成施策の検討に

資することを目的にしています。

具体的には,昨 年度東南 アジア各国で実施

した情報化人材に関するアンケー ト調査をも

とに,国 際相互比較を実施 しています。また

海外の情報化人材育成のためのスキル標準の

情報を収集 ・分析する予定です。

(4)情報化人材育成に関する調査研究

国内外における情報化人材育成を実践する

ための基盤的な調査,情 報化人材の能力指標

であるスキル標準開発のための基礎調査およ

び人材育成に必須な育成カリキュラムの作成

等,企 業を中心 とした情報化人材育成活動を

支援することを目的に,以 下の事業を実施 し

ています。

① 高度情報処理技術者育成指針に関する調

査研究

平成11年6月 の産業構造審議会情報産業

部会情報化人材対策小委員会中間報告に対

応した情報処理技術者スキル標準開発のた

めの基礎調査および評価等に関する調査研

究。

② 情報化人材育成のための基盤整備

東南 アジア地域 コンピュータ連合(SE

ARCC)諸 国等 を対象 にした情報化人材育

成状況等の関連資料の収集 ・分析。

③ 新しいrr人材育成カリキュラムの開発

当研究所が開発 しています 「情報処理技

術者スキル標準」に準拠 した 「IT人材育成

カリキュラム(仮 称)」 の開発。

(S)`lff報化人材育成のための応用調査研究

昨年度から,職 場での情報化 を推進す る人

やインス トラクターを目指す人を対象とした

「情報 リテラシー教育指導者/支 援者」CD-

ROM教 材(購 入等 については巻末広告ペ ー

ジを参照 して下さい。)と その学習管理 シス

テム等 か ら構成 される 「JIT教育 システ ム」

(商標登録済)の 試行的運用 を実施 してお り

ます。本年度 も試行的運用を実施 しながら,

これまでに企業並 びに広 く一般からの利用を

前提にした 「IT関連素材データベース」 を構

築 し,1月22日 か らオープンしてお ります。
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URLhttp://pc6.jit2.unet.ocn、ne.jp/sozaidb/user/

(6)遠 隔学 習 シス テ ムの利 用 促 進 に関 す る調

査研 究

最 近各種分野 で 開始 されつつ ある遠 隔学 習

サ ー ビス(WBT等)に つ い て,情 報 技 術

(IT)を 主体 に,そ の 学 習 内容,制 約 条件,

利 用状況,利 便性 等 に関す るサ ー ビス機 能や

コ ンテ ン ツ内容 等 に関 す る情 報 を調 査 しま

す。その 中か ら主要 な学 習サ ー ビス を対 象 に,

ヒア リ ング調査,実 利 用調 査 等 を実 施 して,

中立 的 な立場 で評価 を行 い,そ の結 果 の一部

を公 開す る予 定です 。評価 にあ たっ ては,前

年度事 業 「新技術 を利用 した情 報処 理技術教

育 システ ムに関す る調査研 究」 で設 定 した評

価 項 目を見直 し,新 たな観 点 か らの評価 項 目

を追加 ・改善するな どして実施する予定です。

これ まで,IT分 野 を中心 に遠 隔学習 サ ー ビ

ス を調査 し,ヒ ア リ ング調査,実 利 用調査 の

対象 サ ー ビス を検討 してい ます。 また,評 価

項 目の見直 し作 業 を行 って,シ ステ ム機 能お

よび コース に関す る評価 項 目の設定 を行 い ま

した。

今後,対 象 サ ー ビス を選定 して,新 た に設

定 しなお した評価 項 目を用 い て ヒア リング調

査,実 利 用調査等 を実施 して評価 を行 い,そ

の結 果 は報告書 に と りまとめ る と ともに,一

部 を当財 団 中央情 報教 育研 究所 のホ ームペ ー

ジ上 に公 開す る こ とに してい ます 。 こ う した

評価 情報等 の一部 を公 開す るこ とによ り,学

習者 が遠 隔学習サ ー ビス を選択す る にあ たっ

ての判 断情報 に利用 で きるばか りか,一 方 で

はサ ー ビス提供 者が シス テム機 能 や コ ンテ ン

ツ等 の改善 に役 立 てる こ とがで きる ようにな

ります 。

3.普 及 啓 蒙 事 業

(1)情 報処理 教育機 関等 に対 す る普及啓 蒙

産業界 のニ ーズ に即 した情報 処理技術 者教

育 の推進 と,地 域 にお け る情報処 理技術者 の

育 成 を活性 化 し地域 のITの 推 進 に資 す る た

め,情 報処理専 門学校 の教 職員 や企業 にお け

る情報 処理教 育担 当者 を対 象 に した 「地域 交

流 セ ミナー」 お よび情 報化 人材 育成学 科認 定

校 を対 象 に した 「研究 交流会」 を開催 す る予

定 です 。

(2)「 情報 処 理 技術 者 ス キ ル標 準 」 準 拠 の カ

リキ ュ ラム ・テキス トの開発

① 「IT人材 育成 カ リキ ュラム(仮 称)」

の 開発

現 在 開発 中 の カ リキ ュ ラム は,以 下 の と

お りです。

・基 本情報技 術者(旧 第二種)

・ソ フ トウ ェ ア開発 技 術 者(旧 第一 種 お

よびプロ ダクシ ョンエ ンジニアの一部)

・テ クニ カルエ ンジニ ア(デ ー タベ ー ス)

(旧 デ ー タベ ース)

・テ クニ カルエ ンジニ ア(シ ス テム管理)

(旧 システ ム運用 管理)

・テクニ カルエ ンジニ ア(エ ンベ デ ッ ド)

(旧 マ イ コン応 用 シス テム)

・初 級 シス テム ア ドミニス トレー タ(旧 シ

ステム ア ドミニ ス トレー タ)

・システ ム監査 技術者(旧 シス テム監査)

② 新版 「初級 システ ムア ドミニ ス トレー タ

テキス ト」 の 開発

新 た な初 級 シス テ ム ア ドミニ ス トレー タ

育 成 カ リキ ュ ラム に準 拠 した テキ ス トを

開発 してい ます。

また,当 研 究 所 が監 修 してい ます基 本 情

報 技術 者 テ キ ス トは,コ ン ピュー タ ・エ

ー ジ社 か ら新 た に出版 され
,販 売 され る
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予 定 で す 。

③ 開 発 状 況 や購 入 等 の 問 い 合 わせ 先

調 査 企 画 部 普 及振 興 課(TEL:03-5531-0177)

ま で お 問 い 合 わ せ い た だ くか,CAITホ ー

ムペ ー ジ(http://www.cait.jipdec.or.jp/)を ご

覧 くだ さい 。

一情報処理技術者試験センター一

1.平 成12年 度 情 報 処 理 技 術 者 試 験 の

実 施

4月16日 に実施 しま した,平 成12年 度春期

情報処理技術者試験の状況 を紹介 します。ま

た,10月15日 に実施 した秋期試験 につ きま し

ては,ま だ,合 格発表 に至ってお りませんの

で,応 募状況 を紹介 します。

◎ 概 要

情報 処理技術 者試験 は,昭 和44年 の第 一 回

か ら数 えて今 年 で32年 とな り,応 募者総 数 は

934万 人 を超 え ま した。平 成12年 度春 期 まで

の合格者総 数 は約88万 人です。平 成12年 度 の

応 募 者総 数 は784,906人 で,過 去最 高 の応募

者数 とな りま した。

前年 度 に比 べ,79,937人(11.3%)増 加 とな

ってい ます。

◎ 平 成12年 度春期 情報処 理技術者 試験

応 募者 数 は379,632人(前 年 同期 比14.6%

増),受 験者 数 は247,309人(同14.2%増),受

験 率 は65.1%,合 格 者 数 は42,405人,全 体 の

合格 率 は17.1%で した。

情報処 理技術者 試験 セ ンター のホー ムペー

ジで の合 格 者 の発 表 は二種,ADが6月1日,

一種
,PM,SM,PE,DB,ME(以 下,高 度

表1平 成12年度春期情報処理技術者試験実施結果

試験区分 応募者数 受験者数 合格者数 合格率

プロジェクトマネージャ 12,862 6,564 519 7.9%

システム運用管 理エンジニア 4,593 2,446 178 7.3%

プロダクションエ ンジニア 15,278 9,197 634 6.9%

データベ ーススペ シャリスト 17,092 9,325 818 8.8%

マイコン応 用システムエンジニア 2,685 1,805 195 10.8%

第一種情報処理技術者 97,613 62,282 9,721 15.6%

第二種情報処理技術者 135,878 90,991 10,190 11.2%

初級 システムアドミニストレータ 93,631 64,699 20,150 31.1%

合 計 379,632 247,309 42,405 17.1%

試験 とい う)が6月30日,官 報掲 載 は そ れぞ

れ6月23日 と7月6日 で した。

◎ 高度試験(PM,SM,PE,DB,ME)

応 募者 数 はPM,SM,DBで 昨 年 を上 回 り

PE,MEで 昨 年 を下 回 りま した。応募 者 数 の

伸 び が 高 い試 験 区 分 はDB(15.4%),SM

(10.1%)で した 。

合 格 者 の 平 均 年 齢 はPMが37.2歳,SMが

35.9歳,PEが29.1歳,DBが30.7歳,MEが

33.0歳 で,平 成11年 度 春 期 と比 較 す る とそ れ

ぞ れ 一〇.4歳,十 〇.9歳,-0.1歳,-0.1歳,十

〇.7歳 とな りま した 。
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◎ 第一種 情報 処理技術 者試験(一 種)

応 募者 数 は97,613人 と前年 同期比9 .1%増 加

しま した。 合 格 者 数 は9,721人,合 格 率 は

15.6%で,そ れぞ れ4,083人,5 .7%増 加 とな り

ま した。合格者 の平均 年齢 は26 .9歳 と0.4歳 高

くなってい ます。

社 会 人 と学生 の比 較 では,社 会人 の合格率

が14.1%に 対 し学 生 は25 .1%と 学 生 が社 会 人

を上 回 りま した。学生 で全体 の合格 率 を上 回

っ たの は,大 学 院 の325% ,大 学 の27.8%,

高専 の25.8%,専 修学校 の18.3%で した。

◎ 第 二種 情報処理 技術 者試験(二 種)

応募 者数 は135,878人 と前 年 同期 比14.2%増

加 しま した。合 格者 数 は10,190人,合 格 率 は

11.2%で,そ れぞれ2,838人,4 .9%減 少 とな り

ま した。 合格者 の平均 年齢 は245歳 と平 成10

年度春期,平 成11年 度春期 と同 じで した。

社会 人 と学生 の比 較 で は,社 会 人 の合 格率

が11.1%に 対 し学 生 は11.3%と ほ とん ど差 が

あ りませ んで した。学生 で合格率 が高 いの は,

大 学 院 の24.1%,大 学 の13.9%で す 。専 修 学

校 の合格 率 は,9.8%で した。

◎ 初 級 シス テ ム ア ドミニ ス トレー タ試 験

(AD)

応募 者 数 は93,631人 と前年 同期 比27.1%増

加 しま した。合格 者数 は20,150人,合 格 率 は

31.1%で,そ れ ぞれ19,961人 増 加,3.3%減 少

とな りま した。合格 者 の平均 年齢 は29 .6歳 と

05歳 低 くな りま した。

社会 人 と学生 の比較 で は,社 会 人の合格率

が33.7%に 対 し学生 は23.8%と 社 会 人の 合格

率 が高 くなってい ます 。学生 で全体 の合格率

を上 回 った の は,大 学 院 の51 .89。だ けで す 。

専 修学校 の合格 率 は,12.0%で した。

◎ 平成12年 度秋 期情報 処理技 術者試験

応 募者 数 は405,274人(前 年 同期比8.5%増)

と,初 め て40万 人 を突破 しま した。試験 区分

別で は,ネ ッ トワー ク,初 級 システ ムア ドミ

ニス トレー タ,二 種 の応 募者 数が増 加 してい

ます。 なお,合 格発表 は,第 二種,初 級 シス

テム ア ドミニス トレー タ試験 につ いて は12月

上 旬,そ の他 の 試験 区分 は平 成13年1月 下旬

を予 定 してい ます 。

表2平 成12年度秋期情報処理技術者試験応募状況

試験区分 応募者数 前年比

システムアナリスト 6,822 0.6%

システム監査技術者 4,026 一8.4%

アプリケーション 24,632 一1.1%

ネットワーク 70,869 17.9%

第二種情報処理技術者 162,382 3.9%

上級 システムアドミニストレータ 8,245 一1.4%

初級 システムアドミニストレータ 128,298 13.7%

合 計 405,274 8.5%
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2.情 報 処 理 技 術 者 試 験 制 度 の 改 定 に

つい ての検討

前号(No.103)で ご紹介 したとお り,6月

19日 に試験制度の改定内容を公表 しました。

情報システムとの関わりの観点から試験区分

を改組 ・整理 したことや,大 所 ・高所か ら試

験の在 り方を検討する評議委員会を設置した

ことなど,大 きく制度 を改定 しました。

さらに,評 議委員会では情報公開,国 際展

開などについて今後 も継続 して検討していく

ことになっています。

3.情 報 処 理 技術 者 試 験 に 関 す る国 際

交 流 の推進

(1)アジアでの情報処理技術者 の育成,国 境

を越 えた技術者へのニーズの高まりから,ア

ジアの国々にとって客観的指標 となる評価基

準を構築 していくことは極めて有意義なこと

です。アジア各国が主体的に情報処理技術者

の育成 ・評価プログラムを導入 していく際に

は,試 験セ ンターでは情報処理技術者試験実

施のノウハウ,経 験を活か し,支 援 していき

ます。

(2)東南 アジアの情報処理技術者の育成 に貢

献するため東南アジア地域コンピュータ連合

(SEARCC)情 報処理技術 者育成標準 部会

(SRIG-PS)の 活動 に協力 してい ます。 この

度,フ ィリピンで開催 されたSRIG-PSの 会議

に職員 を派遣 し,日 本の情報処理技術者試験

の統計分析結果の紹介などを通じ,活 動に協

力 しました。

〔フィリピン〕

・期 間 平成12年5月25日 ～29日

・派遣員 成海 洋(当 協会情報処理技術者

試験センター総務部企画

課主任部員)

・派 遣 先SEARCC・SRIG-PSコ ア メ ンバ 会 議

一電子商取引推進センタ…

1.総 会理 事 会 等 の開 催

平成12年3月28日 に設立総会及び第1回 理事

会が開催 されました。総会において理事 ・監

事の選任及び会則の議決が行われました。ま

た,第1回 理事会 において会長 ・副会長 ・顧

問の選任及び平成12年 度の事業計画 ・収支予

算等の議決が行われました。

2.企 画 部 会

5月 に第1回 企画部会が開催 され,企 画部会

長 を選任するとともに平成12年 度事業計画に

ついて事務局 より報告等を行いました。

2-1モ バ イルEC委 員会

委員会 に参加 しているのは,ベ ンダ5社,

キャリヤ2社,銀 行 ・保険2社,カ ー ド・信販

5社,大 学2,そ の他3社 の計19会 員であ り,

委員数はオブザーバ ・事務局を含め25名 で運

営 されてい ます。活動 は携帯電話決済検討

TF・ モバ イルECビ ジ ョナ リーTFの2つ の タ

スクフォースを設けて活動 を行っています。

2-2電 子 政府 委員 会

行政 の情報化実現への取組みに,利 用者

(市民 ・企業)と して,ど のように提供 して も

らうかの視点で検討を行っています。これま

での3回 の委員会活動 を概要する と①電子政

府の実現に向けた政府の取組みを開始点とす

る事(共 通認識)② 利用者(市 民 ・企業)の

立場か らのWG課 題案の提案 を行 う事③IT事

業者の電子政府向けソリューションを調査 ・

比較する事(9社)④ECOMの 「電子政府/

電子行政 とは」規定の検討 を行 う事の4点 で
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す 。

3.STEP部 会

STEP部 会 で は,ECOMのSTEP事 業 の 中長

期 ビジ ョンを検 討 し,STEP事 業 の方 向付 け

を行 う と と もに,STEP部 会 事業 と して ,企

業 間情 報 共有 の 実現 に向 け て,STEPの 役 割

を 目に見 え る形 で示 す こ とを検 討 してい ま

す。

4.ワ ー キ ング グル ー プ(WG)の 活 動

会員企業 を中心に学識者,有 識者で構成 し,

EC実 用化のための具体的方策等 について検

討 しました。各WGの 検討内容及びサブワー

キ ンググループは以下の通りです。

4-1消 費者WG

4-1-1消 費者 保 護SWG

(1)オンラインマーク制度について

(2)ECOM消 費者取引ガイ ドラインの普及促進

について

(3)消費者紛争処理 について

4-1-2個 人情 報 保護SWG

(1)個人情報保護基本法制大綱案(中 間整理)

検討 と意見書作成

(2)個人情報保護基本法の法制化に関する現状

についての講演実施(8/30)

(3)欧州の電子商取 引関連法規制(EU指 令の

重要ポ イン ト〈抜粋編 〉)に ついての資

料翻訳 とSWGメ ンバー内容確認(8/30)

(4)ECOMプ ライバ シー保護啓蒙 ビデオの作

成SWGシ ナ リオの内容確認 とアニメ線画

タイプ(α 版)の 試作 と実写確認)(7/27)

4-1-3決 済 関連 問題 検 討SWG

(1)決済 プロセス を視 点 と した取引 プロセス

の検討

(2)決 済 プ ロ セス の位 置 づ け と取 引 プ ロセ ス

との相 関の検討

(3)取 引 ルー ルの検討

(4)新 た に発生 した研 究課題

4-2認 証 ・公 証WG

(1)電 子 認証 システ ム仕様 検討SWG(SWG1)

(2)電 子認 証 システ ム利用検 討SWG(SWG2)

(3)電 子署 名文書長期 保存検 討SWG(SWG3)

4-3セ キ ュ リテ ィWG

(1)SWG1「 セ キ ュ リテ ィマ ー ク制 度」 の立

ち上 げ支援

(2)SWG2「 バ ー チ ャ ル シ ョ ップサ イ ト向

け セ キ ュ リテ ィガ イ ドラ イ ン」

の開発

(3)SWG3:テ ーマ1「 セ キ ュ リテ ィ評 価 基準

(ISO15408)のECへ の適用研 究」

(4)SWG3:テ ー マ2「ECを サ ポ ー トす るITプ

ラ ッ トフ ォー ム に お け る セ キ ュ

リテ ィ機 能 の調 査」

(5)SWG3:テ ーマ3「 モバ イルECに お けるセ

キュ リテ ィの課題」

(6)SWG3:テ ーマ4「 対 消 費者電 子商取 引 に

お け る トラブ ル 防止 策 の調 査研

究」

4-4ビ ジ ネ ス モ デ ルWG

4-4-1WWWモ デ ルSWG

(1)国 内調 査Gr(SSWG1)

(2)海 外調査Gr(SSWG2)

(3)オ ープ ンBtoBタ ス クフ ォース

4-4-2SCMモ デ ルSWG

(1)日本 型SCMビ ジネス モデ ルの構 築

(2)先進 事例 の調 査

(3)SCM電 子 商取 引 モ デ ル契 約書(β 版)の 普

及 と改定

(4)中 小企 業者へ のSCM導 入 ガ イ ドの作 成
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4-5普 及 促 進WG

4-5-1XML/EDISWG

(1)標 準XML/EDI普 及促進

(2)標 準XML/EDI動 向調査

(3)ebXML東 京会 議関連

(4)関 連 団体 間の連携

4-5-2STEPSWG

(1)設 計情 報 の生 産準 備 へ の活 用 の た め の方

策検 討

(2)XML,Web技 術 と結合 してSTEPを 使 い こな

す ため の方 策検 討

5.標 準 グル ー プ

5-1EDlグ ル ー プ

5-1-1XML/EDI標 準 化 調 査 委 員 会

(1)ebXMLイ ニ シャチブ に参加

(2)国 内へ の標 準導入 の検 討

5-1-2次 世 代EDI技 術 調 査 委 員 会

(1)統 一モ デ リング手法 の検討

(2)オ ブジ ェク ト指 向EDIの 調査

5-2STEPグ ル ー プ

5-2-1国 際 標 準STEPの 規 格 開 発 関 連

活 動

(1)ISOTC184/SC4国 内対策 委員会

(2)標 準 化調 査 プ ロ ジ ェ ク ト委 員 会 一配管 プ

レハ ブWG

(3)生 産 プロセス システ ムの標 準化 委員会

6.国 際連 携 グル ー プ

(1)Webに よる海外への積極的な情報発信

(2)海外のEC動 向調査

(3)ECに 関する国際連携

(4)消費者WGの 国際連携支援

(5)EC市 場規模 の算出と市場動向調査

7.普 及広 報 グル ープ

ECOMの 活 動状 況や成 果 を会員 お よび一 般

に広 く普及するため,機 関誌(ECOMJo㎜al)

を作 成 した ほか 会報 誌 「ECOMNewsletter」

の創刊号 ・第1号 ・第2号 ・第3号 ・第4号 ・第

5号 を発 行 す る と と もに 「ECOMセ ミナ ー」

を5回 実 施 しま した。 また,WWWサ ーバ の

充実 を進 め,ア クセス数 も順 調 に伸 び を示 し

てい ます。さ らに展示会 や講演 な どにお いて,

ECOMの 成果 を積 極 的 に紹介 しま した。

7-1ECセ ミナ ー ・体 験 キ ャ ン ペ ー ン

(1)ECセ ミナー ・体験 キ ャ ンペ ー ンinビ ジ ネ

ス シ ョウ2000TOKYO

来場 者 に対 し,イ ンター ネ ッ ト型電子 マ ネ

ーであ る ミリセ ン トを使用 し
,音 楽 ・情報 等

の デ ジタル コンテ ンツの購 入 を行 い ま した。

日 時:平 成12年5月23日 ～5月26日

場 所:東 京 ピックサ イ ト

参加 者:2,400名

協 力企業:・KDDI(旧KDDコ ミュニ ケー

シ ョンズ)「 ミリセ ン ト」

・MONDEX

(2)ECセ ミナー・体験キ ャンペー ンin三条市

日 時:平 成12年11月5日(日)

場 所:新 潟県県央地域地場産業振興センヂ

参加 者:1,200名

協 力企業:KDDI(旧KDDコ ミュニケー シ

ョンズ)「 ミリセ ン ト」

7・2e-Square(企 業 間 電 子 商 取 引 の

広 場)に つ い て

e-Squareは,B2BECの 事 例調 査 を中心 に,

利用 で きる製 品 ・サ ー ビス情 報 も併 せ てWeb

に検索機 能 を付 加 して載せ た ものです。

掲載 した情 報 は,以 下 の通 りです。

① 普及動 向の把握

②利 用実態 の把握

③業 務 に適合す る製 品,サ ー ビス情報
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先 進 的 情 報 シ ス テ ム 開 発 実 証 推 進 室

事務所 を閉所

政府の総合経済対策の一環である平成10年

度補正事業の実施のため,当 協会が タイム24

ビル(江 東区青海)に 設けた 「先進的情報 シ

ステム開発実証推進室」を平成12年11月30日

をもって閉所 いた しました。

これは,情 報処理振興事業協会か ら委託 を

受けて実施 した 「先進的情報システム開発実

証事業」(第 一次補正 予算分)お よび 「産

業 ・社会情報化基盤整備事業」(第 三次補正

予算分)の 事業終了に伴 うものです。お蔭様

で多大な成果を上げることができ,か つ,円

滑 に業務 を遂行できましたことは関係者の皆

様のご協力とご支援の賜物と,こ こに深 く感

謝申 し上げます。

なお,閉 所後の当該補正事業 に関する残務

および精算行為等については,当 協会 「電子

商取引推進センター」が継承 しておりますの

で,お 問い合わせ等ございま した ら下記 まで

ご連絡下さいますようお願い申し上げます。

〈連 絡 先 〉

財 団 法 人 日本 情 報 処 理 開発 協 会

電 子 商 取 引 推 進 セ ン ター

平 成10年 度 補 正 事 業 担 当 小 林 不 二 夫

E-mailfUjio@jecals.jipdec .or.jp

〒135-8073東 京 都 江 東 区 青 海2-45

タ イ ム24ビ ル10F

TelO3-5500-3600(イ ℃)

FaxO3-5500-3660

先 端情報技術研究所所

先端情 報技術研 究所 では,11年 度調査事 業

の成果報告 会 を実施 しま した。 その概 要 を報

告 します。(な お,本 成果 報 告会 の 詳細,講

演資料,お よび11年 度 の報 告書 は,当 研 究所

ホ ームペ ー ジ(http:〃www .icot.or.jp/)で 公 開

してお ります ので ご覧 くだ さい。)

AITEC調 査 研 究 報 告 会 の 開 催

「米 国の先端IT研 究 開発 にお ける合 理的 な

運営 と会計 の仕組 み につ い て」 とい うテ ーマ

で,米 国 のIT研 究 開発 の仕 組 み ・法/制 度 上

の 日米 格 差 が極 め て大 きい こ と
,こ の ため,

現状 で は,国 際競 争力 とい う観点 か らは,わ

が国 の研 究者 や技術 者 は大 きなハ ンデ ィを背

負 わ され てい るこ とにな り,わ が国 の研 究開

発 の実施 方法 の改革が 必要 であ る ことを提言

致 しま した。

・テーマ:米 国 の先 端IT研 究 開発 にお け る合

理的な運営 と会計の仕組み について

・場 所:芝 パ ー クホテル牡 丹 の間

・日 時:6月22日13時 ～17時(会 員企 業等)

6月23日13時 ～17時(一 般企業等)

・参加 者数:2日 間 で合 計131名 参加

今 回の講演 の 「国の政府支援研 究開発 にお

け る効率重視 のマ ネー ジメ ン ト」 では,米 国

の プ ロジェ ク トにお ける実施 権 限が プ ログラ

ムデ ィ レク ター に一任 される こ とによ り
,効

率 的 な マ ネ ジ メ ン トが行 わ れ て い る こ と な

ど,多 くの事 例 を紹 介 しま した。

また,「 米 国 の政 府支 援研 究 開発 にお け る

予算算 入費 目と会計制 度」 にお いて は,政 府

支援 プ ロジェ ク トにおけ る人件 費 の賦 課可 能

な費 目な ど,会 計制度 の違 い を報告 しま した。
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「

プロ グラム

①1300-1310あ い さつ

(財)日 本情 報処理 開発協 会

②1310-1330先 端情 報技術研 究所(AITEC)の 役割 と期 待

水野幸 男(AITEC技 術 政策委 員会委員 長)

③1330-1340配 布 資料 の説明,及 び報告 書,関 連資料 の入 手方法 につ いて

AITEC事 務 局

④1340-1420米 国における先端|青報技術 の研 究開発 と産業育成 を加速す る仕組み と法 ・制度

内田俊一(AITEC研 究所 長)

⑤1420-1520米 国 の政府支援研 究 開発 におけ る効率重 視 のマ ネー ジメ ン ト

岡崎文夫(AITEC主 任研 究員)

1520-1540コ ー ヒー ・ブ レイク

⑥1540-1620米 国の政府支援研 究 開発 にお ける予 算算入 費 目と会 計制 度

牧村信 之(AITEC主 任研 究 員)

⑦1620-1640総 合 的質疑応 答

⑧1640-1645事 務 局 か らの ご案 内

担 当エ ージェンシー(NSF)プ ログラムデ ィレクターへ の 権 限 の 一 任
++++÷+++++や 串++++++++++++呼 や申 →+++++++++Ψ ・ト←++++H+++串+一++←+++÷+ヤ++++→ ←9+++∋++++串++++++++∋ ■'++Ψ Ψ

DLIに おいては,NSFが プログラムの主体 でありNSFの プログラムディレクターに

参加 大学へ の承認権 限は一任 されている。これによりプログラムがエージェン

シー間 にまたがることにより起こる手続 きの硬 直化,複 雑化 を防止 している。

DARAPA

プログラ

ディレクター

NSFプ ロ グラムディレクターの 役 割

・研究領域への変更最終承認

・プログラムの設計
・各大学研究状況の把握・場合によって

はアドバイス(報 告書 現 場視察,研 究

者との非公式なコミュニケーションを通
して)
・DARPA ,NASAと の コミュニケーション
・DLI関連 ワークショップの開催 等

NSF

プログラム

＼ ど イレクター
NASA

ヲログラ

ディレク歩一

×学 大学 大学 大学 大学 大学

*プ ログラムディレクター,アシスタントプログラムディレクター,アソシエート

プログラムディレクターは合わせてプログラムオフィサーと総称される
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②賦課可能な人件費関連項目
C.費用会計制度の実際

L費 用算入システム

米国 費用項目 日本(注)

○ 給与・賃金 ○
○ 上級管理者、ボードメンバーへの報酬 ×

○ 社外勤務手当 ×
○ 勤務地の物価水準の相違による生活補助手当 ○
○ 従業員保険料 ×
○ 付加給付(有 給休暇、傷病休暇、バケーション、軍隊休暇等) ×
○ 駐在員等に対する国情に応じた勤務手当(Hardshippay) ×

○ 改善提案や安全提案に対する報奨金 ×
○ 生産性や費用削減に連動した奨励給(lncentivepay) ×
○ その他退職後給付(健康保険、生命保険、授業料援助、デイケア等) ×

○ 年金費用(積立て費用か支払発生時費用かを選択特定) △(法定年金)
△ ボーナス(株 式付与によるボーナスを含む) ○
△ 失 業 給 付(Severancepay,Dismissalwage) △(法定分)
○ 従業員ストックオプション ×
○ 従業員持株会費用 ×

○賦課可 △条件付賦課可能 ×賦課不可(注)次 世代情報技術開発補助金の場合

今 回の報告会 の参加者 か らの ご意見 と して

は,わ が 国の研究 開発 を米 国の水準 まで改革

す るためには,米 国PITAC(President'slnforma

tionTechnologyAdvisoryCommittee(大 統領

直属情報 テクノロジ諮問委員会)の ような強力

な組織が 日本 にも必要 とい うこ と,また,今 後 と

も,先 進諸国の研究開発制度の追跡調査,各

国の重点研究分野と研究開発動向の調査が必要

ということが示されました。(なお,米 国PITACレ

ポー トの日本語訳 も当研究所のホームページ

に全文公開しておりますのでご覧下さい。)

ア ンケ ー ト結果 か ら抜粋

・この ような会計制度 や公務員 制度 な ど
,

良 い とお考 えです か。

国の根幹に関わる問題の改革の進め方はどうするのが

既存の機構の強化再編を図る

米PITACの ように強力な組織を作る

インターネット等で民意を収集

その他

無回答

■官公庁

■大学

口国研

ロシンクタンク

■報道関係 、

ロソフトハウス

■会員企業

ロー般企業

一91一



・今後
,今 回の ような報告会 を開催す ると した場合,ど の ような内容の調査報告 を希望 しますか。

情報先進国の仕組み、法制度の追跡

各国の重点研究分野と研究開発動向

その他

無回答

田官公庁

■大学

口国研

ロシンクタンク

■報道関係

ロソフトハウス

■会員企業

ロー般企業

、
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臥ユ一歩のネットワークサービス綱 こ蘭する≧ 澆
一多様で広がりのある生活領域の二一ズー

(平成12年6月)

1.「癒す」と 「遊ぶ」がネットワークサービスへの期待の主役

①飛びぬけて高い医療 ・介護 ・福祉サー ビスへのニーズ特に病院 ・治療内容についての情報

サービスでは9割 を超える

②余暇生活におけるニーズもきわめて強い行楽地の宿泊予約,道 路混雑情報へのニーズは9割 弱

2.ニ ーズの高い行政手続と政治参加

住民票 ・免許証 ・パスポー ト等の手続 電子投票へのニーズがそれぞれ8割 を超える

3,ネ ットショッピングは多様なサービスの中の一つ

ネッ トショッピングは上位15項 日中3項 目であった。個人のニーズは多様であり,ネ ッ トシ
ョッピングは必ずしもネッ トワークサービスの最大の主役ではない。

4,高 まる起業意識

全体で2割 強,理 系職では36%,50歳 以上でも5人 に一人がインターネッ トを使 った起業の

意思がある。

1.調 査の概要

1.調 査の目的
2.調 査の設計と実施

3.調 査結果のポイン ト

ll.調 査結果(生 活領域内)

1

資料:

2

3

4

5

(0

7

Ω
O

住む(住 居、住環境 、近隣社会)
費やす(収 入、支出、資産 、消費生活)

働 く(労 働時間、就業機会 、労働環境)
育てる(育 児、教育)

癒す(医 療、保健、福祉サービス)
遊ぶ(休 暇、余暇)

学ぶ(大 学、障害学習、学習時間)
交わる(婚 姻、地域交流、社会的活動)

1.調 査票

2.集 計 デ ータ(全 体)

3.集 計 デー タ(情 報 シ ス テム 部 門に 勤 務 する ユ ー ザー)

4.集 計 デー タ(一 般 ユ ー ザー)

インターネッ トを使 った起業(イ ンターネッ ト利用者)

28.2%

3・3%9 .1%

21.9%

0%

.5%

■ そう思う

■ まあそう思う

口 どちらとも言えない

口 あまりそう思わない

■ 思わない

圃DKNA

当協 会 で は 、個人 ユ ーザ ー に と って

"望 ましいサービス 、利用 したいサ ービス

は何 か"と いう 、ネ ッ トワー クサー ビス

を利用 する側 のニーズを明 らか にするた

め 、住環境 、労働 、医療 ・介 護 、教育 ・

学習 、娯楽 、交流等 、個人 生活 の様々 な

場面で想定 されるネ ッ トワー クサー ビス

について 、その利用動 向 を把握するこ と

を目的 に 、アンケー ト調査を実 施し 、そ

の集計分析結果をとりまとめました。

アンケ ー トは 日本商工会議所の協力 を

得 て情 報 シ ステ ム部 門 に 勤務 す る ユ ー

ザー5,000人 と一般ユーザー5,000人 の合

計10,000人 に調査票 を送付 し 、3,602人

から回答を得 ました。

A4判358頁
一般 価格:FDあ り40

,000円 なし8,000円

会員価格:〃32,000円 〃6,400円

(税別 ・送料別)

【申し込み先】
財団法人 日本情報処理開発協会

調査部 普及振興課

FA×:03-3432-9381

E-mail:fukyu@jipdec.Orjp

※会員とは、当協会の賛助会員をいいます。 一93一



冴拓
`

プライバシーマ・タ臓仁おける駈 ガイドライン
(平成12年3月)

第1編 監査 ガイ ドラインの概要.

1.ガ イ ドライン策定にあたって

2.JISQ15001が 要求する監査

3.JISQ15001が 要求する監査の実施

第2編 監査ガイ ドラインの詳細

1.監 査項目の構成について

2.監 査ガイドラインの活用 について

3.要 求事項毎の監査項目

(以下網掛け部分の項番は、JISQ15001の項目番号を表している)

4.2個 人情報保護万針

4.3計 画

4.3.1個 人情報の特定

4.3.2法 令及び その他の規範

4.3.3内 部規定

4.3.4計 画書

4.4実 施及び運用

4.4.1体 制及び責任

4.4.2個 人情報の収集に関する措置

4.4.2.1収 集の原則

4.4.2.2収 集万法の制限

4.4.2.3特 定の機微な個人情報の収集に禁止

4.4.2.4情 報主体から直接的に収集する場合
の措置

4.4.2.5情 報主体か ら間接的に収集する場合'の 措置

4.4.3,個人構報の利用及び提供に関する措置

4.4.3.1利 用及び提供の原則

4.4.3.2収 集 目的の範囲外の利用及び提供の

場合の措置

4.4.4個 人情報の適正管理義務

4.4.4.1個 人情報の正確性の確保

4.4.4.2個 入情報の利用の安全性の確保

4.4,4.3個 人情報の委託処理に関する措置

4.4.5個 人情報に関する情報主体の権利

4.4.5.1個 人情報に関する権利

4.4.5.2個 人情報の利用又は提供の拒否権

4.4.6教 育

4.4.7苦 情及び相談

4.4.8コ ンプライアンス ・プログラム文書

4.4.9文 書管理

4.5監 査

4.6事 業者の代表者による見直 し

別紙1:マ ネジメントシステムの体制の整備

別紙2:適 正管理に必要な管理ルール例

別紙3:適 正管理に関する監査項目の例

別紙4:シ ステム監査の基本的事項

付録1:プ ライバシーマーク制度

付録2:プ ライバシーマーク制度設置及び運営要領

付録3:プ ライバシーマーク付与申請指針

付録4:個 人情報保護 に関する コンプライアン

ス ・プログラムの作成指針

参考1:基 本規程策定のチェックリスト

参考2:個 人情報保護に関する監査規程モデル

A4判410頁

一般価格:1
.575円 会 員価格:1260円(税 別 ・送料別)
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企業における情報1ヒ動向に関する 圭
∈∋

一情報化投資の現状と課題一

1調 査の概要

1.1コ ンピュータ利用状況調査の目的

1.2調 査の構成

1.3調 査時期 、調査期間

1.4発 送回収状況

1.5調 査の内容

1.6報 告書の利用等

五総論

2.1情 報化の重要な関連課題

2.2情 報化の投資効果

2.3ネ ットワーク化の現状と展望

2.4総 括

(平 成12年3月)

皿情報化の重要な関連課題

3.1概 要

32産 業、業種別に見た情報化課題への関心

3.3企 業規模別に見た情報化課題への関心 ・

3.4全 体的な分析

3.5ま とめ

】V情報化の投資効果

4.1情 報化投資の動向

4.2ア ウ トソーシングの状況

4.3オ ープンシステム化/ダ ウンサイジングの評価

V情 報化の新展開

5.1通 信回線サービス

5.2コ ンピュータ ・ネッ トワークの利用状況

5.3EC(電 子商取引)の 状況

5.4テ レワーク(T/W)の 導入状況

5.5モ バイルコンピューティング(M/C)の 動向

VI情報システム部門要ft等 の状況

6、1情報システム部門要員の規模

62情 報システム部門要員の給与等の状況

6.3コ ンピュータ関連教育費用の状況

W集 計結果

集計表目次

1999年 度コンピュータ利用状況調査集計表

珊アンケー ト様式

情報化をめぐる環境が、技術面 、制度面

等において大 きく急速に変化 してきている

中でコンピュータユーザの情報化の実態を 、

継続的なデータとして把握するとともに 、

その時々の情報化の新しい流れを客観的な

視点か ら的確 に捉 えるために 、毎年 アン

ケー トにより調査を行っています。

本報告書は 、約4,700の 事業体の情報シス

テム部門を対象に実施したアンケー ト調査

の結果をもとに 、その情報処理及び情報化

の動向について集計 ・分析 を行いご とりま

とめています。

A4半 ‖220頁

付 表 「コンピュータ利用状況調査集計結果大要」
一般価格 二4

,000円 会 員価格:3,200円(税 別 ・送料別)

【申し込み先】
財団法人 日本情報処理開発協会

調査部 普及振興課

FAX:03-3432-9381

E-mail:fukyu@jipdec.or.jp

し

※会員 とは、当協会の賛助会員をいいます。
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1.

[.

皿.

IV.

V.

VI.

世 界,
'青報 通信年表

(平 成12年3月)

情報通信サービスは、日進月歩の勢いで進化する情

日本の情報通信史

アメリカのの情報通信史

イギリスの情報通信史

ドイツの情報通信史

フランスの情報通信史

EU・ ヨーロッパの情報通信史

参考資料

1.日米欧の情報通信施策比較年表

2.自由化後の 日本の料金 ・サービス

◇国内サービス ◇国際サービス

報技術とともに進展し、提供するサービスも多彩にな

り、電話会社が電話 ・電信サービスのみを提供してい

た時代は終焉を迎えようとしています。情報通信産業

をとりまく環境も大きく変化し、公益サービスとして

独占的に提供された時代から、他の産業と同様 、激し

い競争にさらされる時代へと変わりました。そこでは

もはや事業を国内と国外とに分けて考えることはでき

ず、否応無くグローバルな規模での競争に巻き込まれ

ざるを得ない状況に至っています。本資料は 、激変す

る情報通信分野の動向を整理するために、主要国の情

報通信の歴史について時系列に、各種資料をもとにと

りまとめたものです。

A4判107頁 一般価格1,500円 会 員価格1,200円(税 別 送料別)

樋こおナる‖報セキュリティの実態「情報セキュリティし
(平成12年3月)

測鋼撒

1.調 査の概要
1.1調 査の目的
1.2調 査の対象
1.3調 査時期
1.4回 収状況
1.5回 答組織体の平均従業員数
1.6調 査項目
1.7調 査対象業種および回収状況
1.8調 査結果の概要

2.調 査結果の詳細
2.1通 称産業省の安全対策の施策について
22情 報システム資産について
2.3過 去の障害等の実績について
2.4セ キュリティ管理一般について
2.5災 害対策 ・障害対策について
2.6不 正アクセス対策 ・不正侵入対策について
2.7コ ンピュータウイルス対策について
2.8情 報リスクマネジメン ト関連について
2.9個 人情報保護について

3.ク ロス集計結果の分析

付属資料
「情報セキュリティに関する調査」
アンケー ト調査票

わが国における情報システムのセキュリテ

ィ対策の状況を把握するため 、「情報セキュリ

ティに関する調査」を実施いたしました。

調査は 、企業等の情報 システム部門を対象

に行い 、セキュ リティ対策の現状 と問題点の

把握および今後のセキュリティ対策の傾向を

把握することをねらいとしています。

調査にあたっては 、867組 織体から回答を得

ており、信頼できるデータを収集しています。

一般価格:3
,200円

A4判158頁

会 員価格:2,560円(税 別 ・送料別)

〆

＼

【申し込み先】
財団法人

調査部

日本情報処理開発協会

普及振興課

FAX:03-3432-9381

Eイnail:fukyu@lipdec.(x柏

、

ノ

※会 員 とは、 当協 会の賛助会員 をいい ます 。-96-一 一



ますます求め盛れる情報イヒ時代のi新人4オ

システムア ドミニ ス トレータ
　 　 　

『シス テ ム ア ドミニ ス トレー タテ キス ト 改 訂 版 』
【本体価 格:3,500円 】

本書は平成9年10月 に公表 された標準 カリキュラムの改訂に準拠 して平成10年3

月に発刊 された ものです。

情報処理 システムの利用部門において情報化を推進する方々が,初 期 の段階で利

用者 として習得すべ き基本的な知識と応用能力をとりまとめたものです。

また,国 家試験である情報処理技術者試験の初級システムア ドミニス トレータ試

験は上記標準カリキュラムが出題範囲となってお ります。
"1
,h人V:d'lfξ.i'Tlド)〆(hl

★構 成 目次

第1部

第2部

第3部

第4部

第5部

★特 長

(B5判491ペ ー ジ)

仕事 とコ ンピュー タ

基幹 業務 シス テム との かか わ り

エ ン ドユ ーザ コ ンピューテ ィ ング

シス テム環 境整備 と運用 管理

EUC推 進 の ための表現 能力

・改訂 版標準 カ リキ ュ ラム に準拠

・改訂 版標準 カ リキュ ラム に精 通 した執 筆陣

・従 来 の 「表現 能力」(別 冊 扱 い)を 第5部 「EUC推 進 の ための表現 能力」 と して本 テキス

トに収 録

・イ ンター ネ ッ ト,マ ルチ メデ ィア等 の新技術 に対 応

・演習 問題 に試験(午 前)の 過去 問題 を採用 してお り,受 験参考 書 と して も最 適

★ 購 入 方 法

・通信販 売 でのお求 め ば,東 京官書 普及(株)・ 通信 販 売課(TELO3-3292-3701)

・全 国の書 店 または官報販売 所,政 府刊行 物サ ー ビスセ ンター にて ご注文 くだ さい。

・東 京都 官 報販 売所(神 田) ,大 阪府 官報 販売 所(肥 後橋),八 重洲 ブ ックセ ンター,書 泉

グラ ンデ(神 田),書 泉 ブ ック タワー(秋 葉 原),三 省堂 本店(神 田),紀 伊 國屋 書店(新

宿 ・渋谷 ・大 阪梅 田),丸 善 本店(日 本橋),芳 林 堂書 店(高 田馬 場)で は店頭 で ご購 入

で きます。

◎AOWi財嬬 鶏 処鞠 発㌶
〒135-8073東 京 都 江 東 区青 梅2-45タ イ ム24ビ ル19階

TELO3-5531-0174(普 及 振 興 課)URLhttp:〃www.cait.jipdec.or.jp/

一97一



…

職場環境の改善に、ジャス トインタイム(JIT)学 習で;
…

情報化推進担当の育成を 川》

{、__

脚 ノ甥 譲 讐讐竃。嚇
一 一一　 …'… 一一… … … …　… … …ゆ… … 「i

●JIT教 育 シ ス テ ム⑧

JIT(JustInTime)教 育 シス テム は、パ ソ コン

とイ ンターネ ッ トを使 用 で きる環境 な らば、

いつ で も、 どこか らで も学 習が可 能 です 。

(Stepl)CD-ROM教 材 での学習→

(Step2)イ ンターネ ッ トで の理解 度判定→

(Step3)実 践 的 なス クー リング

とい った3ス テ ップの学 習 に よ り、学習 空

間 ・時 間 を拡張 す る教育 システ ムです。

●JIT教 育 シス テム⑧教材

本教育システムの教材として、現在、以下の

2種類のCD-ROM教 材があ ります。

これ らの教材は、職場で情報化推進担当の役

割を果たすために必要な学習内容が収められ

ています。

①情報 リテラシー教育指導者育成教材

(学習時間:約15時 間、容量:565M)

職場での情報活用を推進す るため、パソコ

ン利用教育等の啓蒙活動や操作指導方法等

について学習 します。

②情報 リテラシー教育支援者育成教材

(学習時間:約15時 間、容量:315M)

職場での日常業務の情報化を推進するため、
パソコン、LAN、DB等 の整備 ・運用等 につ

いて学習 します。

なお、本教材の学習に入る前に具備 しておく

条件があります。
・パソコンの操作を自分で行え、ワープロや

表計算などは日常業務の中で使える。
・情報リテラシーに関する知識 ・技術(EUC)

を有 している。

● 問 い 合 わ せ 先 ●

財 団法 人 日本情 情報処 理 開発協 会

中央情 報教 育研 究所(CAIT)

〒135-8073東 京都 江東 区青海2-45

タイム24ビ ル19階

TEL:03-5531-0171FAX:03-5531-0170

1

● 本 教 材 の 動 作 環 境 ●

ロ パ ソコ ン本体

DOSハ1ハ ソコン

ロCPU

IntelPentium133MHz以 上

ロ メモ リ

32MB以 上

ロ サ ウ ン ドカー ド

必須

口CD-ROMド ライブ

2倍 速CD-ROMド ライフ"以上

口

口

口

口

デ ィ ス プ レ イ

解 像 度800×600ド ット以 上

HighColor(16ビ ット)以 上

OS

MicrosoftWindows95,98,NT4.O

Webブ ラ ウ ザ

MicrosoftInternetExplorerVer.4.0以 上 推 奨

そ の 他

ス ピ ー カ ま た は イ ヤ ホ ン 等

●JIT教 育 シ ス テ ム⑧の ご利 用 に つ い て ●

口(Step1)CD-ROM教 材 で の 学 習
・本 教 材 は無封 で す が 、教 材 発 送 費等 と して

1セ ッ ト(2枚 組)に つ き2000円 ご負 担 いた だ

きます。(限 定 、3000セ ッ ト)
・申込み方法:郵 便 局備付 けの振 込用紙 の通信

欄 に下記事 項 を記 入 し、 中央情報 教育研 究所

(口座 番号:OO130-8-409669)
へ、発 送費等(2000円 ×セ ッ ト数)を 振 り込

んでい ただ きます。

・送付 先住所 、氏名 、電話番号 、 セ ッ ト数

・組織 名 、部署名(個 人 の場 合 は不 要です)

口(Step2)イ ン タ ー ネ ッ トで の 理 解 度 判 定
・無 魁(た だ し、電話料等 の 回線使 用料 は個 人

負担 です。)

口(Step3)実 践 的 な ス ク ー リ ン グ
・有料(開 催 日時等 はhttp:〃www .cait.jipdec.or.jp

をご覧 くだ さい。)
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事務局組織図

本 部 付属機関

企画室 企画課

中央情報教育研究所 1 総務部 H

H

H

ヨ 調査企画部

」 教務部

総務課

経理課

調査企画 果

普及振興 果

教務第一 果
教務第二 果

情報セキュリティ対策室 1醐 セキ・　ティ対策課1

一1コンピュータ緊急対応センター事務局1

一1プライバシーマーク事務局1 1総 務部 卜[
情報処理技術者試験センター

一」電子署名 ・認証セ ンター1
1

一 経理部 卜
調査部 1調 査言果1

斗 技術部 卜[
一 国際課1

」 業務部 卜[

ヨ 普及振興課1
→支部(全国9ケ所)1

1斗 梼"」

開発部 業務課

コンピュータ運営企画課

コンピュータ運営管理課

総務課

企画課

経理課

技術第一課

技術第二課

業務課

情報処理課

事業部

庶務課

開発第一課

開発第二課

開発第三課

開発第四課

標準 グループ
普及広報 グループ
国際連携 グループ
総務課
経理課

EDI推 進協議会事務局

ネットワーク開発課 先端情報技術研究所 技術調査部
技術調査第一課

技術調査第二課

●
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当協会への連絡窓ロ

本 部

東京都港 区芝公園3-5-8(〒105-OOI1)

機 械 振 興会館 内

総 務 部

企 画 室

情報セキュリティ対策室

調 査 部

開 発 部

技 術 企 画 部

総 務 関 係

セキュリティ関係

調 査 関 係

開 発 関 係

TEL(03)3432-9371

TEL(03)3432-9372

TEL(03)3432-9387

TEL(03)3432-9381

TEL(03)3432-9391

TEL(03)3432-9390

FAX(03)3432-9379

FAX(03)3432-9419

FAX(03)3432-9389

FAX(03)3431-4324

URLhttp:〃www.jipdec.or・jp/

(コ ン ピュータ緊急対応 セ ンター事務 局)

TEiL(03)5575-7762

FAX(03)5575-7764

URLhttp://www.jpcerしor.jp/

(プライバシーマーク事務局)

本部 情報セキュリティ対策室内

TEL(03)3432-9387

(電 子 署名 ・認証 セ ンター)

TEL(03>3432-0730

FAX(03)5401-一 一1033

付属機関

中央情 報教育研 究所

東京都江 東区青海2-45(〒135-8073)

タ イ ム24ビ ル19階TEL(03)5531-0171(代 表)

FAX(03)5531-Ol70

URLhttp:〃www.jcait.ipdec・or・jp/

情 報 処理 技術者試験 セ ンター

東京 都港区虎 ノ門1-16-4(〒105-0001)

ア ー バ ン虎 ノ門 ビル8階TEL(03)3591-0421(代 表)

FAX(03)3591-0428

URLhttp:〃www.jitecjipdec.or.jp/

電 子 商取引推進 セ ンター

東京都江東 区青 海2-45(〒135-8073)

タ イ ム24ビ ル10階TEL(03)5500-3600(代 表)

FAX(03)5500-3660

URLhttp:〃www.jipdec.or.jp/ecpc/

(電 子 商取引推進協 議会事務局)

電 子商 取引推進 セ ンター内

URLhttp://www.ecom.or.jp/

(EiDl推 進 協議会事 務局)

電 子 商取引推進 セ ンター内

TEL(03)5500-36t6

FAX(03)5500-3660

URLhttp:〃www.ecom.or.jp/jedic/

先端 情報技術研 究所

東京都港 区芝2-3-3(〒105-OO14)

芝東京海上ビルディング2階TEL(03)3456-2511(代 表)

FAX(03)3456-3158

URLhttp:〃www.icot.or.jp/

平成12年12月 発行

川PDECジ ャーナルN・ ・104

発行人 ・新 欣樹/編 集人 ・日高良治

◎2000

財団法人 日本情報処理開発協会
東京都港 区芝公園3丁 目5番8号 機械 振興会館 内

郵便 番号105-0011電 話03(3432)9381

URLhttp://wwwjipd㏄.or.jp/

本 誌 の記事 ・図表 等の すべて ない し一 部 を許可 な く引用お よび複製 す ることを禁 じます。

※本誌送付宛先の変更等については当協会調査部(03-3432・9381)ま でご連絡 ください。
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財団法人 日本情報処理開発協会
JapanlnformationProcessingDevelopmentCorporation

(本 部)東 京都 港 区 芝公 園3丁 目5番8号 機 械 振 興会 館 内(〒105-OOI1)

題言舌03-3432-9381FAXO3-3432-9389

ホ ームペー ジhttp://www、Jipdec.jp/

本誌は再生紙を使用しています。


